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お見合い回避大作戦




　春と呼ぶには少し遅く、夏と言うにはまだ早い五月の半ば。

　清すが々すがしい風とは真逆のどんよりした思いを抱え、久く世ぜ七なな緒おはひとり、緩やかに航行する豪華なクルーズ船のデッキに佇たたずんでいた。

　吐いた息が、重さを保ったまま潮風に消えていく。

『たまにはおばあちゃんとデートでもしない？』

　今年七十歳を迎える祖母に誘われたのは一週間前のことだった。デート？と首を傾かしげた七緒に、さらに続ける。

『気分をリフレッシュするなら海がいいかしら。どうせならクルーズ船に乗ってアフタヌーンティーを楽しむのはどう？　そうして海を見たら、嫌な思い出なんて忘れられるから』

　一カ月前に二十六歳にして初めての恋に破れ、七緒は仕事まで失った。

　以来ずっと失意の中。理不尽な人生に半ば疲れていたが、祖母の言葉も一理あると、お気に入りのワンピースを着て乗船したのはいいけれど……。

「お見合いだったなんて……！」

　船が港を出た直後、祖母から知らされたのは衝撃的な事実だった。出航すれば逃げられないクルーズ船をお見合い会場に選んだのは、祖母なりの予防線だろう。

『おばあちゃん、着物にしたの？』

　出がけに玄関先で草ぞう履りを履はいた祖母は、淡い生き成なりに藍色の茶辻模様が描かれた、品のある着物を着ていた。

『孫とのデートだもの。おめかししなくっちゃ』

　口もとに手をあて、お茶目な顔をしてふふふと笑う。

『久しぶりだけど、おかしいかしら？』

『ううん、とっても素敵よ』

　その場でくるりと回った彼女に、七緒は笑い返した。

　定年まで呉服店に勤めていただけあり、祖母は着物をたくさん持っている。今日着ているものは、その中でもお気に入りの一着だ。

　気合の入り具合が孫としてうれしかったが、それはこのためだったのかとようやく腑ふに落ちた。

　心配して新しい出会いを企てたのはわかる。でも、いきなりお見合いはない。

　なにしろ七緒が経験したのは、ひどい振られ方だった。ほとんどの人が経験せずに済むような、稀まれに見る酷な失恋。二度と恋なんかしない、結婚もしないと固く誓った決意は、お見合いとは真逆の方向だ。

　かといって、いつも七緒を気にかけてくれる優しい祖母を邪険にはできない。いったん冷静になろうと、相手が待っているらしき個室のドアの前で『トイレに行ってくる』と言い置き、七緒はデッキにやってきた。

　船がどんどん陸地から離れていく。

（はぁ……本当にどうしよう。ここじゃどこにも逃げられないよ）

　日差しのわりに冷たい風が、せっかく綺麗にまとめたハーフアップの髪をさかんに乱すが、なおす気にもなれない。

　全長百五十メートルある真っ白な船体が、レインボーブリッジに向かってゆっくり航行していく。太陽はまだ沈んでいないが、夜なら街の綺き麗れいな夜景を海から望めるだろう。

　だからといってロマンティックな気分にはなれないのが悲しい。

　アフタヌーンティーを楽しむクルーズのため、乗客のほとんどは船内のレストランで優雅なひとときを過ごしており、デッキには七緒ひとり。――と思いきや、ほかに男性がひとりいた。

　七緒同様に風に髪を乱されて顔はよく見えないが、手足が長く背が高いのは遠目にもわかる。

　ベージュのスラックスと淡いブルーのストライプシャツに、テーラードジャケットを羽織ったスタイルは、特別でもないのにやけに目を引く。どことなくオーラのある人だ。

　その男性はおもむろに首を伸ばして海面を覗のぞき込み、なぜか手すりを掴つかんで身を乗り出した。

（な、なにをするつもりなの……。まさか――）

　ふわりとスカートをなびかせ急いで駆け寄る。

「待ってくださいっ」

　彼の腕をむんずと掴み引き止めた。瞬間、振り向いた男性の顔を見て息を呑のむ。

　三十代前半くらいだろうか、涼やかな切れ長の目に高く通った鼻び梁りょう、細い顎あごのせいかシャープな印象を与える顔立ちは、七緒がこれまで出会ったことがないくらいに整っていた。

　知的な目元に疑惑を滲にじませ、彼の形のいい唇が不機嫌そうに開く。

「なに」

「ここから飛び降りてどうするつもりですか！　自殺なんてダメです！」

　失恋でどん底まで落ちたと思っていた運気だけど、こんな場面に遭遇するということはまだまだ下降傾向にあるらしい。これは一度お祓はらいをしたほうがいいような気がする。

　懸命に男の手を掴み、ぐいぐい強く引っ張った。

「ちょっと待て、なんの真似だ!?」

　命の危機に晒さらされている人を見過ごせば、それこそ本当に神様に見放されてしまう。

（この人が飛び込むのは絶対に阻止しなくちゃ……！）

　火事場の馬鹿力が発揮されたのか、七緒のがんばりに男性は手すりから手を離さずにはいられなくなる。しかしそこまではよかったが――。

「きゃっ」

　勢い余ってふたりで甲板に尻もちをつく。鈍い痛みがお尻から腰にかけて走った。

「キミはいったいなんなんだ」

　眼まな差ざしと声色から男性の不満は明らかだ。

「どうもこうもありません。明日の朝〝東とう京きょう湾わんに若い男性の遺体が〟なんてニュースは見たくないんです」

　それも自分の目の前で飛び込んだ人なんて笑えない。

　腰をさすりながら体勢を立てなおし、男性をじっと見据えた。

「誰が自殺するって？」

　納得がいかないのか、彼の目つきが尖とがる。その口調と表情からは不本意だという考えがひしひしと伝わってくる。

（……違うの？）

　負けずに見つめ返していた七緒の目からふっと力が抜け、癒いやし系と言われるいつもの顔に戻る。

「あなたです、けど……。今、ここから飛び降りようとしていませんでしたか？」

　だんだんと自信がなくなり声も小さくなっていく。エンジン音と波音で聞こえづらい声は、今にもかき消されそうだ。

「そんな無謀な真似をするわけがないだろう」

「それじゃ、どうして手すりから身を乗り出したんですか？」

　今にも飛び込もうとしているようにしか見えなかった。

「ハンカチ」

「……ハンカチ？」

「風に飛ばされて海に落ちたから、その行方を目で追っていただけ」

「えっ……」

　呆あっ気けにとられ、フリーズする。

　なんと、落した物を探して身を乗り出しただけだという。飛び降りようとしたわけではなかったと。

　指差すほうを見ると、彼の言った通り、白地に青いラインの入ったハンカチが波間を優雅に漂っていた。波が立つたびに揺れ、どんどん遠ざかっていく。

「ごめんなさい！　てっきりここから飛び降りようとしているのかと思って……！」

　慌てて頭を下げて謝罪する。早とちりもいいところである。

「ほんと頼むよ」

　大きくため息をつき、男性が首を横に振って続ける。

「まぁここから泳いで逃げたいのはやまやまだけど」

「……逃げたい？」

　一部分に耳が反応する。理由はわからないが七緒と同じ人がここにもいた。たったそれだけで親近感を抱くのは、七緒が突然のお見合いを前に切羽詰まっているせいだろう。

　聞き返した七緒を見た数秒後、彼がパッと顔を輝かせる。

「名案を思いついた」

　なにかを企むように目を細める。

（名案ってなに？　グッドアイデアじゃなくて悪だくみに見えるんだけど……？）

　抱いたばかりの親近感はどこへ。わけもなく不安に駆られ、じりっと一歩後ずさりをした。

「キミを俺のフィアンセに仕立てよう」

「……はい？」

（フィアンセに……仕立てる？　……私を？）

　そう言われてもなお、不可解さは増すばかり。まばたきを激しくさせて男を見つめ返す。

「結婚を約束した相手として、今から俺の祖父に会ってもらいたい」

「意味がまったくわからないのですが」

　なぜこの人の祖父に会わなければならないのか。それも〝今〟ということは、その祖父も乗船しているのだろうか。

「キミが俺の要望を聞き入れてくれるなら、俺もキミの願いをなんだって叶かなえるよ」

「ちょっと待ってください」

　ひとりで勝手に突き進まないでほしい。強引なうえにワンマン。七緒は完全に置いてきぼりだ。

「悪いけど詳しい話をしている時間はないんだ」

　男は腕時計を見ながら立ち上がり、七緒の腕を引き上げて立たせた。

　改めて男の身長の高さに圧倒される。七緒も百六十五センチあるから低いほうではないが、七緒の目線は彼の肩のラインだ。おそらく百八十センチは超えているだろう。

　そのうえフィットしたシャツから見るに、引きしまった体たい躯くなのは歴然。容姿にとても恵まれた人だと改めて思う。

「とにかくこの船に乗っている間だけ、結婚を約束した恋人になってくれればいい」

「いきなり言われても困ります」

　首を横に振って抵抗する。

　ちんぷんかんぷんな発言で目的がわからない。どうして七緒が彼の恋人のふりをしなくてはならないのか。

「キミの悪いようにはしない。すぐに済ませる。祖父に会って俺の恋人のふりをするだけだ」

「どうしてそんな真似を？」

「とにかく頼む」

　七緒の質問に答えるでもなく、男が神頼み的に懇願する。

　そんな彼に戸惑っていた七緒だが、ふと閃ひらめいた。

（船に乗っている間だけ彼の恋人になれば、私の願いも叶えてくれるって言ったよね……？）

　彼が放った言葉を頭の中で反はん芻すうする。

「本当にそれだけなんですよね？」

　深く頷うなずく男を強い視線で見つめ返した。

「そうすれば私の願いも聞いてくれるんですか？」

「恋人のふりをしてくれるなら、なんだって聞くよ」

　七緒が了承しそうな雰囲気を感じたのか、彼の目が輝きを増していく。

　それなら七緒のほうも彼に恋人のふりをしてもらえば、今回のお見合いを回避できるのではないか。陸地から離れた船の上でそれをできるのは今、彼が提示した方法以外にないように思えた。

　失恋したばかりのうえ、祖母とふたりで乗船したのに、いきなり恋人が現れるのは不自然な展開に違いない。向こう見ずだと頭ではわかっているが、窮地に立たされた七緒はその矛盾を無理やり弾き飛ばした。

「あなたも私の恋人のふりをしてくれますか？」

　男性の瞳が揺らいだ。まさか同じ条件を提示されるとは想像もしなかったのだろう。

「俺も？」

「はい、この船に乗っている間だけでいいです」

　同じく恋人を演じるだけでお互いに都合がいいとなれば、これ以上の打開策はない。

「お安い御用だ。人を待たせているからわけは後で聞くが、そうと決まれば行こう。すぐに済ませるから、まずは俺のほうに付き合ってもらいたい。じつはお見合いを企てられてね」

「えっ、お見合い？」

　彼の隣を歩きながらデッキの階段を下りていく。

　なんと七緒のように、自らの意思とは関係なくお見合いをセッティングされ、どうやって回避しようか土壇場で悩んでいたという。

　今日は大安吉日で佳よき日だと祖母が言っていたが、お見合いにぴったりなホテルや料亭ならいざ知らず、クルーズ船を会場にする人がほかにいたのも驚きである。

（もしかしたら今時の流行なの？）

　祖母は意外と流行はやりに敏感なのだろうか。

（この人が私のお見合い相手なんてことはないわよね？）

　一瞬浮かんだ疑惑が七緒をヒヤッとさせる。

　しかし多くの乗客がいるクルーズ船で、お見合いする者同士がこんなふうにして出会うはずはない。

（ううん、まさかね）

　そんな偶然は映画やドラマの世界の話だと、すぐに思いなおした。

「いきなり恋人が現れるのは不可解だけど、なにも講じないよりはずっといい。結婚の意思がないと、相手への抑止力にもなるだろう」

「そうですよね」

　微かすかに感じた不自然さを彼の言葉で完全に葬り去る。自信に溢あふれた態度に今はすがる以外にない。

「俺の名前は加か賀が谷や聖ひじり、三十三歳。キミは？」

「私は久世七緒です。二十六歳です」

「恋人を演じるわけだから、お互いに下の名前で呼ぼう」

「はい」

　共犯者である彼の横顔を見上げ、しっかり頷いた。

　デッキの階段を下りて通路を突き進み、レストランを横目にさらに先へ行く。ごく自然に手を繋つながれたため軽く鼓動が跳ねたが、恋人らしく見せるための雰囲気づくりのひとつだと割り切った。

　演技が試される決戦の場に向かう緊張が、鼓動のスピードを上げていく。

「ここ」

　聖が不意に足を止めた。

「……え？　ここ、ですか？」

　とっさに周辺のドアを見回し、自分の今いる場所を確認する。

（おばあちゃんがいるのもこの部屋じゃなかった……？）

　ドアには〝フリージア〟とプレートが掲げられている。記憶は曖あい昧まいだが、トイレに行くふりをしたときに見たプレートも同じだったような気が……。

　――まさか。

　心臓がべつの意味で早鐘を打ちはじめたそのとき、ドアをノックして聖が先に入室する。

「聖、なにをしていたんだね」

　中から年配の男性の声がしたが、七緒はそれどころではなかった。

（嘘うそでしょう……！）

　チラッと覗いた部屋の中に祖母がいたのだ。

　お見合いだと聞かされたとき以上の混乱に襲われる。異常事態のおかげで、首から下は硬直して棒立ちだ。

　七緒の嫌な予感は的中してしまった。

「待たせてごめん。じつは彼女との結婚を考えているんだ。だから今回のお見合いは辞退させてもらえないかな」

　聖に手を引っ張られた七緒は、変なステップを踏んで彼の隣に立った。

「七緒？」

　テーブルの向こうで祖母の孝たか枝えが目を真ん丸に見開いた。コアラのように優しげな顔は固まっている。

「どうして七緒が聖さんと一緒にいるの」

　そのひと言がすべてだった。やはり七緒のお見合い相手は彼だったのだ。

　まさかの事態が現実となった。

「聖、これはいったい……？」

　手前の椅子に座っていた彼の祖父は振り返り、激しくまばたきをしながら聖と七緒を交互に見やる。

　孝枝と同年代だろうか、白髪交じりの髪をオールバックにし、ダンディな雰囲気を醸し出しながら威厳まである。

　――キミもお見合いだったのか？

　七緒に向けられた聖の目がそう言っていた。

　彼も自分の置かれた状況を理解したのだろう。自分のお見合い相手が七緒であると。

　その可能性を一瞬でも考えたのに無理やり拭ぬぐい去った自分が、今さらながら情けない。ホテルならともかく、クルーズ船でお見合いなんて、やはりそうそうないだろう。

　隣で同様に困惑していた聖が七緒の手をぎゅっと握る。なにかの合図なのか、それとも第二の危機的場面に突入した武者震いのようなものなのか。

　その仕草につられて彼を見上げると、聖は気を持ちなおしたようにゆっくり口を開いた。

「俺も驚いた。まさかお見合い相手が七緒さんだとは……。偶然にも彼女が乗船していたから、紹介してお見合いはできないと伝えに来たところだったんだ」

　とっさに違和感なく説明できる頭の切り替えの速さに驚く。七緒だったらシナリオをすんなり書き換えられないだろう。

　陸から離れた場所にいきなり湧いて出たように恋人が現れるよりは、偶然同じお見合いで鉢合わせした、という展開のほうが信ぴょう性は増すかもしれない。ある意味いい方向に話が転がった。

「ね？　七緒さん」

　ゆったりと首を傾け、聖が同意を求める。優しい微ほほ笑えみは、まさに恋人に対するもの。名演技だ。

「は、はい、そうなんです。私も驚いてしまって……。聖さんがこの部屋のドアを開けるから、まさかと思ったのですが」

　七緒が聖に合わせて答えると、孝枝が目を丸くしたまま口を開く。

「でも七緒、恋人がいるなんてひと言も」

「そ、それは……別れたばかりだし、おばあちゃんに心配をかけちゃうかと思って」

　もう恋なんてしない、結婚も一生しなくていいと宣言していたから、新しい恋人がいるとは思いもしないだろう。

「いやはや、お見合いさせようとしたふたりがすでに恋人だとは。孝枝さん、こんなにうれしい話があるか？」

「ええ、本当に」

　聖の祖父の言葉に孝枝がしみじみ頷く。ふたりはやけに親しげだが、どんな関係なのだろうか。

　自分の置かれた驚くべき状況と疑問が頭の中で渦巻く。

「ともかくふたりとも座ったらどう？」

　孝枝に言われるまま、七緒と聖は向かい合って腰を下ろした。

　当初は恋人がいるからお見合いはできないと伝え、この部屋を立ち去る予定だった。その後、七緒の祖母にも同じようにして強制お見合いから逃れ、ふたりとも意に反する状況を打破して終了だと。

　ところが事態は急転し、お見合いならぬ〝恋人をお互いの家族に紹介する場〟と化し、聖と相談もできないままここに居座らなければならなくなった。

　名前と年齢しか知らない相手とどう話を繋いでいったらいいのか、平静を装いつつ七緒は内心ひどく焦っていた。

「七緒さん、初めまして。私は聖の祖父で利とし幸ゆきと申します」

「は、はじめまして、久世七緒です」

　手を膝の上に揃そろえて、頭をぺこりと下げる。

「利幸さんは高校時代の同級生なのよ」

　なんと、聖の祖父と孝枝は同級生ときた。

　ふたりによれば、利幸は同窓会にも顔を出さずにいたため、もう何十年も連絡を取り合っていなかったが、つい二週間前に偶然再会したそうだ。それも利幸が院長を務める『加賀谷医療センター』で。

　孝枝はこのところ血圧が高く、定期的に通院していた。そこが同級生の経営する病院だと知っていたが、診察を終えて会計を待っているときにたまたま通りかかった彼に声をかけられたのだと。

　それをきっかけに食事する機会を設け、久しぶりの再会を楽しんだらしい。

　その席で互いの孫の話になり、お見合いをさせようじゃないかと意気投合。今日に繋がったとうれしそうにふたりは話してくれた。

　聖もその病院で働く医師で、将来は加賀谷医療センターを背負って立つ次期院長だそうだ。

　そんな話を聞いているうちにアフタヌーンティーセットが運ばれてきた。三段になった豪華なプレートには、チェダーチーズのサンドイッチやベーコンとバターナッツスクワッシュなどのセイボリー、チェリージュレやシナモンケーキなど、どれも色鮮やかでおいしそうなスイーツが並んでいる。

　謀はかられたお見合いはさておき、孝枝が言っていた通り、リフレッシュにはもってこいだ。

「聖と七緒さんは、いったいどこで出会ったんだい？」

　利幸に質問され、スイーツに目を奪われていた七緒の心臓が飛び跳ねる。

　その手の質問はされて当然だが、聖と話を詰めていないため、どう回答すればいいものか。とっさに彼を見たものの、目で会話が成立するような関係性は築いていない。

「本屋さんだったね、七緒さん」

「あ、はい……」

　ぎこちなく首を縦に振り振り、相あい槌づちを打つ。

　本屋での出会いをどう演出するか、即座に頭の中にあれこれとシーンが浮かんでは消えていく。

「同じ本に同時に手を出して」

　聖が漫画や小説でありがちなベタな展開を繰り広げる。

「あら、なんの本だったの？」

　孝枝に尋ねられ……。

「ミステリーです」

「恋愛ものです」

　七緒と聖の声が被る。

　聖が読むならミステリーが無難だろうとあたりをつけたが、彼は予想に反して恋愛ものと答えた。

「え？」

　おかげで孝枝と利幸の双方から聞き返される羽目に。

　今度こそは息を合わせようと――。

「恋愛もの」

「ミステリー」

　聖が答えた〝恋愛もの〟に合わせようとしたのに、彼まで〝ミステリー〟に変更してしまった。共犯者なのに息がまったく合わない。

「どっちなんだね」

　クスクス笑いだすふたりの横で、七緒たちは互いに見つめ合った。もちろん愛の語らいなどではなく、〝なんで変えるの〟といった抗議の意味合いだ。

「どっちだったかな、七緒さん。キミと出会った瞬間が眩まぶしすぎて本の記憶が霞かすんでしまったよ」

　聖が歯の浮くようなセリフでさらりとごまかす。

　デッキで会ったときの強引さはどこへやら、紳士的な様子に戸惑いながら微笑み返した。彼のキラースマイルにドキッとしたものの、気を引きしめなおす。

　この場さえ切り抜けられればいい。ほんのひととき恋人ごっこをするだけだから。

「いやしかしよかった。聖ときたら、いつまでもフラフラしているものだから、このまま結婚できないんじゃないかと心配していたんですよ、七緒さん」

「そうですか……」

　これだけの容姿をしているうえ、ドクターのアドバンテージがあれば、女性には困らないはず。おそらく引く手あまたで逆に選べないのだろう。もしくは一生独身を謳おう歌かするつもりかもしれない。

「それを言うならうちの七緒も同じですよ、利幸さん。一生結婚しないなんて言うものだから、おちおち死んではいられないわって」

「おばあちゃん、死ぬなんてやめて」

　七緒の結婚に生死をかけた孝枝をすぐさま制す。

　平凡な家庭で育った七緒は幼い頃に母親を交通事故で亡くし、中学生のときに今度は父親が病気で他界。兄弟はおらずひとりきりになった七緒は、父方の祖母宅に身を寄せた。祖父は七緒が生まれるずっと前に亡くなり、七緒の家族は孝枝ひとりである。

「聖さんと七緒の結婚を見届けるまでは生き長らえないとね」

「孝枝さん、それを言うならひ孫の誕生までにしておいたらどうだ」

「それもそうね」

　孝枝と利幸が笑い合い、その場がにわかに賑にぎやかになる。

　結婚ばかりか、ひ孫の誕生にまで話が膨らむからソワソワしてかなわない。お見合いを回避するはずが、逆に深みにはまったように感じるのは気のせいだろうか。

　せっかくたくさんのスイーツを前にしているのに堪能している心の余裕がない。

　それなのに聖は澄すまし顔でチョコレートタルトを口に運んでいた。七緒の視線に気づいて笑い返す。まるでこの状況を楽しんでいるよう。

「七緒さん、これおいしいよ」

　そのタルトをフォークにのせ、聖が唐突に七緒の前に差し出す。

（もしかして〝あーん〟ってやるの……？）

　戸惑う七緒に構わず、彼は七緒の唇にタルトをそっと押しあてた。こうなったら恋人の雰囲気を出すためには致し方ない。

　小さく口を開け、チョコレートタルトを迎え入れた。ものすごく恥ずかしい。

「おいしいだろ？」

「う、うん」

　正直、味わう余裕はない。極上の笑顔からそそくさと目を逸そらして俯うつむく。

「あらあら仲がいいのね！　ひ孫を見られるまで本当に死ねないわ」

「そうだね、孝枝さん」

　孝枝と利幸がうれしそうに笑い合うのを横目に、七緒はひとりどぎまぎしていた。




　ティータイムが終わり、クルーズ船が帰港した。

　聖と利幸の後を追い、七緒と孝枝もタラップを下りていく。

　傾いた太陽が七緒たちの影を長く伸ばす。ようやく極度の緊張から解き放たれ、残ったのは稀にみる疲労感だった。

「聖、お前は七緒さんを送ってあげたらいい」

「えっ」

　利幸の提案に、真っ先に声をあげたのは七緒だった。

「私は孝枝さんとこの後、祝杯をあげて帰るから」

　ここで演技はおしまいと考えていたため、助けを求める目線を孝枝に投げかける。

　しかしふたりを恋人同士と信じて疑わない孝枝が、その意図に気づくはずもない。逆に、そうしたいと思われたようだ。

「そうね、七緒も聖さんともう少し一緒にいたいものね」

「ち、違うの、おばあちゃん」

　訂正の言葉も、ただの照れ隠しと受け取られたらしい。

「気にしなくてもいいのよ。私も利幸さんともう少しお話ししたいから。聖さん、七緒をよろしくお願いします」

　反射的に聖を見ると、「お任せください」と胸に手をあててキラキラした笑顔を孝枝に向けた。

（お任せって……！）

　いったいなにを考えているのか、さっぱり掴めない。困惑の目で訴えたが、「七緒、行こうか」と孝枝に向けたままの極上スマイルで返された。

　どさくさに紛れて呼び捨て。さらに腰に手を添え、完全に恋人気取りだ。

　仕方なく利幸に頭を下げて挨拶をし、聖にエスコートされて歩きはじめた。

「どういうつもりですか？」

　孝枝たちに声が届かない場所まで離れたのを見計らい、語気をわずかに荒らげる。

「どういうつもりもなにも、ああ言われたら仕方ないよ。恋人だと紹介したのに帰りは送れませんでは話にならない」

　正論のため言い返せない。

「それに、今後について話し合ういい機会でもあるから」

「今後？」

　目を大きくパチッとまたたかせ、首を傾げる。もうこれっきりではないのか。

「このまましばらく恋人のふりを続けるのが得策だと俺は思う」

「どうしてですか!?」

　次から次へととんでもない発言をする人だ。

「俺たちが〝別れた〟途端、あのふたりならべつの相手を探してくるとは思わない？」

　たしかにその可能性は高い。サプライズでお見合いを企てるほど孫の結婚を望むくらいだから、すぐにほかの人を見繕うのは想像に容易たやすい。

　とすると、彼の提案は理にかなっている。

「……そうですね」

　もしもべつのお見合いをセッティングされた場合、今回のように相手と協力して結婚を回避するのは難しいだろう。今日はたまたまうまくいったが、次はきっとない。

「だったら、このまま偽りの恋人でいればいい。お互いに好都合だ」

　聖はクルーズ船のデッキで七緒に恋人のふりを頼んだときと同じように、ナイスアイデアと言いたげだった。

　裏切られるのなら恋人はいらない。結婚もしなくていい。

　そう考える七緒にとって、聖の提案は願ったり叶ったり。なにしろふたりの目的は〝結婚＆お見合い回避〟なのだから。

「わかりました。そうします」

「キミは物わかりがいいね」

「……なんか言い方がちょっと」

　バカにされていると感じたのは気のせいだろうか。医者だから、七緒よりずっと優秀なのは認めるが。

「それは悪かった。じゃあ聞き分けがいい？」

「子ども扱いされてるみたいです」

「道理をわきまえた？　それとも理解が早い？」

「……もういいです」

　次々と言い方を変えて楽しそうにする聖を止める。言葉を変えても、意味はほぼ同じだ。

「聖さん、もしかして二重人格ですか？」

「七緒も意外と言うね」

　二度目の呼び捨てと、クスッと笑った笑顔のやわらかさに不覚にもドキッとする。

「うちの祖母の前と態度が違うから」

「初対面の人を相手にしたらそうならない？」

「私も初対面です」

　そのわりにはフランクだ。ほんの二時間前に会ったとは思えないくらいに。

「あぁたしかにそうだね」

　もう一度クスッと笑い、「ごめんね」と素直に謝って続ける。

「けど、なんだろうな……」

　歩きながら七緒を見る目がわずかに細められた。優しい眼差しだ。

「不思議とキミの前だと気が楽」

「……それは褒められたんでしょうか」

「たぶん？」

　聖は首を傾げながら口角を上げた。

　つまり七緒には〝女性〟を感じないから意識せずに済むと言いたいのだろう。

　だとしたら喜んでばかりもいられない。なにしろ七緒が元彼に振られた理由も似たようなものだから。

「乗って」

　聖が足を止めたのは、車に疎うとい七緒でも知っている高級車の前だった。助手席に回り込み、ドアを開けて恭うやうやしく〝どうぞ〟と手を添える。

　人並み外れた容姿の男にそうされて、照れない女性はいないだろう。ぎこちなく目を逸らし、七緒は「ありがとうございます」と小さくお礼をして乗り込んだ。

　聖が運転席に乗ってすぐ自宅の場所を尋ねられ、カーナビに登録してから車が発進する。

「早速、作戦会議をしようか」

　なんの作戦か聞くまでもない。ふたりの今後についてだろう。

「なんだか仰ぎょう々ぎょうしいですね」

「そりゃそうだよ。ふたりの結婚が絡んでいるんだから重要案件だ」

「たしかにそうかもしれませんね」

　首を大きく縦に振り頷く。

　まさにその通り。ふたりの演技次第で未来ががらりと変わる。

「まずはお互いのことを知らなければ話にならない。さっきみたいなヘマはなるべく避けよう」

　そう言われて思い出した。寄りかかっていたシートの背もたれから体をパッと起こす。七緒もその話をしたかった。

「あのときどうして恋愛ものって言ったんですか？　聖さん、そういう系の本、読まないですよね？」

「俺が胸キュンを求めるように見える？」

　眉を上げ下げして微笑む。

「見えないからミステリーと言ったんです」

　一瞬ハードボイルド系と悩んだが、老若男女問わず幅広い層に読まれるミステリーに賭けた。同じ本を手に取る設定だったら、聖も七緒も興味がなければ成り立たない。

「俺も七緒に合わせたつもり。ラブロマンスが好きそうだなって」

「それは好きですけど……」

　恋愛小説のような世界に浸って、夢見るときはたしかにある。でも問題はそこではない。

「そもそも聖さんがおかしな出会い方にするから」

　同じ本を手に取るなんてベタすぎて、現実世界では逆にお目にかからないシチュエーションではないか。

「自殺と勘違いして抱きつかれたって正直に話したほうがよかった？」

「抱きついてはいません」

「そうだった？　ともかく命を救ってくれてありがとう。一生恩に着るよ」

　一本調子の口調はおもしろがっている証拠。あんな場所で手すりを掴んで身を乗り出していたら勘違いして当然だ。

　本の選択といい、聖とは意見が合わないらしい。

「話を戻すけど、七緒の職業は？」

「私の職業、ですか……」

　二十六歳なら働いていると考えて当然だが、それを聞かれるととてもつらい。

「……じつは仕事を辞めたばかりで」

「無職？」

「はっきり言わないでください。こう見えて結構気にしているんです」

　彼を見て異議を唱える。

　失恋したうえ好きな仕事を辞めた悔しさと、辞めなくてもよかったのではないかという後悔の狭間で、この一カ月は塞ふさぎ込んでいた。

　失業保険をもらえるとはいえ、次の仕事が決まるまで祖母の年金頼りの生活になる罪悪感もある。

「なにか理由があって辞めたのなら後ろめたさを感じる必要はない」

「……え？」

「その様子だと、辞めなければならない理由があったんだろう？　だとすれば今、無職なのは正しい選択。心や体の休息も大切だ」

　予想外の言葉をかけられたため、聖の横顔を見つめる。

　これまで『辞めなくてもよかったのに』と言われるのが常だった。非のない七緒が逃げる必要はなかったのにと。退職を選んだのを肯定されたのは初めてだ。

　先に進めないもどかしさで、どうしようと焦るばかり。次の仕事を探さなくてはならないのに心も体も重く、いっこうにままならなかった。

　聖は七緒を元気づけようと意識したわけではないだろうが、初めて肯定的な意見を聞き、少なからず心が軽くなる。

「ありがとうございます。そんなふうに言ってもらえたのは初めてです」

「そう？」

「はい。……じつは料理教室の講師をしていたんですけど、同僚だった彼氏が生徒さんを妊娠させてしまって……」

　できるだけ思い出したくないし、人に聞かせたい話ではないのに、なぜか聖には聞いてほしかった。

　高校は女子高で、その後進んだ調理師の専門学校はほぼ女子しかいなかった。恋愛をする機会がなく、生まれて初めてできた彼氏だった。

　ところが付き合ってたったの三カ月で浮気が発覚し、相手は妊娠。浮気相手は七緒を慕って懐いていた生徒のうえ、七緒は彼とキス止まりだったためショックはさらに大きかった。

　同じ職場で働いていく自信がなく、辞める決断を下す以外になかった。

　裏切られた七緒が去る必要はないと同僚たちはみんな口を揃えたが、これから結婚も控えるふたりをそばで見続けられるほどタフではない。元彼にとっても予想外の妊娠だったらしく、浮気相手との間で堕おろす堕ろさないの修羅場に発展。七緒も巻き込まれそうになり、ショックと絶望で逃げるようにして退職した。

「どっちも最低の人間だな」

「でも私に魅力がないのも一因ですから」

　妊娠が判明するくらいだから、相手の子とは七緒と付き合ってすぐに体の関係になったのだろう。七緒とはキスまでだったのに、その子とは最後まで進んでいたなんて笑い話にもならない。

　それもこれも七緒に女性としての魅力がないせいだ。ほかの女性で性的な欲望を満たすのだから。

「七緒に魅力がない？　だとしたらその男の目は節穴だ。七緒は十分魅力的だと思う」

「な、なんですか、唐突に」

　いきなり好意的な発言をされ、どう返したらいいのかわからず目を白黒させる。

「思ったことを正直に言ったまで。まぁおっちょこちょいだし、ちょっとお節介なところはあるけどね。そこは愛あい嬌きょう。自分を卑下する必要はない。自信を持て」

　おっちょこちょいは認めるけれど……。

「お節介はひどいです」

　褒められた照れくささをクレームで隠す。

　彼は深い意味があって言ったのではないと思うが、恋と仕事をいっぺんに失って自信を喪失していたため、聖の言葉に元気づけられたのはたしかだ。

「私の話はこのくらいにして、次は聖さんの番です。お医者様って聞きましたが、何科が専門ですか？」

　七緒の話を強制終了させ、強引に切り替える。

「心臓が専門。心臓血管外科医」

「エリートですね」

　白衣姿で病院内を颯さっ爽そうと歩く姿を想像した。容姿がいいから見栄えは抜群だ。

「エリートかどうかはべつとして、高い倫理観と使命感なら持っているつもり」

「倫理観と使命感……。高こう尚しょうですね」

　ほかにどう返したらいいのかわからない。

「料理人の七緒だってそうだろう？　食材の命をいただいてそれを食べ物にする、いわば神事だ」

　単なる料理が神がかり的な所業に聞こえる。

「……そんなふうに考えたことはありませんでした」

「無意識なのかもしれないけど、使命感がなければ愚直においしい料理を追求するなんてできないんじゃないか？　俺は、食事は栄養が摂れればなんでもいいから」

　聖は食にこだわりがないみたいだ。

　しかし言われてみればそうかもしれない。七緒は食材の命を最大限生かしておいしい料理にしようと努力し、食べる人の体にいい料理を提供したいという強い信念はいつも抱えてきた。

「聖さんって、なんだか不思議な人ですね」

「それは褒められた？」

　カーナビの指示に従ってハンドルを左に切りながら聖が微笑む。

「たぶん？」

　先ほどの聖を真似て答えたら、彼は肩を揺らして笑った。

「今日はおじい様おひとりでしたけど、ご両親はどうされているんですか？」

「俺が小さいときに母親が家を出て両親は離婚。それからは父親と祖父と三人の男所帯だったけど、その父も三年前に亡くなった」

「それじゃ、うちと似たような感じですね」

「七緒もおばあ様とふたり？」

　はい、と頷く。揃って祖父母とふたり家族だ。

「聖さんは何度かお見合いされているんですか？」

「何度か話はもらったけど、会ったのは七緒が初。今までのらりくらりとかわして逃げてきたから。早く身を固めろとうるさくてかなわない」

　次期院長ともなれば、妻の支えが必要になるだろう。祖父の立場で心配したくなる気持ちもわかる。しかし孫にとっては若干ありがた迷惑だ。

「今日は祖父の大事な友人に紹介したいと言われて、クルーズ船にまんまと乗せられた。まぁたしかに友人の紹介には違いないが、じつはお見合いだと聞かされて逃げたら七緒に捕まったわけだ」

「捕まえたつもりはありませんが」

　どちらかといえば、七緒のほうが捕まった側ではないか。

「そう？　今となってはあそこで七緒に難癖をつけられて結果オーライ」

「難癖なんて」

「これは失礼」

　聖はククッと喉の奥を鳴らした。次から次へとポンポン言い返してくる男である。

「ところで、聖さんは結婚を考えた女性はいないんですか？」

「いない」

　間髪容いれず返された。即答だ。

「結婚したくないんですか？」

「そうだね。したくないし興味がない」

　軽い調子だった口調が急にトーンダウンする。幼い頃に母親が家を出て離婚したのも影響しているのかもしれない。結婚に夢を見られなくても当然の経験をしただろうから。

「七緒は？」

「私もそうですね。ひどい失恋をしたので、恋愛も自信がないです」

　付き合って即浮気されて相手の女性が妊娠なんて、初めての恋愛経験にしてはパンチが効きすぎている。ごく普通の恋愛をしたかった。

「七緒とクルーズ船で出会ったのは、ある意味運命かもしれないな」

　なんとも思っていない男とはいえ、ハイスペックなイケメンドクター。真意は違うとわかっていても、〝運命の出会い〟と言われて、心が揺れない女性はいないだろう。

　でも、聖は同じく結婚に興味のない七緒が好都合なだけ。少なくとも七緒と〝付き合っている〟間は、祖父のお見合い攻撃から逃れられるから。

『間もなく目的地付近です』

　カーナビの声につられて窓の外を見ると、いつの間にか見知った風景になっていた。

「左手のベージュの家がそうです」

「レンガがワンポイントになってる家？」

「はい」

　父を亡くした中学生のときから住んでいる祖母宅が、現在の七緒の自宅である。築四十年は過ぎているが、それほど古さは感じさせない。

　ハザードランプをつけて車が停車した。

「送ってくださってありがとうございました」

　シートベルトを外してバッグを掴む。ドアを開けようと手を伸ばしたら、聖に止められた。

「ちょっと待って。連絡先の交換がまだだ」

　聖がジャケットの胸ポケットからスマートフォンを取り出したため、七緒もバッグから手に取る。電話番号はもちろん、メッセージアプリの友達登録を手早く済ませた。

「これでオッケーだな」

「あの、この後はどうしたらいいでしょうか。次はいつ会いますか？」

「デートに誘ってる？」

「ちっ、違います」

　聖がニッと笑うから、そんなつもりはまったくなかったのに顔が赤くなる。

　どうしてそうなるのか。

「恋人に見せなきゃならないとしたら、会うのかどうか聞いただけですから」

　深い意味は全然ない。付け焼刃で偽恋人になったため、作戦会議もまだ不十分だ。

「そんなに嫌がらなくてもいいだろう？　仮にも恋人なんだから」

「偽りが抜けてます」

　そこはとても重要だ。

「はいはい」

「軽くあしらわないでください」

「細かいことは気にしないほうがいい。ここにあんまり皺しわを寄せてると、せっかくのかわいい顔が台無しだ。ほんとにそんな顔になるぞ」

　眉間を人差し指と中指で強制的に伸ばされた。

　ドキッとしつつその手をやんわりとどけて、改めてバッグを持つ。

「ご心配ありがとうございます」

　口元を引きしめて大真面目にお礼を言った。

「ともかく今日はありがとうございました」

　……と言っていいのだろうかと、頭を下げてからふと迷う。

（お見合いを回避できたんだよ……ね？）

　その相手と偽りの恋人になったのは、正確には回避ではないような気がしなくもない。――が、相手も結婚を望んでいないのだから、やはりこれは回避で正解。

（うん、そうよね。だって聖さんとの結婚は絶対にないもの）

　ひとりで納得して大きく頷いていると、隣から彼の視線を痛いほど感じた。

「百面相の練習？」

「百面相？」

「目を見開いたり、唇をすぼめたり」

「私、そんなふうにしていましたか？」

　考え事はしていたが、表情筋を使った自覚はまったくない。

「なかなかおもしろいものを見せてもらった」

　クククと楽しげに笑う聖をムッとした表情で睨にらむ。無意識に唇が尖っているのに気づき、彼に指摘された通りは癪しゃくだと、急いで通常モードに戻した。

「連絡するよ。七緒もなにかあったら遠慮なく電話なりメッセージなり送って」

「わかりました」

「デートの誘いもオッケー」

「作戦の相談ならするかもしれません」

　おどける聖に真面目に返す。

　本物の恋人ではないのだから、デートはない。

「では、失礼します。気をつけて帰ってくださいね」

「サンキュ。またな、七緒。お腹を出して寝るなよ」

「子どもじゃありませんから」

　ドアを開けて降り立ち、走り去っていく聖の車を見送る。

　十字路を右折し、テールランプが視界から消えたところで息を大きく吐き出した。肩から力が抜け、いきなり体が重く感じる。

「……疲れた」

　そのひと言に尽きる一日だった。

　久しぶりの祖母とのお出かけ。それもクルーズ船でアフタヌーンティーなんて素敵だと喜び勇んでついていったら、まさかのお見合い。

　その顔合わせ前に相手と出会ったのは衝撃的だし、その彼と結託して恋人のふりをするのもセンセーショナルだ。

（だけど、聖さんと恋人同士なんて嘘、つき通せるのかな……）

　ほかに手段がなかったとはいえ、大変な状況になったのは否めない。

　先行きに不安しかないが、今は聖の恋人として振る舞う以外にないと七緒は自分を奮い立たせた。




　その夜、孝枝が帰宅したのは七緒がひとりで夕食を済ませてお風呂から出た後だった。聖の祖父、利幸と食事をしてから帰ると連絡はあったが、お酒の匂いをほんのりとさせて上機嫌だ。

　祖母のそんな姿は久しぶりに見た気がする。七緒のお見合いが成功した喜びはもちろん、利幸との食事が楽しかったみたいだ。お互いに伴はん侶りょを亡くしているから、痛みを分かち合える部分もあるのかもしれない。

「それにしても七緒が聖さんと付き合っているなんてねぇ。縁とは不思議なものよね」

　リビングのソファに座った孝枝に冷蔵庫から出したペットボトルの水を差し出す。「ありがとう」と受け取った彼女は、早速キャップを開けて飲んだ。

「黙っていてごめんね」

　そう言う以外にない。

「もう恋愛も結婚もしないって言ってたから、これは困ったわって心配してたのよ。私だっていつまでも七緒と一緒にいられるわけじゃないからね」

「やだ、おばあちゃん、そんなこと言わないでよ」

　まるで残された命が短いみたいだ。

「一般論として言っただけ。私ももう七十よ？」

　長年勤めていた呉服店を六十五歳で退職してからはウォーキングを日課とし、健康管理に励む毎日。孝枝は血圧が高い以外、これまで病気らしい病気はなにひとつなく、健康だけが自慢だと豪語している。

　父親が亡くなってから十年以上、ずっとふたりで生活してきたため、いつまでも一緒にいられるわけじゃないと言われるととても寂しい。

「でも聖さんは素敵な男性よね。加賀谷医療センターの跡取り息子だし。心臓血管外科医としてかなり優秀で、彼を頼ってほかからやってくる患者もたくさんいるそうね」

「そうなんだ」

「あらやだ、七緒は知らないの？」

　ツッコミを入れられてギクッとする。

「あ、うん……まだお付き合いをはじめたばかりだし、仕事の話はあまりしないから」

「まぁ、結婚を視野に入れているんだから、七緒も彼を支えられるようにしっかりやらないと」

「う、うん」

　結婚を持ち出されるとヒヤヒヤしてかなわない。聖が〝結婚を考えている女性〟として七緒を紹介してしまったため、孝枝がそう考えるのも無理はないけれど。

「さて、私もお風呂に入ろうかしら」

「あ、おばあちゃん、お酒飲んだんだから長湯はダメよ？」

「わかってるわ。あまり長いようだったら倒れていないか様子を見に来てくれる？」

「もう、やめてってば」

　軽くいなした七緒に、孝枝が「ふふふ」と笑い飛ばす。今夜は本当に上機嫌だ。

「よいしょ」と掛け声つきで立ち上がった孝枝がバスルームに行くのを見送り、七緒は二階の自室に向かった。

　バッグに入れっぱなしだったスマートフォンを取り出すと、なんと聖から早速メッセージが届いていた。

【これからよろしくな、〝偽りの〟恋人さん】

　たった一文だけの簡単なメッセージを読んで、クスッと笑みがこぼれる。〝偽り〟の部分を強調するように書かれたのは、別れ際に七緒が念押ししたからだろう。

「ちょっと変わった人だよね、聖さんって」

　ひとり言をポツリと呟つぶやく。

　自信に満ち溢れ、強引な人かと思えば紳士的な一面も。無職に傷ついていた七緒の気持ちをあっさりと軽くする、優しい考えの持ち主でもある。

　メッセージの返信をしようとベッドに腰を下ろした。

「なんて返そうかな。普通の返信じゃつまらないよね」

　どうせなら彼の意表をつくような返信をしたいが、意識すると余計に浮かんでこない。入力しては消し、何度もそうしているうちに我に返る。

「私、なにやってるの」

　たかだかメッセージを送るだけで何分も悩んでいることに気づいた。

　結局【こちらこそよろしくお願いします】と、なんの捻ひねりもおもしろみもない一文で返し、クマのスタンプで締めくくった。










同居の高額な条件




　翌朝、身支度をした七緒は玄関でスリッパから靴に履き替えた。

「悪いね、七緒」

「ううん、どうせ暇してるから気にしないで」

　昨日少し飲みすぎたせいか体調不良を訴える孝枝の代わりに、いつも飲んでいる降圧剤をもらいに病院へ行くことになった。無職の今は自由な時間がいくらでもあるため、祖母の薬をもらいに出かけるくらいなんでもない。

　孝枝に見送られ玄関を出る。

　十時を過ぎ、日差しも徐々に強まってきた。ふわっと広がるドット柄の黒いカシュクールマキシワンピースにスニーカーを合わせてＧジャンを羽織っていたが、駅に着く前に脱ぐくらい暑い。

　昨夜はよほど楽しいお酒だったらしい。お互いの孫同士が結婚に向けて付き合いはじめた祝杯は、それはそれはおいしかったと、朝食の席でも繰り返していた。

〝結婚に向けて〟の部分には『まだわからないからね？』と七緒が何度も断りを入れたが、孝枝は『聖さんを逃したらダメよ』と聞く耳を持たなかった。

　電車を乗り継いで到着した加賀谷医療センターは昨日、意図せず恋人同士となった聖が勤める病院でもある。

　横幅もある地上七階の大きな建物は亜麻色の外観のおかげか物々しい雰囲気はなく、近くに広がる公園の清々しい緑に無理なく溶け込んでいる。

　総合受付のあるロビーで手続きを済ませ、案内板を頼りに内科を目指す。週明けのため患者でいっぱいだ。

　七緒は風邪をひいたときには近所のクリニックを受診するため、ここへはめったに来ない。総合病院は混雑して待ち時間が長いイメージがあるため余計だ。

　内科のロビーは、これまたたくさんの患者がひしめいていた。

（どこか空いてる椅子はあるかな……）

　ゆっくり足を進めながら席を探しているときだった。

「あれ？　七緒さんじゃないか？」

　突然名前を呼ばれて足を止める。自分とはべつの七緒かもしれないと思いつつ声のしたほうに顔を向けると、そこにいたのは白衣姿の利幸だった。

「こ、こんにちは。昨日は大変失礼いたしました」

「いえいえ、こちらこそ楽しい時間を過ごさせてもらいましたよ」

　急いでぺこりと頭を下げる七緒に、利幸が柔和な笑みを返す。

「今日はどこか具合でも悪いのかな？」

　首を傾けて心配そうな目をした。

「私ではなく、祖母のお薬をいただきに来たんです」

「あぁ降圧剤だね」

「はい」

　今日は診察の必要はなく、薬だけで済む日のため七緒でも事足りる。

「そうだ、昨日孝枝さんから聞いたんだが、七緒さんは今、仕事をされていないそうだね」

「お恥ずかしながら、はい……」

　昨夜、七緒たちと別れてふたりで食事をしているときに話題になったのだろう。

　大事な孫、それも次期院長の恋人が無職では相手として不十分だと言われるのではないかと身構える。

　深窓の令嬢なら花嫁修業のための家事手伝いでも通用するが、一般家庭育ちの七緒ではそうはいかないだろう。二日目にして早々に恋人のふりは終わりかもしれない。

（聖さん、ごめんなさい。やっぱり私じゃダメかも……）

　利幸の言葉を待つ、ものの数秒のうちに悲嘆に暮れる。お見合い回避作戦が失敗に終わろうとしていた。ところが――。

「それなら聖の世話をお願いできないかね？」

　利幸は穏やかな微笑みを七緒に向けた。

「……はい？」

　どうやら〝破局〟とは違う方向に向かっているようだ。お世話とはいったいなんだろうか。

「マンションでひとり暮らしをするようになってから、どうもひどい食生活を送っているようでね」

　ひとり暮らしで食生活が乱れがちになるのは男性に限らない。ひとり分だと面倒で、つい適当に済ませたくなる。

　いくら料理が好きとはいえ、もしも孝枝が一緒でなかったら七緒も怪しい。誰かに食べてもらえるからこそ作り甲が斐いがあるから。

「聞けば、七緒さんは料理教室の講師を務めていたそうだね」

「あ、はい、一応は」

「いっそ聖の部屋で一緒に暮らしたらどうだい？」

「はいっ!?」

　七緒の声が裏返る。目が飛び出るかと思った。

「どのみち結婚する予定なら、遅かれ早かれそうなるわけだし」

「そ、それはそうかも、しれないのですが……。でもまだわからな――」

「別れる未来もあるなんて言わないでくれたまえ。七緒さんには、ぜひ聖と結婚してもらいたい。孝枝さんの孫娘なら間違いはないからね」

　孝枝をよほど信頼しているみたいだ。中学時代にはふたりで生徒会の役員を務めたそうで、お茶目でありながら真面目な孝枝の人柄は昔とまったく変わらないという。

　七緒の肩に手をのせ、利幸が強い視線で見つめてくる。あまりの勢いにタジタジになりながら、七緒は困惑でいっぱいだ。

　それならハウスキーパーにでもお願いして作ってもらえばいいのにと、つい考える。お金に余裕があれば可能だろう。

「家政婦を送り込んでみたんだが、他人を部屋に入れたくないの一点張りでね」

　まるで七緒の頭の中を見透かしたかのよう。

「だとしたら私もダメなのではないでしょうか。きっと聖さん、嫌がると思います」

　なんとか同居は避けられないかと必死になる。

「恋人なら嫌がりはしないよ。でなきゃ結婚を考えている女性だと紹介しないだろうから」

「ですが……」

　ほかになにか同居を避けられる言い訳はないかと頭を働かせる。

　――そうだ。

「祖母に聞いてみませんと、私もなんともお答えできませんし。それに祖母をひとりにするのも心配というか……」

「それなら問題ないですよ。昨夜、孝枝さんともそんな話になったから」

「祖母も納得済みなんですか？」

　そんな話はひと言も聞いていない。

「本人たちがそうしたいのならそれでもとね。聖には私からも話してみよう。きっといいアイデアだと賛成するだろう」

　いや、まさか。賛成はしない。

　狼狽うろたえる七緒と対照的に、利幸はやけにうれしそうにニコニコ顔だ。

「院長、ちょっとよろしいでしょうか」

　七緒たちに制服姿の病院の女性スタッフが声をかけてくる。

「じゃ、七緒さん、私はこれで」

「あ、はい。失礼いたします」

　手を前で揃えて頭を下げる。

　利幸はスタッフと並んで遠ざかっていった。

（どうしよう……！）

　恋人のふりだけでなく同居の話まで持ち上がるなんて予想もしていない。それも七緒たち当事者ではなく、外野から持ちかけられるなんて。

　呆ぼう然ぜんと突っ立っていたら、アナウンスの声が聞こえてきた。

「久世孝枝様、久世孝枝様、内科受付までお越しくださいませ」

　気を取りなおして内科のカウンターへ向かう。

「久世です」

「今日はお薬だけですね？　ではこちらに記入していただけますか？」

　代理人が受け取るための書類に七緒の名前などを記載し、スタッフに手渡す。

「では、もう少々お待ちくださいませ」

　ハキハキとした女性に会釈で返し、ちょうどひとつ空いた椅子に腰を下ろした。

（どうしたらいいの）

　頭の中はそれでいっぱい。

　しかし聖は頷かないだろう。可能なのは恋人のふりまで。他人を部屋に入れることに抵抗があるなら、きっと同居には賛成しない。

（大丈夫よ、絶対）

　七緒は自分にそう言い聞かせ、名前を呼ばれるのをひたすら待った。




　無事に薬を受け取って帰宅した七緒は、自室にいる孝枝に声をかけた。

　帰りに足を延ばして、お気に入りの老舗和菓子屋『光こう風ふう堂どう』で買った桜さくら餅もちを器に盛り、濃いお茶を淹いれる。

「七緒、おかえり。病院まで行ってもらって悪かったね」

　七緒が家を出たときにパジャマ姿だった孝枝は着替えも済ませ、朝見たときよりもシャキッとした様子だ。

「ううん、大丈夫。これ、薬ね。体調はどう？」

　薬の入った袋を、ダイニングテーブルに着いた孝枝の前に置く。

「ありがとう。おかげ様でもう平気よ。あら、おいしそうな桜餅じゃないの」

「寄り道して買ってきたの。おばあちゃんも食べるでしょう？」

「もちろんいただくわ」

　淹れたてのお茶と桜餅を並べ、揃って「いただきます」と手を合わせて頬張る。

「んー、やっぱりここの和菓子はおいしいね、おばあちゃん」

「桜餅は道明寺粉で作られたものが一番よね」

　お餅をくるむのは塩漬けされた桜葉。餡と一緒に甘じょっぱさが広がり、もっちりとした食感が口に長く残る。

　中学生くらいまでは洋菓子が好きだったのに、祖母の影響で七緒はいつの間にか和菓子好きになっていた。

「今日、病院で聖さんのおじい様に会ったの」

「まぁ、そうだったの。病院で見かけるなんてめったにないのに奇遇ね」

　自室にこもって仕事をしているほうが多いのか、それとも外来診療で診察室にいるのか。どちらにしても忙しそうなのはたしかだ。

「昨日、聖さんのマンションで私も一緒に暮らす話になったの？」

「そんな話は……ええ、そういえばしたかしら」

　お酒を飲んだせいか記憶が曖昧なようだ。孝枝は少し思案するように目線を泳がせてから答えた。

「おばあちゃんはそれでもいいの？　私がここを出ていったらひとりになっちゃうじゃない」

「七緒が聖さんとそうしたいのなら、私は反対しないわ。だいたい私も子どもじゃないんだから。今年は古希よ」

「だから心配なの」

　今時の七十代は若くて元気とよく聞くが、なにがあるかわからない年代でもある。急に具合が悪くなるときだってあるだろう。

「海外に行くわけでもあるまいし。同じ都内なんだから、いつだって顔を見られるでしょう」

「それはそうだけど……」

「どのみち結婚したらここは出ていくんだから、それが少し早くなるだけ」

　孝枝の中で七緒たちの結婚が決定事項になっているのが怖い。お見合いを回避してホッとしたはずが、かえって結婚から逃げられなくなっていないだろうか。

「彼は加賀谷医療センターを背負って立つ人間よ。七緒がしっかり支えてあげなさい」

「……はい」

　孝枝に鼓こ舞ぶされ、頷きつつ返した。

　どんどんドツボにはまっていく気がしてならない。やけに乗り気の祖父母たちをどう攻略したものかと考えを巡めぐらせるが、脳の回路は油切れを起こした模様。そのうちギィギィと音を立ててピタッと止まってしまった。

（でも聖さんはきっと同居なんてごめんだって言うよね）

　そもそも聖は結婚したくないのだから、同居だって同じ。

　自分をそう納得させて、桜餅を平らげた。




　翌日の午後、七緒はパティスリーで焼き菓子の詰め合わせを買い、五年間勤めた料理教室『グレンビューレ』を訪れた。

　おしゃれな店が軒を連ね、スイーツの激戦区としても知られる街は、平日でも多くの人で賑わっている。グランビューレは都心に二十近くの料理教室を展開しており、七緒が働いていたのはその中でも多くの生徒を抱え、本社も有する駅前ビルの一角にある教室だった。

　退職してから一カ月半、貸与されていた制服がクリーニングから返ってきてからは三週間が経過。いつまでも手元に置いたままにはできない。

　恋人に裏切られた苦い思い出はあるにせよ、調理師学校を卒業してからお世話になった勤務先のため、宅配便で送っておしまいにはしたくなかった。

　エレベーターで三階まで上がりガラスのドアを開けると、受付の若い女性が「久世さん！」と声をあげた。その後の言葉が続かないのは、七緒の退職理由を知っているためだ。

　彼女だけでなく、ここに勤めている誰もが〝三角関係のなれの果て〟と熟知しているのがとてもつらい。

　そんな気持ちを抑えて笑みを浮かべる。ちょっと引きつるのは見逃してほしい。

「こんにちは。お久しぶりです」

「あの、今日は……？」

　立ち上がった彼女が、どう対応しようかと迷っているのが手に取るようにわかる。

「遅くなりましたが、制服を返しに来ました」

　紙袋を持ち上げると、彼女は「あぁ」と声にならない息を漏らした。

「では社長をお呼びします」

「あっ、いいんです。お忙しいでしょうから。こちらは皆さんでどうぞ」

　制服と一緒に、焼き菓子の入った袋をカウンターに置く。ここに足を運んだ事実だけ伝われば義理は果たしただろう。

　ところがちょうどそのとき、社長の若わか林ばやし江え梨り子こが現れた。タイミングがいいのか悪いのか。

「社長……」

「久世さん」

　驚いた顔がすぐに優しいものに変わる。

　パンツスーツを華麗に着こなす江梨子は、五十代後半とは思えないほど若々しく美しい女性である。ワンレングスのボブはいかにもできるキャリアウーマン。ひとりでグランビューレを大きく成長させた凄腕女社長だ。

「少しお時間ある？」

　江梨子はすぐ近くにある応接室をチラッと見て、七緒をそこへ誘った。

「講師の中でも優秀な久世さんの退職は、本当に残念でならないの」

「ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

　向かい合って座った江梨子に頭を下げる。

　七緒の退職理由は彼女の耳にも入っており、べつの教室への異動も含めて何度か引き止めてもらったが、七緒は一貫して首を横に振り続けた。

「次の仕事はもう決まってるの？」

「いえ、まだ……。そろそろ探そうかとは思っているのですが」

「そう」

　江梨子は軽く頷きながら七緒を優しく見つめた。

「……お体のほうはいかがですか？」

「ええ、大丈夫よ。いつもお気遣いありがとうね」

　江梨子は数年前に狭心症を患っているため、体調管理には人一倍気を使っている。若い頃に一度結婚歴があるらしいが、現在はひとり暮らしをしている。

「こちらの教室では本当にお世話になりました。社長にもよくしていただきまして……」

　七緒の母親が生きていれば、ちょうど同世代。つい母親に対する目で見てしまうこともある。

　というのも、江梨子は社長の威光を振りかざすタイプではなく、若手の社員にも気さくに話しかけ、ランチを一緒にとることもあったためだ。

　そんな社長ともこれきりだと思うと、七緒自身も非常に寂しい。

「人生はいろいろあるわよね」

　どことなく遠い目をして、しみじみと言う江梨子の言葉が胸に響く。

「そうですね……」

　本当にその通りだ。平凡に生きてきた自分が、こんな目に遭うとは想像もしていなかった。悲惨な形で恋人に裏切られ、職まで失うのだから。

　お見合い相手と、意図せず偽りの恋人を演じる羽目になったのもそうだ。

　短い間にめまぐるしく事態が動き、気持ちが追いつかない。

「あまり深く悩まないようにするのよ？　いつか道が開けるときはくるから」

　実感のこもった言葉は、会社を立ち上げ、大きくしてきた自負があるからだろう。

「はい」

「なにかあったら、いつでも相談して。久世さんなら大歓迎だから」

「ありがとうございます」

　応接室を出て、江梨子に深く頭を下げる。

　優しい笑みを浮かべて中へ戻っていく江梨子を見送り、七緒がガラス戸を押して外へ出ようとしたときだった。

　もっとも会いたくない人間がふたり、扉を挟んだ向こう側に立っていた。――岡おか田だ唯ゆい斗と――七緒の元彼と、その彼女、山やま下した恵え麻まだ。

　唯斗は優しい顔立ちをした爽さわやかな好青年で、生徒にとても人気のある講師だ。彼の時間はいつも予約でいっぱい。容姿のよさだけでなく教え方も丁寧だと評判はすこぶるよかった。

　生徒である恵麻と仲良く同伴出社なのか、それとも唯斗のお昼休憩に合わせて恵麻が料理教室へ来たのかはわからない。唯斗は火曜日に公休をとっていたため、その日を狙ってきたのに鉢合わせするなんて、七緒はよくよく運が尽きているみたいだ。

　とっさに踵きびすを返そうとしたが、七緒が立っているのは扉の内側。つまり逃げ場はない。

　唯斗はハッとしたように目を見開き、隣で恵麻は驚いたように口元に手をあてた。

　見なかったふりをして立ち去ろう。

　そう考えて、ドアを押して通路に出る。目を逸らしたまま歩きだそうとすると、背中に声をかけられた。

「七緒」

　どれくらいぶりに彼に名前を呼ばれただろう。唯斗に別れを告げたとき以来だから二カ月は経たっている。

　退職するまでの間は彼を徹底的に避け、気を使ったリーダーがシフトが被らないよう組み替えてくれたおかげで顔を合わせることもなかった。もう二度と会わないだろうと思っていたのに、なぜ最後の最後にこうして鉢合わせするのか。

　それもふたり揃ってなんてもっとも酷だ。彼を好きな気持ちはとっくに整理したが、惨みじめだし最悪すぎて言葉も出ない。

　でもいつまでも引きずっていると思われるのは癪。口角を上げ、目尻に皺ができるほど目を細めてから振り返った。

「久しぶりだね」

　笑顔を作り込みすぎたか頬が引きつる。沈黙が怖くて、聞かれてもいないのに「制服を返しに来たの」と続けた。

「そうか……」

　ぎこちなく目を逸らした唯斗とは対照的に、恵麻はじっと七緒を見つめ返す。

　色白で垂れがちの大きな目をした恵麻は、相変わらずかわいらしい。

　彼女と初めて会ったのは、七緒が講師を務める初心者向けの料理教室だった。父親が製薬会社の専務を務めるお嬢様で、ここに通いはじめたのは花嫁修業のためだと言っていた。

　明るく天てん真しん爛らん漫まんなのは育ちのよさなのか、七緒とすぐに打ち解け、教室だけでなくプライベートでも会うようになるのにそう時間はかからなかった。ふたつ年上の七緒を姉のように慕い、七緒自身もそんな彼女に妹に対するように接していた。

　恵麻が七緒のヘアスタイルや洋服を真似しはじめ、バッグや小物なども同じ物を持つようになったのはいつの頃だったか。教室にいる同僚たちからも『本物の姉妹みたいね』と言われるようになった。

　最初のうちは自分に憧れを抱いてくれているのだと微笑ましく誇らしい気持ちでいたが、次第にそれが重くなっていく。

　なんでもかんでも同じでまるでコピーロボット。ちょっとした気味悪さを感じはじめた頃、唯斗が彼女を妊娠させたことが判明した。

　恵麻は、七緒の持っているものすべてと同じものが欲しかったのだろう。

　今日着ているワンピースも、七緒がよく行くセレクトショップに置いているブランドだ。ヘアスタイルも、七緒が教えてあげた編み込みのアレンジが施されている。

　そんな彼女を唯斗はどう感じているのだろう。聞くタイミングを逃したまま別れたため、未だに謎だ。

「七緒さん、お元気そうでなによりです」

　どの口が言っているのかとお腹の奥のほうで言葉が蠢うごめく。

　でも今ここで彼女に悪態をついても事態は変わらない。唯斗が恵麻を選んだ事実は覆りようもないのだから。

「おかげさまで。恵麻ちゃん、体調はどう？」

　週数がどれくらいかわからないが、まだお腹はぺったんこだ。

「順調です」

　まるで見せつけるようにお腹をさすり、にっこりと微笑む。聖母のように見えないのは、七緒が嫌悪感を抱いているせいだろう。

「そう、よかった」

　でもお腹の子どもに罪はない。母親に関係なく、元気に生まれてくる権利があるのだから。

「あ、そうだ、七緒さんにも来てもらおうかな」

「おい、恵麻、よせ」

　バッグをゴソゴソと漁あさる恵麻を唯斗が引き止める。

「いいじゃないべつに」

「なんでだよ」

　押し問答の末、恵麻が圧勝。彼女は白い封筒を七緒に差し出した。

「……これは？」

「婚約するにあたって、唯斗さんを紹介するパーティーを開催することになって。正式な婚約はまだ先なんですけど。パーティーっていっても、友達中心のものだからあまり気負うようなものじゃないんです。だから七緒さんもぜひ」

　まさかそのパーティーの招待状だと言うのか。

　元カノの七緒にそんなものを渡せる彼女の神経がわからず、封筒を受け取った状態のまま腕が微かに震える。

　恵麻は、唯斗は完全に自分のモノだと七緒に見せつけたいのだろう。七緒の真似をして追いかけるいっぽうだったが、今は自分のほうが勝っていると知らしめたくて。

「七緒、悪い。大丈夫だから」

　唯斗が封筒を取り上げようとしたが、七緒はそれを拒否した。

「わかった。行かせてもらうね」

　とびきりの笑顔は自分を守る最大の防御。恵麻に自分はへっちゃらだと見せつけたかった。女の意地である。

「同伴者も大丈夫ですから、どなたかご一緒でも」

「おい、恵麻」

　唯斗に洋服を引っ張られてもなんのその。恵麻は上品な笑顔を崩さない。

〝一緒に来るような人なんていないでしょう〟と言われているようで胸がじくじくと疼うずく。とても嫌な鈍痛だ。

　どうして恵麻からこんな仕打ちを受けなければならないのだろう。一から十までわからないことづくしだ。

「ごめん、七緒」

　どうして唯斗が謝るのか。もう彼の謝罪は聞きたくはない。

「じゃ、私行くね」

　右手に掴んだ封筒を軽く振って踵を返す。

「七緒！」

　唯斗が七緒を呼び止めたが、すぐさま恵麻が「唯斗さん」と名前だけで制すのを背中で感じた。そもそも振り返るつもりも七緒にはないけれど。

　大股でエレベーターの前まで歩き、ボタンを押して箱にそのまま乗った。

　下降をはじめた中でふぅと大きく息を吐き出す。憂ゆう鬱うつな予定ができ、心が鉛なまりのように重くなった。




　まっすぐ自宅に帰る気分になれず、本屋やアパレルショップへ立ち寄っているうちに夕暮れ時になっていた。

　そろそろ帰ろうと駅に向かって歩いていると、バッグの中でスマートフォンがヴヴヴと震えはじめる。取り出してみると、それは一昨日登録したばかりの聖からの着信だった。

（えっ、なんだろう。……もしかして同居のことかな）

　立ち止まり、歩道の端に寄って応答をタップする。

「七緒です」

《……今、どこ？　出先？》

　電話越しに街の喧けん騒そうが聞こえたみたいだ。

「はい」

《今から会えないか》

「えっ？　どうしてですか？」

　公衆の面前なのを忘れて、つい大きな声になる。そばを通り過ぎていく人が怪け訝げんそうな目を向けていった。

《その反応はおかしいだろう。俺たち、一応恋人同士だぞ》

「それは祖母たちの前だけで」

《まぁそう言うな。作戦会議がまだ中途半端だ。昨日、うちの祖父に会ったんだって？》

　早速、聖の耳に入ったようだ。おそらく同居の話も聞かされているだろう。

「病院でたまたま」

《妙な話を持ちかけられなかったか？》

　やはりビンゴだ。

《ともかく会って話そう。今どこにいる？》

「会うってこれからですか？　お仕事は終わったんですか？」

　スマートフォンを右手に持ち替え、左手の腕時計を確かめる。時刻は五時半過ぎ。病院なら診察は終わっている時間だろう。

《ああ。ちょうど終わったところだ》

　同居についての作戦会議なら、直接会って話したほうがいい。七緒は素直に近くの駅名を告げる。

《そこなら三十分あれば着くだろう。近くに待っていられる場所はある？》

　ぐるりと視線を回して、コーヒーショップを見つけた。

「あります」

《じゃ、そこで待っててくれ》

　店の名前を伝え、通話を切る。七緒はスマートフォンをバッグに戻し、交差点を渡ってコーヒーショップへ向かった。

（そういえば唯斗くんとも、カフェ巡りをしたよね……）

　ふとそんな思い出が蘇よみがえって感傷的になる。

　休日になると、雑誌やテレビで話題になった店には少し遠くても足を運び、写真を撮ってお互いに送り合ったものだ。甘いものが苦手な唯斗は、『七緒は本当においしそうに食べるよな』とスイーツをペロリと平らげる七緒をいつもニコニコ眺めていた。

　その時点ですでに恵麻の存在が心の中にあったなんて、今でも信じられない。

　アイスコーヒーを注文し、窓際のカウンターへ腰を落ち着ける。ついさっき買ったばかりの本を取り出して開いた。

　それは世界各国の絶景を撮影した写真集である。本屋でなんとはなしに手に取り、深く考えもせずに気づけば購入していた。

　トルコのカッパドキア、ウクライナの愛のトンネル、ギリシャのサントリーニ島など、人生のうちに一度は訪れたいスポットが、簡単な説明と美しい写真とともに掲載されている。

　制服を返しに行った料理教室で嫌な思いをしたため、無意識に綺麗なものを見て心を浄化させたかったのかもしれない。おかげで気持ちがゆっくり回復していく。

「綺麗だなぁ……」

　頬ほお杖づえをついて眺めていたら、ふと背後に人の気配がした。それと同時に――。

「すごい景色だな」

　声をかけられた。

「ひゃっ」

　いきなりだったため変な声が出る。

「ひゃってなんだよ」

　聖は不満そうに眉をひそめて七緒を見下ろした。

「驚かせないでください」

「店に入ったときに名前を呼んだのに、気づかなかったのは七緒のほうだ」

「そうだったんですか？」

　全然聞こえなかった。

「集中してなにを読んでるのかと思ったら写真集とはね。そこへ行きたいのか」

　開いていたページの写真は、ボリビアのウユニ塩湖だった。満天の星が湖面に反射している夜のドラマティックな風景だ。

「こういう景色を実際に見たら、きっと自分の悩みなんてちっぽけなものに思えるだろうなって」

「悩みなら俺が聞こう」

「遠慮します」

「即答するなよ」

　後頭部をコツンとされた。

「目が満たされたのなら、次は腹だ。食事に行こう」

「ここで作戦会議じゃないんですか？」

　コーヒーを飲みながら束の間話し合うだけだと考えていた。

「せっかくフィアンセ？恋人？に会ったんだから食事しないでどうする」

「疑問符を繋げないでください」

「じゃあ結婚予定の恋人。肯定なら満足？」

「それもちょっと……」

　不満げに首を捻ったら、聖に腕を掴まれて立たされた。

「細かいことはいいから行くぞ」

「でも祖母の夕食を作らなきゃ」

　孝枝は家事が得意なため、食事の心配はなにひとつない。単なる言い訳だ。

「それなら心配するな。さっきキミのおばあ様に『七緒さんとお食事をしてもよろしいでしょうか』と断りを入れてある」

「え？　祖母に？」

　なんて素早い根回しだろうか。しかも孝枝へのセリフの部分だけ、妙に丁寧な口調で再現してみせる。

「祖母はなんて？」

「ごゆっくりどうぞとおっしゃっていたよ。なんなら朝までとね」

「祖母は朝までいいなんて言いません」

　きっぱり否定して返す。

　恋人を作らせようとお見合いは画策したが、朝帰りまで推奨するはずはない。中学生のときから母親代わりで育ててくれたのだから、娘同然の七緒には清らかな身でいてほしいと願っているはずだ。

「ばれたか」

　聖はクスッと笑い、「ともかく行こう」と七緒の手をぐいと引っ張る。コーヒーショップの前にハザードランプをつけて停まっていた彼の車に乗せられた。

「嫌いな食べ物は？」

　発進して早々質問され、「とくにはありませんが、辛いものはちょっと苦手です」と答える。高校生のときにししとうと青唐辛子を間違えて料理に使い、ひどい目に遭って以来トラウマだ。

「じゃ大丈夫だな」

「どこへ行くんですか？」

「京懐石を食べさせてくれる店」

　改まって京懐石を食べるのは初めてだ。もしかして立派な日本庭園のある由緒正しい料亭だろうか。

「私、こんな格好ですけど平気ですか？」

　ピッチが異なるプリーツをミックスしたベージュのスカートにピンクベージュのニットを合わせただけのなんの変哲もないスタイルは、かしこまった席には不釣り合いだろう。

「どんな洋服を想像してる？」

「着物とか、そうでなくてもきっちりしたワンピースとか」

「そんなガチガチの格好をしなくても平気だ。俺だってスーツじゃない」

　聖がクスクス笑う。

　彼も薄手のジャケットこそ着ているが、インナーはラフなＴシャツだしチノパンだ。これで聖だけかっちりとした格好だったら不安になったが、ふたりでカジュアルなら怖いものはない。

　しかし聖ときたら、そんな服装でも雑誌から抜け出てきたように見えるから不思議である。単なる白いＴシャツにハーフパンツでも様になるのではないか。

　いや、それどころかパジャマでも、普通の人がスーツを着てビシッと決めようが敵わないかもしれない。いっそステテコでも穿はかせてしまおうか。

「……ずるいな」

　無意識に心の声が漏れたのを聖がすかさず拾う。

「なにがずるいって？」

「カッコよくてずるいなって」

「誰が？　俺？」

　聖は聞き返した後に、運転しながら自分を指差して続ける。

「今頃気づいた？」

　得意げな様子はむしろ清々しい。彼の言い方や振る舞いが嫌みでないからなのか。

「自信があるんですね」

「自分のことは自分で褒めるスタンス」

「素晴らしい自己愛ですね」

「七緒もそうしたほうがいい。気持ちが自然と上向くぞ」

　まるで七緒の沈んだ気持ちを見抜いて、励ますかのような言葉だ。もちろんそんなわけはなく、彼の信条みたいなものだろう。

「だけど七緒の俺に対する好意的な意見は初めて聞いたな」

「そうですか？」

「二重人格だって言わなかったか？」

「……ごめんなさい」

　一昨日の自分を思い返してヒヤッとする。出会って間もない人に失礼な発言なのはもっともだ。

「今日はずいぶんと素直だな」

「私は基本的に素直なんです」

「そうそう、その調子だ。どんどん自分を褒めてやれ」

　聖に乗せられ、なぜだか本当に気持ちが軽くなっていく。

（絶景の写真集よりも効果があったりして）

　ふとそんなことを思って笑顔になった。




　聖に連れられてきたのは、賑やかな街から少し離れた郊外にある『雨あま隠がくれ』という料亭だった。横に設けられた駐車場に車を停めて降り立つ。

　平屋の建物はまだ真新しく、出入口の織物のような木ルーバーがやわらかであたたかみがある。

　中に入ると、すぐに五十代くらいの女性が出迎えてくれた。薄紫の生地に白い小花が散らされた着物を着た、しっとりとした美人だ。

「いらっしゃい、聖」

　彼を下の名前で呼ぶほど親しい間柄なのか。

「こちらの女性がそう？」

　女性の目が聖から七緒に移る。敵意はまったくなく、むしろ親しみやすい眼差しだ。

「そう、七緒さん」

「はじめまして。久世七緒と申します」

　話がどう通っているのか定かではないが、ひとまず自己紹介をする。

「七緒、こちらは日向ひゅうが美み奈な子こさん。亡くなった俺の父の妹なんだ」

　ということは彼の叔母にあたる人だ。

「お父さんから、結婚したい女性がいると聖に紹介されたって聞かされたときには本当にびっくりしたわ」

　彼の祖父ばかりでなく、叔母にまでそんな話が伝わっていて驚かされる。

　ここはそれらしく振る舞わなければならないと背筋が伸びた。

「聖もようやく結婚を考えるようになったのね」

「まあそろそろね」

　適当に相槌を打ちながら、美奈子に案内されて通路を進む。店内は和紙で覆われたペンダントライトがやわらかなオレンジ色の光を放っていた。

　小上がりになった場所で靴を脱ぎ、障子を開いた先にある和室に通される。向かい側にはライトアップされた箱庭が見えた。

　一坪くらいだろうか。こぢんまりとしているが、玉砂利が敷かれ、紅葉しているように見えるノムラモミジが美しい。

　七緒たちはテーブルに向かい合って座った。

「父と、七緒さんのおばあ様とは同級生なんですってね」

「そうなんです」

「お見合いで引き合わせる前に出会っていたなんて運命的ね」

　クルーズ船での顛てん末まつもしっかり聞いているみたいだ。真実はもちろん、聖と七緒以外には知る由もないだろうが。

　聖によれば、その話が利幸から美奈子の耳に入り、美奈子から連絡があったという。七緒に『ぜひ会わせて』と。

　今日ここへ来たのは美奈子に請こわれてらしい。

「七緒さん、聖をどうぞよろしくね」

「は、はい……」

　当然ながら〝いいえ〟とは言えず、頭を下げて恐縮する。

　美奈子はふたりにお茶を出して、料理の相談をしてから個室を去った。

「聖さん、私たちどうなるんでしょう。なんだかどんどん後に引けなくなっている気がします」

　確実に少しずつ話が広がってきている。

「だけどよく考えてみて。俺たちが〝恋人同士〟でいる限り、ほかの縁談を持ち込まれる心配はないんだから」

「……つまり、おば様の耳に入ったのも想定内だと」

「遅かれ早かれ祖父から話はいくだろうから」

　お互いの祖父母が知り合いなばかりに、話が違うほうに転がっていく。本当にこれでよかったのかと七緒は気が気じゃない。

「それじゃ同居の話はどうしますか？」

「それもアリじゃないか？」

　あまりにもあっさり答える。

「でも、聖さんは他人を部屋に入れたがらないと、おじい様がおっしゃっていましたけど」

　まさかこんなに簡単に聖が同意するとは。

「七緒は一応他人ではないし」

「いえいえ、立派な他人です。しかも知り合ってたったの三日ですから」

　なんとか意見を変えてもらおうと必死になる。

「……たったの三日。そうなんだよな」

　聖は一拍置いてからしみじみと頷いた。

「なのに七緒ならいいと思えるのが不思議だな。まぁ、家政婦とは違って恋人だから」

　偽りの、が抜けている。そこを履き違えられたら非常に困るが、『七緒ならいいと思える』という部分に鼓動が小さく跳ねた。そういう軽はずみな発言は慎んでほしい。

　七緒の困惑をよそに、聖は屈託のない笑みを浮かべていた。

「俺の食事の世話を仕事にするのはどう？　周りから頻繁に食生活を改善しろと言われてね。でもそんな時間があるなら勉強したくて困っているところだ」

　彼のもとには全国から患者が来ると聞いたが、その評判に胡坐あぐらをかかず、さらに勉学に励むとは志こころざしが高い。そんな努力があるからこそ名医でいられるのだろう。

「普段はどんなものを食べているんですか？」

「朝は抜くこともあるし、昼は病院の売店でカップ麺とか。夜は外食かコンビニ弁当が多いな」

　それはたしかに心配になるレベルだ。医師なら患者に食生活の改善を指導することもあるだろうが、自分の体は二の次になってしまうのか。

「せめてカップ麺をおにぎりにするとかサラダをつけるとかどうですか？」

「頭ではわかってるけどね。まぁ七緒が俺の食事の世話がどうしても嫌だというなら仕方ないが、いい話だと思うよ。もちろん給料は払う」

「……え？」

「使ってない部屋はあるし、住み込みで働けばいい。恋人っぽく見えるし七緒は仕事もゲット。一石二鳥だ。いくらあればいい？」

　聖はテーブルに両肘をつき、身を乗り出した。なんだかノリノリだ。

「いくらって言われても……」

　なくなると思っていた同居話が、違う意味をもっていきなり現実味を帯びてくる。

「ほかに仕事に目星があるならそっちを優先してもらってもかまわないけど、俺のアイデアもなかなかいいと思わないか？」

　彼の言うように、現在無職の七緒にはとてもありがたい話ではある。祖母たちに嘘をついた手前、しばらく恋人を続けていくつもりだし、その途上に住み込みの家政婦があるのは好都合。それも得意な料理分野でと言ってくれているのだから。

「今のお話は冗談ですか？　それとも本気ですか？」

「本気も本気。乗る気になった？」

「だんだんとその気になってきました」

「よし、あとひと息だな。生活費の心配はいっさいなしで、これ」

　聖が右手をパーにして前に突き出す。

「……五万円ですか」

　気分が下降に転じていく。

　さすがに五万円では破格すぎはしないだろうか。これでも一応料理教室の講師、プロである。

　でも生活費の心配がいっさいなければ、それも妥当なところか。

「まさか、一桁違う。五十だ」

　落胆した七緒に向かって聖が首を横に振る。

「はい!?　ごご、五十万!?」

「なに、まだ足りないか？　なら――」

「いえいえ、違いますっ。それは多すぎます」

　金銭感覚を疑いたくなる。あまりにも庶民とかけ離れていないか。

　いったい月々いくら稼いでいるのだろう。

「なら妥当な金額を教えてくれ」

　最後には七緒が料理教室からもらっていたのと同じくらいの金額を提示されたが、それでもまだ高い気がしたため、料理だけでなく家事全般を引き受けることで落ち着いた。

　同居はさておき、仕事が決まったのは喜ぶべき点。孝枝にはまた秘密ができてしまったが、これも次のお見合いを回避するためにやむを得ないと腹をくくる。

　そうこうしているうちに先付が運ばれてきた。

　胡桃くるみ豆腐や菊花の酢漬けなどが、美しい皿に彩りよく並んでいる。

「さすが懐石料理ですね。盛り付けが繊細」

　料理をおいしいと感じるには見た目も重要な要素のため、同じ料理人としてとても参考になる。

「七緒の専門は？」

「専門というか和食の教室を受け持っていました。けどフレンチやイタリアンの助手もしたので、凝ったものでなければだいたい大丈夫です」

「それは楽しみだね」

　孝枝とふたりの食卓は年齢的な理由もあり、あっさりした和食中心だったが、聖だともう少しバラエティに富めると密かにワクワクする。

　仕事を離れて一カ月だが、やはり料理が好きなため俄が然ぜんやる気が湧いてきた。聖が楽しみにしてくれているのも大きいだろう。

「お給料をいただく以上、しっかりサポートさせていただきますね」

「期待してる」

「がんばります」

　胸の前で左手に拳こぶしを握り、決意を示す。聖は微笑みを返してよこした。

　その後ゆっくりと料理が進み、出てきたのは京懐石ならではの湯葉を使った料理。お品書きには〝湯葉の春巻き〟とある。口に運んだらサクッと軽い音がした。

（餡はなんだろう。……あ、鶏肉だ。しいたけと生しょう姜がの香りがとってもいい。味つけは……）

　口の中で転がして味を確かめていると、正面から視線を感じて顔を上げた。

「難しい顔してどうした？」

「あっ、ごめんなさい。味の分析をするのが癖で」

　職業病と言ってもいいかもしれない。他人が作った料理は、なにで味つけをしているのか、つい探りたくなる。

「なんだ、口に合わないのかと思ったよ」

「その逆です。とってもおいしい」

　だからこそその味を再現したくて真剣になるが、一緒に食べている人には不可解かもしれない。

「へぇ、根っからの料理人なんだな」

　聖が感心したように頷く。

「料理がただ好きなだけです」

　それをまた仕事にできるのは本当にうれしい。たったひとりとはいえ、誰かのために料理を作れるのは七緒にとってなにより幸せなこと。その機会を与えてくれた聖には感謝でいっぱいだ。

「聖さんは医者ならではの職業病ってありますか？」

「そうだな……」

　聖は視線を斜め上に向けて考える仕草をしてから、思い出したように七緒に目線を戻した。

「街を歩いている他人を観察しながら、病気の診断をするとか」

「歩いてる人を？　パッと見ただけでわかるんですか？」

「詳細はわからなくても、どす黒い顔色をしていたら腎臓病を疑うし、青白い顔色は貧血。白目が黄色なら黄おう疸だんだとか、眼球が突出していたら甲こう状じょう腺せん機き能のう亢こう進しん症しょうだし。歩き方でも疑わしい病気はわかるよ」

「すごいですね……」

　まさに医者の職業病だろう。

「私にもどこか悪そうなところはありますか？」

　気になって尋ねた。思いのほか聖が真剣な眼差しで見つめてくるから、大きな病気を指摘されたらどうしようと緊張して体が強こわ張ばる。

「七緒は……」

「……はい」

　言葉を溜ため、じっと観察して、訝いぶかしげに目まで細めるから嫌な予感に包まれる。

「目が綺麗だな」

「え？　……目が？」

　予想と違う指摘に拍子抜けする。

「白目が子どもみたいにクリーンだ」

「……今のは褒められたんでしょうか」

「たぶん？」

　目をぱちくりさせて聞き返したら、聖はお馴染みの言葉を返してよこした。

「病的なところはないってことですか？」

「ぱっと見はね。心配ならうちで人間ドックを受診したらいい。俺が隅々まで診てやろう」

「言い方がいやらしいです」

　聖はククッと肩を揺らして笑った。

　その後も上品な味の京懐石を楽しみ、美奈子に見送られて雨隠れを後にした。




　聖に送られ、自宅の前に車が停車する。

「今日はごちそう様でした」

　割り勘で払おうと考えていたが、七緒がトイレで席を外した隙に支払いを済ませるスマートな対応に打つ手はなかった。

「おばあ様に、仕事が見つかったと報告ができるな」

「それを言ったら本末転倒です」

　聖との同居は、祖母たちの前では結婚への第一歩としなくてはならない。給料が発生しているなんて知られたら大変だ。

　もちろん聖も冗談で言っているだろうが。

「俺との同居の話、しっかりしておいで」

「……はい」

「話しづらいなら、俺から話そうか」

　聖が即座にエンジンを止める。

　七緒の返事が遅れたため、言い出しづらいのではないかと感じたのだろう。

「いえ、大丈夫です。自分で話せます」

　七緒がためらったのは、本当にこれでいいのかと漠然とした不安があったから。祖母をひとりにするのもそうだし、家事を引き受ける代わりに偽りの恋人から給料をもらうのもそう。クルーズ船でお見合い回避のために描いた未来とまるで違うせいだ。

「そう？　じゃ、なにかあったら連絡をくれ。なにもなくても連絡くれていいけど」

　最後は眉を上げ下げして七緒をからかっていたら、彼の胸ポケットでスマートフォンがヴヴヴと空気を震わせる。

「悪い、病院からだ」

　聖はひと言断って応答をタップした。

「はい、加賀谷です。……バイタルは？」

　それまで笑顔だった聖の顔つきががらりと変わる。緊急事態だろうか、引きしまった表情から緊迫感が伝わってきた。

「わかった。すぐに向かう。そうだな……二十分あれば行けるだろうから、それまで頼んだぞ」

　聖は腕時計を確かめておおよその時間を告げてから通話を切った。

「急患だ。すぐに病院に行かなきゃならない。同居の話は改めて相談しよう」

「わかりました」

　一刻を争う事態にモタモタしていられない。七緒は急いで車を降りた。

（仕事が終わったばかりなのに、急患があれば呼び出されるんだ……。大変な職業だよね）

　ほかにも医師はいるだろうから、それだけ信頼されている証あかしなのだろう。

　七緒は聖の車を見送りながら、ここ数日間のめまぐるしい展開に思いを馳はせつつ聖の体を案じた。










蜜より甘い？同居のはじまり




　雨隠れで食事をしてから七緒を自宅に送り届け、緊急の連絡を受けた聖はすぐに病院へ駆けつけた。

　聖の祖父が院長を務める加賀谷医療センターはあらゆる科を網羅し、屋上にはヘリポートを備え救命救急も担う、地域の中核病院として名高い病院である。

　日本の最高峰と言われる大学の医学部を出た聖は大学病院で研修医を務めた後、ここへやってきた。若手ながら心臓血管外科を取り仕切る立場にあり、通常の診療はもちろん緊急搬送されてきた患者への処置も行っている。

　医局の並びにある自室でジャケットから着替えた白衣を翻ひるがえし、急いで救急病棟へ向かう。

　患者はアルコールの大量摂取と激しい腰痛での搬送だったが、当直医が心電図を施行したところ異常が見つかったとの連絡だった。

　救急病棟の処置室は看護師や医師が忙せわしなく動き、様々な医療機器の音でひしめいている。

「お待たせ」

「加賀谷先生、お帰りになったばかりなのに申し訳ありません」

「いや、患者さんは？」

　看護師に案内されてベッドが並んだ処置室の一画に向かう。

　白いカーテンを開けると五十代の男性が横たわっていた。聖が声をかけても反応が鈍い。

「意識レベルが低いな。気道を確保して気管挿管。血圧は？」

「七十の百二十です」

　聖の問いかけに看護師が素早く答える。

「維持されてるか。念のため頭部ＣＴ検査に回そう。青あお山やま先生は？」

「たしか当直でいらっしゃると思います」

「ＣＴ検査の間に心電図を確認しておくから、青山先生にも連絡をして」

「承知しました」

　聖の指示に、看護師が素早くＣＴ検査の準備と青山へ連絡を入れる。

　聖はパソコンが置かれた処置室内のデスクに行き、該当患者の心電図を真剣な様子で確認しはじめた。

「ＳＴが上昇してるな……」

　ＳＴとは心電図で表される波形である。心しん筋きん梗こう塞そくを発症すると上昇する。

　血圧が維持されているにもかかわらず意識状態が低いため、脳血管障害に合併した心筋障害の可能性がある。場合によっては脳外科と心臓血管外科との連携で処置が必要かもしれない。

　ストレッチャーに乗せられた患者がＣＴに送り出されるのと入れ違いで、脳神経外科の青山一いち弥やが処置室に入ってきた。

「お疲れ」

「お疲れ。患者は？」

　聖に返しながら一弥が処置室内を見回す。

「今、ＣＴに向かった。脳血管障害の可能性もあるから、一弥の出番かもしれない」

　一弥は大学時代の同級生であり、大学病院に残っていた彼を聖がこの病院へ引っ張った。

　聖が心臓血管外科の中核なら、一弥は脳神経外科の中核。互いに切せっ磋さ琢たく磨ましてきた仲間である。

　一弥はやわらかな癖のある栗色の髪に甘いマスクをしており、聖とふたりでこの病院の人気を二分しているといっていいだろう。

　彼の父親は製薬会社の社長だが、一弥は薬品で人を助ける道ではなく、自らの手で患者を助ける道へ進んだ。

「ＣＴ室へ向かおう」

「オッケー」

　聖は一弥を伴って救急処置室を出た。

「ところでお見合いはどうだった？」

　早足で歩きながら一弥が思いがけない質問を聖に投げる。

「……どうして一弥がその話を？」

　誰にも話していない情報を、なぜ彼が知っているのか。

　眉根を寄せて訝しみつつ聞き返した。

「院長が少し前にこぼしていたんだよ。どうしたら聖をお見合いの場に連れ出せるかってね」

　その言葉を聞いて嫌な予感を抱く。

「もしかして、一弥がクルーズ船でのお見合いを提案したんじゃないだろうな？」

「さすが聖だな。勘がいい。『聖なら正攻法でいってもダメですよ。見合いだって言ったら絶対に行きませんから』とは言った」

「お前なぁ」

　肘で一弥の腕を小突く。

「いつまでも逃げてるわけにもいかないだろ？　なにしろこの病院を継ぐ男なんだから。支えてくれる女性が必要だ」

「ずっと独りを貫いている一弥に言われたくないね」

　一弥も聖と同じく、特定の恋人を作らず未だにフリーだ。その彼の説教は聞きたくない。

「まぁそう言うなって。で、どうだった？」

「見合いから逃れようとして、見合い相手と恋人になった」

「わかるように話してくれ」

　クスクス笑って説明を求める一弥に、事の顛末をかいつまんで話す。

　見合い相手と意図せず恋人同士を演じると知った一弥は、「聖にしてはヘマを踏んだな」とからかい口調だが、聖はそれを未だに名案だったと自負している。

　なにしろ七緒とは利害が一致している。このまま〝恋人〟でいる限り、お互いに結婚を回避できるのだから。

「なんか楽しんでないか？」

「……そうかもな」

　七緒と話していると楽しいのはたしかだ。出会って数日とは思えない。

「どんな女性だったんだ」

「かわいらしい女性。けど少しお節介だ」

　クルーズ船で聖を必死に説得したのを思い返して笑みがこぼれる。

「聖にぴったりじゃないか。あれこれ口出しして世話してくれる〝オカン系女子〟」

「どういう意味だ」

「体力勝負の忙しい医者にはもってこい」

　七緒に〝オカン系女子〟などと揶や揄ゆしたら、また頬を膨らませて抗議するだろうなと想像して笑いが込み上げた。

「この子だって聖のインスピレーションが働いたのなら、放っておく手はないぞ。恋は早いもの順だ。いい子なら、すぐにほかの誰かに奪われる」

（インスピレーションか……）

　それが働かなかったかといえば嘘になる。そうでなければ、あのとき彼女に恋人のふりをさせなかっただろう。

　聖との偽りの関係が終わりを迎えた後、容姿も性格も文句なしにかわいらしい七緒であれば、すぐに本物の恋人ができるだろう。

　そう想像したら、やけに胸がざわついた。

　ＣＴ室のドアを開け、一弥と揃って中へ入る。

「加賀谷先生、青山先生。今、救急処置室に画像を送ろうと思っていたところです」

「ここで診させてもらうよ」

　聖は一弥と並んでモニターに見入った。

「……小規模だが脳のう梗こう塞そくを発症してるな」

　いくつもの画像を見て一弥が診断を下す。

「心電図でＳＴが上昇したのは脳梗塞の合併症による心筋障害だろう」

「そう見て間違いない」

　聖の見解に一弥が頷く。

「ただちに処置が必要だ。患者さんを手術室へ運んで」

　聖がそばに控えていた看護師に指示を出し、その場の空気がにわかに緊張感漂うものとなった。




＊　＊　＊




　聖との同居話はトントン拍子に進んでいた。

　祖母の孝枝も当初言っていたように『七緒たちがしたいのなら、そうするのが一番』と歓迎。すぐにでも彼のマンションに越して、生活をサポートしてあげたらいいと送り出す気満々だ。

　食生活が乱れた彼のため、できるだけ早く一緒に暮らしてほしいと彼の祖父からも請われ、その週末には簡単な引っ越しとなった。

　キャリーバッグひとつとダンボール二箱に荷物を詰め、聖の迎えを待つが……。

「おばあちゃん、ほんとのほんとにひとりで平気？」

　彼との同居を決めたものの、いざ当日になるとどうしてもためらいが出てくる。愛し愛されている恋人と一緒に暮らすのならまだしも、周囲を騙だましている点が引っかかるせいだろう。孝枝が聖との付き合いを大喜びだから余計だ。

　幾度となく確認するのは自分への問いかけでもあるし、年のいった祖母をひとりにする心配もある。

「平気だと何度も言ってるでしょう？　遠い国に行くわけじゃないんだし、私のことは心配しないで聖さんと仲良くやるのよ」

「なにかあったらすぐに呼んでよ？　約束だからね？」

　何度も念押ししていると、家のチャイムが鳴り響いた。

　仰ぎ見た壁掛け時計は午後一時を指している。聖の到着だろう。

　玄関のドアを開けると、ステージでライトを浴びたスターでもないのに目にも眩しい彼がいた。夏のぎらつく太陽の明るさではなく、清々しい森の中をまっすぐ照らす光と表現したらいいだろうか。品がある。

「ボーッとしてどうした？」

　無意識に見み惚とれていたらしい。聖に声をかけられて我に返った。

「あ、いえ……時間ぴったりだなと思って」

　約束の時間にかこつけてごまかす。

　事実、彼は定刻通りに家のチャイムを鳴らした。

「七緒の顔を早く見たかったから」

「……そういうのはやめてください」

　つい素になって返してから、今は恋人のふりをすべき場面だとハッとする。聖は孝枝がすぐそばにいるからこそ演じているのに、うっかりしすぎだ。

　おまけにその演技にドキッとするなんて情けない。

「七緒は俺に会いたくなかった？」

　ここは恋人っぽく返さなければと意を決する。

「会いたかったです」

　言いながら唇を震わせると、聖はおかしそうに鼻から息を漏らして微笑んだ。

　その彼の目線が七緒から少し逸れる。

「おばあ様、このたびは私のわがままをお許しくださいましてありがとうございます」

　聖が丁寧に頭を下げて挨拶をする。

「いえいえ、いずれ結婚となればここを出ていくのですから、それが早まっただけ。人生は意外と短いものですから、夫婦として一緒に生活できる時間はできるだけ確保したほうがいいのよ」

　夫を早くに亡くしたからこその言葉なのかもしれない。七緒と聖には夫婦として長く一緒にいてもらいたい思いがあるのだろう。

「そのお言葉、ありがたくいただきます。では七緒、行こうか。荷物はこれかな？」

「あ、はい、ここにあるものでひとまず全部です」

　普段七緒に見せるフランクな態度とは違い、紳士的な振る舞いで玄関に置いてあるダンボール箱やキャリーバッグを次々車にのせていく。

　たった三つだけのためすぐに積み込みは完了し、残すは七緒自身だけ。車の脇に聖と並んで立った。

「じゃ、おばあちゃん、行ってくるね」

「行ってくるね、じゃないでしょ。一生、聖さんのもとにいる覚悟をしないといけませんよ」

　孝枝が優しく諭す。

（一生彼のもとに……）

　改めて、自分たちはとんでもないことをしようとしているのではないかと不安に駆られる。

　なにも言えずに黙っていると、聖が七緒の肩を引き寄せた。あたたかみのある大きな手に、少なからず心音が乱れる。

「おばあ様、七緒さんは僕にお任せください。必ず幸せにします」

　演技を感じさせない声色と口調だった。

　偽りなのにそこまで断言して大丈夫なのか心配になり、彼の横顔を見上げる。まっすぐに孝枝を見つめる聖はその場限りの出まかせを口にしているようには見えず、七緒はかえって動揺した。おかげで心臓がうるさくてかなわない。

「聖さん、私の大切な孫娘ですから、よろしく頼みましたよ」

　聖は深く頷き、もう一度頭を下げてから七緒を助手席に乗せた。

　ゆっくり発進する車の中で窓越しに手を振る。気のせいか孝枝が涙ぐんでいるように見えて、胸がキリリと痛んだ。

　バックミラーに映る孝枝と自宅がどんどん小さくなっていく。

「七緒？　大丈夫か？」

　黙り込む七緒を聖が心配そうにチラッと見る。

「……あの家を出るなんて想像していなかったのでちょっと寂しいなって」

　これまではせいぜい旅行で数日空ける程度だったから、今になって急に心細くなる。急展開でじっくり考える時間がなかったせいもあるだろう。

「俺がいるじゃないか。なにしろ恋人だ」

「本物じゃないですけど」

　給料が発生する雇用関係だ。

「心配するな。俺といて寂しいと感じている暇はない」

「……マンションの部屋、そんなにひどい状態なんですか？」

「どういう意味？」

　聖が前を向きながら首を捻る。

「目が回るほど掃除が大変なのかと思って。人が住む環境ではなくなっているのかな？と」

「たとえばごみ屋敷的な？」

　はい、と頷く。それもかなり程度のひどい。一日やそこらでは片づけられない有様の部屋を想像したら、さすがに背筋がぞわっと総毛立った。

「おいおい、さすがにそれはないだろ。食生活が乱れている以外は普通だ」

　不服そうに眉根を寄せているのが横顔からもわかる。

「安心しました」

　家に引き返そうかと本気で考えたため、ほっと胸を撫なで下ろした。

「そんな場所で一緒に住もうなんて言えないだろ、普通は」

「私の普通と聖さんの普通は違うかもしれないですし」

「勘弁してくれ。七緒の中で俺のイメージはどうなってんだ」

　首を軽く横に振りながら、大きなため息で不満を表す。

「理論派よりは行動派ですね。思い立ったら即行動に移す感じがします」

　クルーズ船での一件はその象徴だろう。お見合いから逃げるためにとっさに七緒を恋人に仕立て上げるあたりは、頭で考えるより先に体が動くタイプ。今回の同居だってそうだ。

「……なんか野性的だな」

「本能で動く感じがするので、まさにそうですね」

「これでも一応、物事を論理的に考える理系なんだけど」

　さらに不平を口にする聖を見て、ふふっと笑みがこぼれる。

　気づけば孝枝との別れに感傷的になっていた心が嘘のように軽くなっていた。




　三十分後、車はライトグレーの外観をした大きな建物の地下へ吸い込まれていく。そこは地下駐車場で、聖の車のような高級車が何台も停まっていた。

「ちょっとここで待ってて。あ、それからキミは俺の婚約者だから」

　聖はそう言い置き、助手席に七緒を置いて車から離れた。

（どこへ行ったの……？）

　地下とはいえ照明で明るい駐車場のため怖くはないが、慣れない場所でひとりになるのは心細い。

　車の中でじっと待ちつつフロントガラスの向こうに広がる光景に目を向ける。低層マンションで戸数が少ないのか、駐車してある車はそれほど多くない。照明に乱反射して、どの高級車もピカピカだ。

　ほどなくして戻った聖は、カートを押して歩く黒いスーツ姿の男性と一緒だった。

　高級マンションにはホテルのようにコンシェルジュがいると聞くから、彼もその手の人間だろう。三十代半ばだろうか、押しているのはダンボール箱をのせるためのカートに違いない。

　助手席から降りると、聖はすかさず七緒の肩を引き寄せた。

　一瞬体が強張ったが、すぐ意識的に力を抜く。車から離れるときの聖の言葉は、おそらく恋人として振る舞うようにという意味だっただろうから。

「こちらが昨日お話しした女性です」

「ご婚約者の久世七緒様ですね。加賀谷様から伺っております」

　同居するにあたり、聖が事前に話を通しておいたみたいだ。セキュリティや管理がしっかりした高級マンションはそういうものなのかもしれない。

「久世と申します。今日からよろしくお願いします」

「なにかございましたら遠慮なく私どもにお申しつけくださいませ」

「ありがとうございます」

　形式ばった挨拶を交わし、早速車からカートにダンボール箱とキャリーバッグを積み替える。コンシェルジュがそのカートを押そうとしたが、聖はそれを断った。

「部屋までは自分たちで運べますから」

「ですが」

「カートは後ほどお返しにあがります」

　聖に合わせて七緒も〝大丈夫です〟という意味の微笑みを浮かべると、コンシェルジュは「ではお手数をおかけして申し訳ございませんが、よろしくお願いいたします」と頭を下げて立ち去っていった。

「では行きましょうか、フィアンセさん」

　ふざけて言いながら聖はカートのハンドルを掴み、左腕をくの字にして七緒のほうに突き出す。

（もしかして腕を組もうって意味かな）

　仕草からしてそうだろう。

「その必要はあるでしょうか」

「さっきの俺の言葉、忘れた？　七緒は俺の婚約者だろう。そう見えるようにしないと偽装だとばれるぞ」

　それでは一緒に暮らす意味の半分はなくなる。七緒は、大人しく彼の腕に自分の腕を絡めた。

　異性と腕を組むのは久しぶり。距離が一気に縮まり、なんとも恥ずかしい。

　どことなく満足そうに彼の口角が上がる。この状況を楽しんでいるように見えた。

　駐車場からエレベーターで一階まで上がり、いったんエントランスロビーへ出る。高い天井は開放感抜群で、ライトグレーの床が艶つやめいている。

　駐車場から直接部屋のフロアまで行けたら楽だろうが、警備的な都合があるのかもしれない。

　先ほどのコンシェルジュがいるカウンターの前まで来ると、結婚を控えたふたりに見えるよう聖にさらにくっついて甘い雰囲気をアピールする。ぎこちないのは否めないが、会釈で通り過ぎた。

　セキュリティゲートを二度抜けてエレベーターに乗り込むと、彼と組んでいた腕を解き、肩を上下させて息をふぅと吐く。

「恋人っぽく見せるのって、結構難しいですね」

　周りの視線が気になるし、なによりも聖を意識してしまう。

「そう？」

　女性慣れしているであろう聖は難なくできるみたいだ。

「なら、これからレッスンも必要だな」

「レッスン？」

「同居すればチャンスはいくらでもある」

　いったいどんなレッスンをするつもりなのか。想像がエスカレートしたため頬が熱を持つからたまらない。

「七緒の頭の中が今、透けて見えた」

　ニヤリと笑う顔にギクッとする。

「な、なにが見えたんですか」

「さて、なんでしょう」

　もったいぶった意味深な口調と顔がとても意地悪だ。

　七緒が「知りません」としらを切ると同時にエレベーターが三階に到着。聖に続いて降りた。

　ダウンライトが優しく照らす通路は、ロビーほどではなくとも天井が高くおまけに広い。アレンジメントフラワーを置くスペースもゆったり確保されており、部屋でも通用しそうである。

　カートを押して歩く聖が足を止める。立派な木製のドアを開錠し、「どうぞ」と七緒を先に通した。

「おじゃまします……」

　一歩足を踏み入れた瞬間、目の前に広がったのは予想以上の光景だった。

　もはや玄関と呼んでいい代しろ物ものではない。二層吹き抜けのエントランスホールはパールホワイトの大理石でできており、壁も同様の色で合わせたエレガントな空間。そこに架かる緩やかな螺ら旋せん階段が優雅な曲線を描いていた。メゾネットタイプの部屋のようだ。

「七緒？　どうした？」

　言葉を忘れて呆然と立ち尽くす七緒を通り越して、聖がカートから荷物を下ろす。

「ここ、自宅ですよね？」

「そうだけど」

「高級ホテルみたい」

　そんなホテルに泊まった経験はないが、雑誌やテレビで見たことならある。

「ホテルも手掛ける有名なデザイナーが設計したらしいから、その認識は合ってる。ともかく上がって」

　聖は備え付けの棚から真新しいピンクのスリッパを出して七緒の前に置いた。聖が履いたグレーのスリッパとお揃いだ。

「もしかして用意してくれたんですか？」

「恋人だから色違いにしてみた。どうだ、なかなかいいだろう」

　自慢げに見せびらかす。家の中まで恋人として過ごすつもりだろうか。

（まさか寝室も一緒ではないよね……？）

　同居の話になったときに、たしか空いている部屋があるとは言っていたが。

「こっちにおいで」

　スリッパの音を立てて中に進む聖を追いかけていくと、そこはリビングだった。エントランスホール同様にパールホワイトのフロアと同系色の壁が、大きな窓から射し込む光で眩い。

　窓の一面はルーフバルコニーへ、もう一面はパティオへと開き、その先の空や緑へのびのびと抜けていく。ソファセットも一式白で統一され、とにかく明るい。

「な？　ひどい部屋じゃないだろう？」

「……はい。失礼なことを言ってごめんなさい」

　パッと見では掃除も行き届いている。これでハウスクリーニングを外注していないのだとしたら、掃除は相当大変だろう。それも医師として忙しい彼には。

「すごく綺麗でびっくりしました」

「じつは実家でお願いしてる家政婦が、たまに来てくれてる。祖父が送り込んできた家政婦とはべつにね」

「なんだ、そうだったんですね。他人は誰も入れたがらないと聞いたので、聖さんがお掃除してるのかと思いました」

　彼によれば、その彼女は聖が幼い頃から加賀谷家で家政婦として働いている六十代の女性らしい。

　だとしたら、七緒にわざわざ給料を払ってまで家事をしてもらう恩恵はそれほどないのでは……？

　ふとそんな疑問が湧いたが、ここまで来た以上もう後戻りはできない。

「七緒の部屋はこっちだ」

　聖が手招きで呼び寄せたのは、廊下に出て右手にある八畳ほどの部屋だった。セミダブルのベッドには布団もしっかり用意され、ソファとテーブルまで置かれている。

「もしかしてここも準備してくださったんですか？」

「俺から誘っておいてなにも用意しないわけにはいかないからね。インテリアやファブリックが気に入らなければ買いなおすよ」

「いえっ、このままで十分です。というか、とっても素敵」

　白い壁や白い床はリビング同様。ソファやカーテンはアースカラーで揃えられ、とても落ち着いた雰囲気だ。七緒の好みにぴったり。

「こんなに揃えてくださってありがとうございました」

「いや、喜んでもらえてよかった。俺はカートを返してくるから、荷物の整理でもしていてくれ」

「すみません、よろしくお願いします」

　聖が運び込んでくれたダンボール箱とキャリーバッグを開け、洋服や小物類を出していく。自宅にあった荷物全部というわけにはいかず、ひとまず夏物と秋物だけを詰め込んできた。

　部屋にはクローゼットもあり、用意されていたハンガーに提げ、小物類は引き出しに詰めていく。

（聖さんって、なんだかんだいって優しいよね）

　最初は傍ぼう若じゃく無ぶ人じんなところがあって面食らったし、突然すぎる言動が多くてついていけなかったが。育ちのよさを感じさせる振る舞いやさりげない気遣いは、さすが洗練された男だと思わせられる。

　忙しい合間を縫って同居のための準備を整えるのも大変だっただろう。

（……たまに意地悪なところがあれだけど）

　これまでの会話を思い返してクスッと笑う。そんなやり取りを嫌だと感じていない自分に気づいてドキッとした。

　急いで首を横に振っていると、不意に声をかけられた。

「なにか手伝うことはあるか？」

「ひゃっ」

　突然だったため悲鳴じみた変な声が出て、肩が飛び上がる。

「この前もだけど、俺ってそんなに驚くような声か？」

「いきなりだからびっくりしただけです」

　聖のことを考えていたからとは言えない。

「それじゃ今度からは〝今、声をかけますよー〟って囁ささやいてからにするか」

「そうですね、お願いします」

　冗談めかす聖に、笑いながら返す。

「荷物のほうは手伝ってもらうほどではないので大丈夫です」

「そうか。肝心な場所を案内してなかったから、キリがよければちょっといいか？」

「はい」

　いったん自分の部屋を出て、彼の後を追う。

「七緒の仕事現場」

　彼が七緒を連れていったのはキッチンだった。まさに七緒が仕事をする場所である。

「わぁ、すごく素敵……！」

　ほかの部屋同様パールホワイトを基調としたアイランド型のキッチンは、パントリーやシンクの下の引き出し、ペンダントライトなどには差し色的にブラックを使い、エレガントさの中にもスタイリッシュな印象がある。

　ダイニングからリビングまで見渡せ、とても爽快だ。

「ピカピカですね」

　生活感がなく、まるでモデルルームのよう。

「ちょっとした洗い物をする以外使ってないから」

「お料理はまったく？」

「まったく」

　聖が大きく頷く。

「たまに実家の家政婦が料理をタッパーに詰めて持ってきてくれるくらいで、あとはこの前も言ったけど外食かコンビニ。冷蔵庫に食材と呼べるものはなにもない」

「ちょっと失礼しますね」

　ひと言断って冷蔵庫を開けると、お酒や飲料水だけが雑然と並んでいた。たしかに食材らしきものはなにひとつない。家政婦が持参するというタッパーも今は入っていなかった。

　利幸が言っていた食生活の乱れとはこれだったのかと、改めて納得だ。

　これでは今夜の夕食も作れない。

「買い出しに行きたいのですが、近くにスーパーはありますか？　今夜の夕食の材料も必要ですし」

「今夜は外食でいいんじゃないか？」

「それでは私がここに来た意味がなくなりますから」

　恋人らしく振る舞うのが第一だとしても、彼の食生活の乱れを改善するのも七緒の役目である。給料の対価として、しっかり働きたい。料理もしたい。

「よし、じゃあ一緒に行こう」

　やけにノリノリで聖が誘ってくる。

「でも、せっかくの休日なのに私の用事で一日潰れちゃっていいんですか？」

「なに言ってんだ。恋人の用事は俺の用事でもあるだろ」

　なんだかおかしな理論だが、聖が楽しそうならいいかと思わせられる。いちいち〝偽りですけど〟とツッコミを入れるのも面倒くさくて、「では、よろしくお願いします」と従った。




　再び彼の車に乗り込み、マンションからそう遠くないスーパーへやってきた。複合施設のようで専門店も敷地内にある。車で五分程度の距離なら、普段の買い物は七緒ひとりでも来られそうだ。

　大きなカートを聖が押し、広い店内に入る。日曜日の午後、たくさんのお客で混み合っている。

「今夜の夕食、なにかリクエストはありますか？」

　せっかくだから聖の食べたいものを作りたい。

「七緒は和食が得意だったよな？　なら魚料理がいいね。普段はつい肉料理ばかりになるから」

　外食やコンビニだとそうなるだろう。

「お魚ですね。わかりました」

　ひとまず今晩は魚料理として、車で来ているから数日間分の食材も買っていこう。

　果物売場からはじまる店内をゆっくりと進んでいく。

「七緒も自分で食べたいものがあったら遠慮なくカゴに入れたらいい」

「ありがとうございます。聖さん、果物はなにが好きですか？」

「俺はそうだな……みかん、かな」

「それじゃ夏みかんを買いましょうか」

　ちょうどその売場の前を通りかかったため足を止める。

「じゃ、これとこれと……」

「あっ、聖さん、待ってください。よく選んでからカゴに入れないと」

　手あたり次第に放り込んだ聖を制する。

「選ぶ？　どうやって？」

「全体的に濃い黄色でハリがあるものがおいしい夏みかんです。ヘタの部分は緑色で、ずっしりと重みがあるものがいいですよ」

「へぇ、七緒は料理だけじゃなく食材選びも達人か」

　感心したように言われて少し照れくさい。

「達人なんて。たぶん主婦の方たちはみなさんそうして選んでいると思います」

「すごいな。主婦も立派な仕事だ」

「そうですね。お給料に換算したらサラリーマン並みの働きだって、なにかの記事で読んだ気がします」

　クスクス笑いながら返したら、いきなり唇に冷たいなにかを押しあてられた。

「開けて。試食があった」

　言われるままそれを迎え入れると、夏みかんの爽やかな酸味が口の中に広がった。

「わ、おいしい。聖さんも、はい」

　彼の口にも切り分けられた夏みかんを持っていく。素直に口を開けた聖は、すぐに「うまいな、これ」と目を丸くした。

「よし、たくさん買っていこう」

　次々手に取り、七緒が指南した選別方法を実践してカゴに入れていく。

「そんなにいっぱい？」

　七個、八個とカゴに投入していく聖の手を止める。

「この味なら、いくらでもいける」

「でも、傷んじゃいますから、私が次に来たときに買いますよ」

「そうか？　じゃあ頼んだぞ」

　絶対に忘れるなよ？といった圧を送ってよこす。カゴに入れたものを何個か戻し、ようやく前に進みはじめた。

　そのほかにもキウイやさくらんぼなどを選び、野菜売場や肉、魚売場でも「あれがいい」「これもおいしいですよ」というやり取りをしながら、カゴの中がだんだん山になっていく。

　たいていひとりだった買い物は、ふたりだとこんなにも楽しいのかと新たな発見だ。

「私たちも恋人とか夫婦に見えるのかな」

　同じようなカップルを見て呟いた七緒のひとり言を、聖がすかさず拾う。

「そりゃ見えるだろ。こんなに仲良くじゃれ合ってるんだから」

　そう言って七緒の肩をぐいと引き寄せる。おまけにチュッと音を立てて頭頂部にキスまで落とした。

「ちょっ、聖さん!?」

　彼の唇が触れた頭を押さえ、とっさに見上げる。

「あ、悪い。楽しいから、つい本物の夫婦の気分になってた」

　悪びれもせずにウィンクまで飛ばしてきた。

　突然のキスとの二段攻撃で、軟やわな心臓がドクンと音を立てる。容姿のいい男には注意が必要だ。

　思わず彼から離れようとしたら、今度は手を取られて握られる。

「待てって。そう見えなきゃ意味がない」

　聖は左手でカートを押して器用に舵を取り、右手は七緒と指先を絡めてしっかり繋いだ。

　平然としている聖とは対照的に七緒は引きずられるようになりながら、ひとり落ち着きをなくしていた。

「あ、そうだ。うち、調理器具も一式ないぞ」

「えっ！　フライパンも鍋もですか？」

「ついでに言うと、食器類もまともにない」

　驚くべき事実を知らされ、キスとウィンクの二段攻撃が遠く霞んでいく。

　でも料理をしない男性の部屋は、それが普通かもしれない。炊飯ジャーだけはなぜかあるらしいが、一度も使ってないというから驚きだ。

「ここ、鍋とか食器も置いてますか？」

　聖は近くにいた店の女性スタッフに声をかけたが、それほど品数は多くないらしい。敷地内にある専門店を勧められた。

　応対してくれたスタッフに七緒が「ありがとうございます」と頭を下げたが、女性は聖から目が離せないようでポーッとしていた。

　彼ほど容姿に恵まれていたら、目を奪われるのも当然だ。改めて周囲を見ると、聖はそのスタッフだけでなく大勢の女性の視線を集め放題だった。

「ほら、七緒、行くぞ」

　ぐいっと手を引っ張られ、注目の的である彼の隣に並んだ。




　帰る頃にはすっかり夕方。マンションの駐車場に着き、分担して荷物を持つ。

　エコバッグを持参していかなかったため、その場でマイカゴやバッグを購入し、その荷物の数は全部で六つにもなる。食材だけならまだしも調理器具もあったため相当な量だ。

「こんなことならカートを返さなければよかったな」

「ほんとですね。でも聖さんがあれもこれもって欲張るからです」

　フライパンひとつをとっても大中小をひと通り。代用がきくから中くらいのをひとつで十分と言っても、『七緒の商売道具だろ』と譲らない。

　包丁も同様に三徳包丁、出刃包丁、刺身包丁など売場にある全種類を買い上げた。これでは相当がんばって料理の腕前を披露しなくてはならない。

　エントランスロビーまで行くと、先ほど対応してくれた男性コンシェルジュがすっ飛んできた。

「お手伝いいたします」

「すみません、助かります」

　ふたりで口を揃える。

　コンシェルジュが七緒の荷物をすべて引き受けたうえ、聖の分まで持とうとしたが、聖は「こっちは大丈夫です」と遠慮した。さすがにひとりで抱えられる量ではない。

　部屋に到着し、キッチンカウンターに荷物を並べる。カゴや袋から取り出すと、広いスペースが見事に埋まった。てんこ盛りだ。

「ここを片づけたら夕食の準備をしますね」

「片づけなら俺もやるよ」

「聖さんはゆっくりしてください。これは私のお仕事ですから」

　聖は数秒間考えるようにしてから……。

「それじゃお言葉に甘えてそうさせてもらうよ。なにかあったら呼んでくれ。俺は上にいるから」

　人差し指を上に向けた。彼の部屋は螺旋階段を上がった先にあるみたいだ。

　彼がキッチンから出ていくのを見送り、七緒は食材を冷蔵庫やパントリーに入れ、調理器具や食器は洗ってから棚に収納した。

　部屋から取ってきたエプロンを着け、早速調理開始だ。

　真新しいまな板で野菜類を切り、聖がリクエストした魚料理に使うサワラは湯引きして下処理を完了。味み噌そ汁しるの具材とサワラの煮つけを煮込んでいる隙にきんぴらごぼうを煎いり炒めしていく。

　クッキングヒーターが四つもあるのはとても便利だ。

（聖さんには宝の持ち腐れだけどね）

　そう考えたら笑みがこぼれる。ついでに頭にされたキスを思い出して、胸の奥のほうが甘く疼く。いくら恋人のふりをするからといって、そんなスキンシップがあるとは思いもしなかった。

　そうして完成した料理をダイニングテーブルに並べ、螺旋階段の下から呼びかける。

「聖さーん、ご飯できましたよー」

　すぐにドアが開く音がし、聖が階段を下りてきた。

「もうできたのか。早いな」

「とても使いやすいキッチンなので調理がはかどります」

「俺には使いこなせないけどね」

「聖さんは包丁の使い道が違いますもんね」

　食材ではなく人体だ。

「それを言うなら包丁じゃなくメスだな」

「あ、そうですね」

　聖の指摘で互いに笑い合いながらダイニングに到着。聖はテーブルに並んだ料理を前にため息を漏らした。

「……すごいな。いい匂いだ」

　目を輝かせながら椅子を引いて座る。

「聖さんのお口に合うといいんですけど」

　体を考えて、風味を前面に打ち出して塩分は控えめ。マイルドな味つけにしてあるが、外食やコンビニのお弁当に食べ慣れていたら物足りないかもしれない。

「すぐにご飯をよそいますね」

　炊飯ジャーからご飯を茶碗によそう。炊き立てのいい香りだ。

　いただきますと手を合わせ、聖が箸を手に取る。

（そういえばプライベートで家族以外の人に手料理を振る舞うのは初めてよね。……なんか緊張する）

　元彼の唯斗にも作ってあげたことはない。お互いに実家暮らしのため物理的に無理だったのもあるが、お弁当なら食べさせてあげられたなと今さらながら気づいた。

　聖がまず口をつけたのは、根菜類をたっぷり入れた具だくさんの味噌汁だ。不足しがちな野菜を補うにはスープ類に入れるのが一番。一度にたくさん摂取できるから手っ取り早い。

「……いい味だ。すごくおいしい」

　実感のこもった感想に胸を撫で下ろす。

「よかった」

「お腹からじわっと体じゅうに染みわたる感じ」

　ごぼうなどから出る旨味と味噌との相性は抜群。出だ汁しもしっかりとったから、よくできた一品だと自信を持って言える。

「これはサワラだっけ？」

「はい。煮つけにしました」

　ふっくらと仕上がったから、箸でほろっと簡単にほぐれる。

「これもいいね。ホッとする味つけだ。さすが料理教室の先生だな」

「味、薄くないですか？」

「いや、優しい味がする。俺好みだよ」

　微笑みを向けられ、思わず頬が熱くなる。それを意識したら彼の顔を見ていられなくなり、目を泳がせた。不自然極まりない。

　その後、きんぴらも大絶賛され、聖の視線はサラダに注がれた。

「これ、さっきの夏みかん？」

「はい。そのままデザートで出そうかとも思ったんですけど、それはそれでエスニックサラダにしてみました」

　香ばしいサクラエビとシャキシャキと食感のいいオニオンスライスは絶妙にマッチするはず。

「アーモンドの香りがする」

「気づきました？　アーモンドオイルをベースにしたドレッシングをかけたんです」

「へぇ。みかんの爽やかさがいいね。俺、これも好きだな」

「ほんとですか？　うれしい」

　どれもこれも褒められ、これぞ料理人冥みょう利りに尽きるというもの。作ってよかったとつくづく実感する。

「俺はこれから毎日こんな料理を食べられるわけだ」

「そうですね、同居している限りは」

　この生活がいつまで続くのか定かではないが。

「最高の幸せだね」

「最上級の褒め言葉をありがとうございます。でもまだ一回目の食事ですから。もしかしたら聖さんの好みに合わないものを出すときもあるかもしれませんよ？」

　今夜はたまたま彼の好きな味つけだったのかもしれない。

「覚悟しておく。といっても、俺はそこまで苦手なものはないけどね」

「では、そのちょっとある苦手を克服させられるようにがんばります」

「それは楽しみだ」

　聖はそのまま食べ進め、お皿はどれも空。綺麗に完食してくれた。

「そういえばたしか食洗機があったはず」

　食べ終えた皿をシンクに運び、聖がカウンターのあたりを探る。探さなければ見つからないものなのかと不思議な気持ちで眺めていたら、それはビルドインの食洗機だった。

　流しのそばの引き出しを開けると、そこも使った痕こん跡せきがまったくない。

「食洗機用の洗剤はありますか？」

「普通に使うものと違うのか」

「うちでは使ってなかったので詳しくは知らないんですけど、たぶん違うと思います。なので、それは専用の洗剤を買ってからのお楽しみにします」

　もともと普段は手洗いだから手間でもなんともない。

「じゃ俺も一緒にやろう」

　聖がシャツの袖を捲り上げたため、慌てて引き止める。

「いえいえ、これは私の仕事ですからひとりで大丈夫です」

「いいじゃないか。同居初日においしいものを食べさせてくれたお礼も兼ねて。まぁこんなのお礼にはならないだろうけど」

「でもそれじゃ聖さんはお金を払っている意味が」

「深く考えるなって。俺が七緒と一緒にやりたいだけ」

　七緒に阻止された袖まくりをもう一度して、やる気満々にスポンジを掴んだ。

「あ、では濡れちゃうのでエプロンを。ちょっと待っててくださいね」

　急いで自室からべつのエプロンを取って戻る。オレンジ色にワンポイントで描かれた花はいかにも女性ものだが。

「これをつけてください」

「え？　エプロンはべつにいいよ」

「そう言わずに、はい」

　無理やり首にかけ、紐をウエストに一周させておへそのあたりでリボン結びにする。

「聖さんってなんでも着こなすんですね。似合ってます」

「エプロンに着こなしもなにもないだろ」

　聖は謙遜するが、イケメン料理家としてテレビに登場してもおかしくない。女性ものを着けているから〝ギャップ萌もえ〟も高ポイントの理由だ。

「さて、早速やるぞ。俺がスポンジで洗うから、七緒は水で流してくれ」

「はい。でも聖さん、洗い物できるんですか？」

「おいおい、俺を見くびるなよ？　このくらい朝めし前だ」

　洗剤をたっぷり染み込ませたスポンジを豪快に泡立て、早速皿を洗いはじめる。

「ほら、七緒、ボケッとしてると俺に追いつけないぞ」

「はいはい」

「〝はい〟は一回」

「ふふ」

　高速で次々に皿を積み上げていく様子を見て、思わず笑いが込み上げる。七緒も負けずに水で流していく。

「意外と上手ですね」

　手際がいいのは有能な執刀医に通じるものだろうか。無駄な動きがない。

「意外は余計だ。できないのは料理だけ」

「きゃっ」

　調子に乗ってからかったら、聖が大きな泡を飛ばしてきた。

「もうっ、聖さん、ひどい」

「七緒がひと言余計だから」

　泡のついた額と頬がくすぐったい。

　洋服の袖で拭おうとしていたら、泡を洗い流し、手をタオルで拭いた聖が七緒の肩をぐいと掴む。

「こっち向いて」

　そう言われたから顔を向けたのに、聖は七緒を見てぷっと吹き出した。

「笑うなんて」

　誰が飛ばした泡だと思っているのか。

「いや、悪い。でもいい顔してる」

「いい顔？」

「かわいいってこと」

　ドキッとした刹那、視界が聖でいっぱいになる。

「――っ」

　チュッと音を立てたのは鼻先だった。彼の唇が軽く触れたのだ。

　目を見開き、息を吸い込んだままフリーズする。

「なんか新婚みたいだな」

「し、新婚って……！」

　七緒の頭の中をその二文字がぐるぐる回りはじめる。

　当然ながら七緒たちはそういう関係ではない。あくまでも目的を同じにした運命共同体であり、聖は七緒の雇用主。それなのに頭頂部に続き鼻にキスをされ、七緒の心は大いに乱されていた。

「早いところ片づけて風呂にしよう」

　何事もなかったかのようにタオルで七緒の額と頬の泡を拭い、聖が再び食器を洗いはじめる。

「七緒、流して」

　聖の声で我に返り、七緒も手を動かした。




　翌朝五時半に起きた七緒は、軽くメイクなどの身支度をしてから朝食作りに取りかかった。

　今朝のメニューは鮭さけのマヨネーズ焼きにネギとしそ入りの玉子焼き、アボカドと海え老びのわさび和え。昨夜に引き続き、和食メニューにした。

　同時進行で聖の昼食も作り、昨日買ったばかりのお弁当箱に詰めていく。彼に頼まれたわけではないが、普段はお昼もカップ麺など簡単なもので済ませていると知った以上、作らずにはいられない。ここは七緒の出番だと意気込んだ。

　お給料をもらっているのだから、しっかり仕事をしたい。

（しかも生活費の心配はいらないんだし、多すぎるくらいだもんね）

　昨夜はキッチンを片づけてから順番にお風呂に入り、翌日以降のタイムスケジュールを確認してから自室でのんびり過ごした。

　これまで聖はしょっちゅう朝食を抜いていたらしいが、七緒がここに来たからにはそんな暴挙は阻止したい。

　マンションから病院までは車で二十分。八時までに病院に到着するためには、七時半過ぎには送り出したほうがいいだろう。

　彩りよく完成したお弁当箱のふたをしめ、キッチンカウンターに置いてあるデジタル時計を確認する。そろそろ聖を起こす時間だ。

　タオルで手を拭い、螺旋階段を上っていく。二階部分には寝室と書斎のふた部屋があり、昨夜の話によれば寝室が左側だと言っていた。

　ノックをして声をかける。

「聖さん、そろそろ起きる時間ですよー」

　ところが応答はない。

「聖さん、開けますね」

　ひと言断り、ドアを開ける。

　二十畳近くあるだろうか、グレーの落ち着いた色調でまとめられたすっきりとした寝室だ。真ん中にキングサイズのベッドが大きな存在感を放ち、その真ん中が人ひと形がたに盛り上がっている。

「朝ですよー」

　ベッドに近づき、頭まで毛布を被っている聖の肩付近をツンとつつく。

「……ん」

　ようやく反応らしきものが返ってきた。

「聖さん、ご飯ができたので冷めないうちに――きゃあっ！」

　七緒が顔を近づけた瞬間、いきなり毛布がめくれ上がる。ガバッと体を起こした聖は、目を見開いて唖あ然ぜんとした顔だった。

「……そうか、七緒がいたんだよな」

　寝ているうちに同居の記憶が彼方かなたへ飛ばされたか。

　しかし目を丸くしているのは聖だけではない。七緒も彼を見て口を半開きにしたまま数秒間フリーズしてしまった。

「ひ、聖さんっ、なにか着てください！」

　毛布に隠れている下半身は知らないが、上半身はなにも着ていない。裸だ。

　鍛え上げられたように隆起した胸の逞たくましさに数秒間目を奪われたが、なんとか顔を逸らす。

「なにかって言われても困るな」

　羽織るものでもないかと、聖を視界に入れないようにベッド周りを見るが、なにもない。

「いつも裸なんですか？」

「そう。気持ちいいぞ。七緒も今度やってみるといい」

「わ、私は大丈夫です――って、ちょっと待ってください」

　ベッドから下りようとした聖を焦って引き止める。下もなにも着けていなかったら大おお事ごとだ。

「心配するな、パンツは穿いてる」

　ニヤッと笑った聖はお構いなしにベッドから下り、クローゼットへ向かって歩いていく。

　ぴったりとしたボクサーパンツに収まった形のいいヒップと、ほどよい筋肉質の背中を目のあたりにして、スピードを上げていく鼓動がうるさい。

　聖がクローゼットを開けて服を着はじめたため、「朝食できてますから」と早口で言い残してそそくさと部屋を出た。

（聖さん、絶対に私をからかってる……！）

　ニヤッと笑った小癪な顔に頭の中で舌を出す。ダイニングに戻ってきても鼓動は鳴りやまず、顔まで熱い。

　なにしろこれまで男性の体といったら、父親のものしか見たことがない。それも小さな頃にお風呂で背中を流してあげた程度。高校は女子高だったし、中学のときにプールの授業で見た男子の水着姿は遠い記憶だ。

　つまり血の繋がりのない成人男性の上半身を生で見たのは初めてになる。

　いつまでも消えない残像を振り払うべく頭をぶんぶん横に振る。

「なんの運動？」

　身支度を終えた聖がやってきた。七緒の不可解な仕草にクスクス笑いながら即座にツッコミが入る。

「……なんでもありません」

　取り澄ましてテーブルに着き、箸を持つ。

　今朝の聖は、ネイビーのシンプルなカットソーとグレーの細身のパンツを合わせていた。腕にかけていたベージュの麻のジャケットを隣の椅子に置く。

　医者の通勤着はビジネスマンのようにスーツではないようだ。そういえば、京懐石を食べたときも病院帰りだったが、似たようなスタイルだった。

「聖さんもどうぞ」

「朝からすごいごちそうだな」

　テーブルに並んだ料理を前に、聖はため息交じりに呟いた。

「ごちそうってほどでもないです。朝食の定番ばかりですから」

「定番？　これが？　俺の定番はせいぜい牛乳とバナナだな」

「その食べ合わせはとても優秀ですよ。でも、やっぱり朝はしっかり食べないと」

　心身の安定をはかる効果のあるセロトニンが豊富に含まれるバナナは、牛乳と一緒に摂取することで、その効果を最大限に引き出せる。

　かといってそれだけを毎朝繰り返すよりは、いろいろな食材を摂ってバランスを整えるほうがいい。

「早速いただきます」

　軽く手を合わせて箸を持ち、聖はネギとしそ入りの玉子焼きに伸ばした。

「うまい」

　唸うなるように言ってからご飯をパクリ。

「……幸せな味だ。朝から炊き立てのご飯を食べられるのが、こんなにもいいものなんて忘れてた」

　感慨深げにしながら鮭も頬張る。

「家政婦さんが作る朝食は食べなかったんですか？」

「学生時代は食べてたけど、働きだしてからは食べるより寝ていたかったからね。こんな朝ご飯があったよなって思い出した」

　聖はしみじみと呟いて、次々と箸を伸ばしていく。

「昨晩もそうだったけど、ほんとにおいしい。七緒の料理の腕前は半端ないな」

「ありがとうございます」

　そこまで褒めてもらえると作り甲斐がある。今夜はなににしようかと、早くも冷蔵庫の材料を思い浮かべた。

　和食に飢えていたみたいだから、しばらくはその路線で作ってみよう。

（カツオのたたきを作っておろしポン酢と和えようかな。副菜はひじきの五目煮にして……）

　頭の中でシミュレーションしながら七緒も箸を進めていく。献立を考えるのは調理するのに匹敵するくらい楽しい。組み合わせ次第で栄養をさらに効率よく摂取できるから、ちょっとしたパズルのようだ。

　そうしてふたりで食べ終えて片づけを済ませ、聖を送り出す時間となった。

　お弁当の入った小さなバッグを持ち、玄関で靴に履き替えている彼のもとへ向かう。

「聖さん、これ持っていってください」

「これは？」

「お弁当を作ったんです。お昼はカップ麺だって言ってたから」

　聖の顔がぱぁっと明るくなった。

　バッグごと引き寄せられ、バランスを崩して彼のほうに倒れ込む。

「やっぱり最高」

　うれしそうに言って、七緒の唇に軽く自分の唇を押しあてた。

（――ええっ!?）

　まん丸にした目で彼を見つめる。思考は完全に停止していた。

「じゃ、行ってくる」

　聖は何事もなかったかのように七緒の頭をポンポンと撫で、ブリーフケース片手に玄関を出ていった。

　パタンとドアが閉まり自動で鍵がかかると同時に、七緒はその場にペタンと座り込んだ。

「今、キスした……よね……？」

　髪の毛へのキスの次が、昨夜の鼻先へのキス。徐々に核心部分に近づいたキスは、とうとう唇に到達してしまった。

（……でも、特別な意味はないよね）

　最初の二回のキス同様、気まぐれでしたようなもの。お弁当がうれしくてお礼のリアクションがオーバーになっただけにすぎない。

　頭ではそうわかっているのに胸の鼓動にそれは伝わらず、七緒はしばらくそこから動けなかった。










急速に縮まる距離、触れ合う唇




　各検査項目の数値をパソコンで確認しながら、聖は診察にやってきた七十代の女性患者、笠かさ原はら常つね子こに向き合った。

「ＢＮＰの数値が若干高いですが、ほかはおおむね良好ですね」

　心臓ホルモンと言われるＢＮＰの数値は、心房の圧を指している。

「その数値は高くても問題はないんでしょうか」

　心配そうに聞き返した常子は一年前に心筋梗塞を起こし、聖がバルーン処置を行った患者である。今日は定期的な検査で来院していた。

「心臓の働きが低下すると上昇しますが、高血圧や不整脈があっても高くなります。笠原さんは血圧が少し高めですから、おそらくそのせいでしょう」

「心臓は大丈夫ですか？」

「心臓には症状が見られませんので、ご心配には及びません」

「それはよかったわ。加賀谷先生にそうおっしゃっていただけるとホッとするの」

　聖が穏やかに微笑むと、胸を撫で下ろした常子にようやく笑顔が戻る。

　物腰がやわらかく上品な常子は五年ほど前に夫を肝臓がんで亡くし、以来自分の体は自分で守ろうと定期的な通院を欠かさない。心筋梗塞が軽く済んだのも、常日頃から体の変化に敏感になり、早めの処置ができたおかげである。

「ところで加賀谷先生、なんだか顔色がとってもよろしいですね」

　自分の体に心配がなくなった途端、意識が聖に向く。

「そうでしょうか？」

「ええ。加賀谷先生、とってもお忙しいでしょう？　あまりお休みを取れなかったりすることもおありでしょうし、お疲れじゃないかといつも心配していたんです」

「患者さんに心配をかけるとは医者として失格ですね」

　いたずらっぽく笑いかける。立場が逆だ。

「いえいえ。先生が倒れたら私たち患者は困りますから。でも今日は顔色がとってもいいから安心しました。ますます素敵ですよ、先生」

「それは光栄です」

　そう見えるのだとしたら、それは七緒のおかげにほかならない。

　彼女と同居をはじめて間もなく二週間になるが、体調がすこぶるいい。朝食や夕食はもちろん、昼食用にお弁当まで作ってもらえるため、栄養バランスに優れた食事を摂取できているおかげだろう。

　それまでは外食ばかりでバランスなど皆無。三食しっかりとるのもままならず、患者には『塩分は控えめにしてください』と指導するくせに、自分は棚上げだった。

　七緒の作る料理はどれも優しい味で、食べるだけで癒し効果があると言ってもいい。

「きっと加賀谷先生にも素敵な女性ができたんでしょうね」

　常子の指摘にドキッとさせられたが微笑むだけにとどめると、常子は見抜いたようにいたずらっぽく笑って続ける。

「もうすぐ孫が結婚するのよ」

「それはおめでとうございます」

「ありがとう。ちょうど加賀谷先生と同じくらいの年なの。だから、いつもつい先生と孫を重ねてしまってね。体は大丈夫かしらって勝手に心配したり、誰かいい人はいるのかしらって。私も年をとったわ」

　常子の言葉に、聖のほうも自分の祖父や七緒の祖母を重ねる。いくつになっても孫が心配なのは、どこも同じなのだろう。

「お孫さんにお子さんが生まれるまで長生きしないといけませんね」

「そうよね。しっかり体調管理していかなくちゃならないわ。先生、これからもよろしくお願いしますね」

「もちろんです」

「先生も、いい方とお幸せになってくださいね」

　曖昧に微笑み返しながら「お大事に」と常子を診察室から見送った。

「今夜の夕食はなんだろうな」

　ポツリと呟きながら七緒の顔を思い浮かべて頬が自然と綻ほころぶ。

　彼女の手料理だけを楽しみにしているわけではないと、この頃の聖は気づいていた。




　常子が救急車で運ばれてきたのは、その翌日だった。

　午前の診察を終えた聖は、医局へ戻る途中で看護師に呼び止められた。

「笠原常子さんって加賀谷先生の患者さんですよね？」

　救急外来の看護師の口から常子の名前が出た違和感が、聖を緊張させる。

（まさかなにかあったわけではないだろうな）

「笠原さんがどうかしたのか」

　そう尋ねながら頭の中で彼女のカルテの記録を思い浮かべる。先日、外来で診察したときに異常はなかったはずだ。

「救急車で搬送されてきたのですが、緊急オペ中なんです」

「オペ？」

　なぜ彼女の手術だというのに、担当医の聖が呼ばれなかったのか。疑惑が渦巻くとともに焦燥感に包まれる。

「青山先生が執刀しています」

「青山先生が？」

　聖は眉をひそめた。

　一弥は脳神経外科だ。つまり彼女が患っていた心臓疾患で運ばれたのではない。

「状況は？」

「ＣＴ検査でくも膜下出血が認められました」

　くも膜下出血とは脳血管の一部が破裂して、出血がくも膜下腔に広がる病気である。

「発見が遅れたため、とても厳しい状況です」

　常子は夫を亡くした後、ひとり暮らしをしている。近所に娘が住んでいると言ってはいたが……。

　看護師の言葉を聞き、聖は中央モニター室に足早に向かった。そこでは手術室の様子が映像で確認できる。

　中には数人の研修医が詰めていた。勉強のため一弥の手術を見学に来たのだろう。

　ずらりと並ぶモニターのひとつに一弥の姿がある。鮮やかな手さばきで処置が進められていく。

（一弥、頼む。救ってやってくれ……）

　時計の秒針が耳障りなほど響く中、聖は強く祈り、モニターを凝視した。




　自宅に帰り着いた聖は、体を投げ出すようにしてソファに腰を下ろした。

　心の重さも影響するのか、体がソファに深く沈み込んでいる気がする。とてつもなくひどい疲労感だ。

「おかえりなさい。……なにかありましたか？」

　エプロン姿の七緒が、心配そうに聖を見下ろす。ただいまのひと言もなく部屋に入ってきたため不審に思って当然だろう。

　常子は助からなかった。

　一弥による可能な限りの処置でも、命を繋ぎ止められなかったのだ。

　発見がもう少し早ければ救えたかもしれない。

「患者が亡くなった」

　深く息を吐き出しながら吐露する。

「聖さんが担当していたんですか？」

「ああ」

　先日、聖が診察をしたときになにか異常はなかったか。ほんのわずかでも病変の見落としはなかったか。

　常子の手術が終わった後、聖は彼女のカルテを穴が空くほど読み返した。

　あのときに彼女を救える手立てがあったのではないか。そんな後悔に駆られたのだ。

　これまでも担当していた患者が亡くなることはあった。聖が執刀した手術中に息絶える患者もいた。

　治療の甲斐なく命を落とす患者を前にするたびに、もっとできることがあったのではないかと苦い思いが込み上げる。何人もの患者を見送ってきたが、その死は何度経験しても慣れるものではないのだ。

「ちょっと待っててくださいね」

　そう言ってキッチンに立った七緒は、ほどなくしてカップを手にして戻った。

　聖の隣に腰を下ろし、カップを差し出してくる。

「ホットミルクです」

「ホットミルク？」

　夏も近いのに時季外れだなと思ったが、せっかく作ってくれたものは無下にできない。カップを受け取り、口をつけた。

「……甘いな」

　しかし嫌な甘さではない。

「メープルシロップ入りです」

　砂糖ではないらしい。ほんのりとした甘さが喉を通り、体に染み渡っていくようだ。

「聖さんの患者さんは幸せですね」

「え？」

「真剣に向き合ってもらえて。医者と患者の間って、どことなく距離感があるように感じていたんですけど、今の聖さんを見ているとそうじゃないんだなって」

　なんとか命を繋ぎたい、患者を助けたいという思いで聖は診療にあたっている。その使命感が、ときに途方もない重圧を聖に与えることがある。

　この治療が間違っていたら。診断に見誤りがあったら。

　いくら経験を積んでも、不安がゼロになることはないのだ。

　しかし今、七緒に『聖さんの患者さんは幸せですね』と言われ、聖は自分がやってきたことは間違っていなかったのかもしれないと思えた。

「ホットミルクもたまにはいいな」

「気に入ってもらえてよかったです。間もなく夕食の準備ができるので待っててくださいね」

　七緒はそう言い置き、スリッパの音を立ててキッチンに戻っていく。

　患者に真剣に向き合うのは医師として当然だと思っているが、それを他人――七緒に認めてもらえたのがなぜか無性にうれしい。

　ホットミルクの優しい甘さは、七緒そのものに感じられた。




＊　＊　＊




　聖と一緒に暮らしはじめて二十日が何事もなく過ぎていった。

　生活のペースもなんとなく掴み、豪華なマンションで快適なワークライフを送っている。

　聖の健康維持が七緒の使命。栄養バランスに気をつけた食事作りを心掛けている。もちろん料理だけでなく、洗濯や掃除も七緒の大事な仕事だ。

　そこまで完璧にやらなくてもいいと聖は言うが、それでお給料をもらうのだから手を抜くわけにはいかない。

　担当していた患者が亡くなり、憔悴した聖の様子を見たときには、改めて医師は重責を担う仕事なのだと実感して、ますます彼の力になりたいと思うようになった。

　そんな中にも、七緒にはひとつだけ差し迫った問題があった。元彼の唯斗と恵麻のパーティーである。グランビューレに制服を返しに行ったときにプライドが邪魔して招待状を受け取ってしまったことを今は猛烈に後悔している。

　招待状の存在は、ベッドサイドチェストの引き出しにしまい込んだまま今朝まですっかり忘れていた。ところが、講師時代に料理のコツをメモしたノートを探していたときに運悪く見つけ、それからずっと気が晴れずにいる。

（どうして意地なんて張ったのかな。突き返せばよかった……）

　いっそ忘れたまま約束をすっぽかしたかった。

　夜の十一時半、夕食も風呂も終えて自室にいた七緒は眠れる気がしなくて、なにか飲もうとキッチンに向かった。

（……あれ？　電気がついてる。聖さん、いるのかな）

　当直がなければ、この時間はたいてい聖も二階の自室にいて、リビングやダイニングは電気が消えているが、今夜は煌こう々こうと明かりがつき、テレビからはニュースキャスターの声が聞こえてきた。

「聖さん？」

　声をかけるが応答はない。姿が見えないためいないのかと思ったが、聖はソファで横になっていた。折り曲げた腕を枕替わりにして横を向き、足を投げ出している。

　もう一度名前を呼んでみたが無反応。テレビを観ながら眠ってしまったようだ。

「聖さん、こんなところじゃなくベッドで寝てください」

　肩を揺するが、完全に寝入っている。

「困ったな……」

　ソファで寝ていたら疲れは取れないだろう。かといって七緒が彼をベッドまで運べるはずもない。

「聖さん、起きてくださーい」

　ソファの前に両膝をつき、彼の耳元で呼びかけた。

（それにしても本当に綺麗な顔……）

　寝顔を間近でじっくり見る機会などないため、ついまじまじと観察する。

　通った鼻筋が頬に影を作り、その高さを物語っている。陶器のように綺麗な肌は女性の七緒も羨うらやむほど。切れ長の目が印象的な顔立ちをしているが、こうして瞼まぶたを閉じていると鋭さがなりをひそめ、あどけなくも見える。

「……なんか、かわいい」

　そう思ったら、猛烈に触れてみたくなった。

　息を詰め、静かに手を伸ばす。起こさないようにほんの少しだけ。

　そっと触れた頬のなめらかさが気持ちよくて、もう一度指先を往復させていたら、聖がゆっくりと目を開いた。

　とっさに引っ込めようとした手を取られ、声が喉の奥で詰まりヒュッと音を立てる。

「俺の顔で遊ぶな」

「あ、遊んでなんて……。ただちょっと触ってみたくなって」

　ボソボソと言い訳をする。

「じゃ俺も」

　聖は掴んでいた七緒の手を離し、代わりに肩を引き寄せた。

「きゃっ」

　バランスを崩して、寝ている彼に上体だけ倒れ込む。

「ひ、聖さんっ、離して」

　必死に体を起こそうとするが、首から背中にかけて腕を巻かれているため身動きが取れない。耳元に聖の吐息がかかり、顔がカーッと熱くなる。

「ちょっと七緒を抱きしめたくなった」

　たぶん七緒の言葉を真似ているだけにすぎず、からかわれているだけだろうが、そうされて平気ではいられない。

「なにかあっただろ」

「……え？」

　ドキッとした。彼の胸に顔をうずめているため、くぐもった声で聞き返す。

「帰ったときから様子がおかしい。話しかけてもうわの空だ」

　憂鬱な気持ちを聖に気づかれていたとは。

「なにがあった？」

　いつになく優しい声だった。普段はお互いに冗談ばかり言ってふざけ合っているのに、そんな雰囲気はまるでない。

「七緒？」

　聖の手が七緒の背中をトントンとする。

　話してごらん。そう言われた気がして、解けた彼の腕からゆっくり体を起こし、ソファの前にペタンと座る。

　聖の目は声から感じたままの優しいものだった。

「明日、元彼とそのお相手のお披露目パーティーがあるんです」

　聖が眉根を寄せながら体を起こす。

「あ、彼を忘れられないとかそういうんじゃなくて」

　眉間の皺ひとつで、最低な男がまだ好きなのかと問いただされたようで慌てて訂正する。両手を胸の前で振り、首も一緒に左右に揺らした。

「そのパーティーの招待状をもらっていて」

　聖から盛大なため息が漏れる。

「つくづく性根が腐ってる男だな」

「彼からもらったわけではなくて、彼女からで……」

　唯斗を擁護するわけではないが、正しい情報を伝えたい。少なくとも唯斗は恵麻を引き留めようとしていた。

「そんな女になびくんだから、どっちにしろ同じだ。で、それはいつだって？」

「明日です」

　招待状を見つけなければ、そのまま忘れ去っていたのに。今朝、あの引き出しを開けた自分を呪いたい気分だ。

「俺も行く」

「はい？　……聖さんも一緒に？」

　聖の突飛な発言には慣れてきたが、それでも耳を疑った。

「行っても行かなくても相手の思う壺つぼ。でもひとりで行ったら惨めなだけだ。だから俺が一緒に行く」

「でも大事なお休みなのに」

　明日は日曜日。夜勤もある勤務体系だからこそ、貴重な休みを七緒の用事で潰させたくない。それも元彼が主役のパーティーに付き合わせるなんて、なにひとつ楽しくない予定だ。

「七緒のプライドを守るほうが大事だろ」

「……私の、プライド？」

　思いがけない言葉をかけられ、二の句が継げない。

　いつもからかってばかりの聖の真剣な眼差しが、七緒の鼓動を高鳴らせていく。

　かわいがっていた生徒に彼氏を寝取られた、情けない女のプライドを守ろうだなんて。七緒と恵麻の妙な意地の張り合いにすぎないのに。聖は七緒を庇かばおうとしてくれている。

　言葉を忘れたように呆ほうけていると、聖は手を伸ばして七緒の頭をポンと撫でた。

「そういうときこそ俺の出番じゃないか。ふたりで一泡食わしてやろう」

　偽りとはいえ、恋人であり婚約者。その役を生かせと言いたいのだろう。

　言葉と裏腹に思いやりに満ちた言葉に胸がいっぱいになる。

「聖さん……」

「な？」

　小首を傾げ、七緒に念を押す聖にコクンと頷く。涙が出そうになったため、必死に唇を噛みしめてこらえた。

「そうと決まれば……」

　聖は数秒間考えるように宙に視線を彷徨さまよわせた後、テーブルに置いていたスマートフォンを手に取った。ソファから立ち上がり、誰かに電話をかけはじめる。

「遅くに悪い。ちょっと頼みたいことがあるんだ。っと、その前にちょっと待って」

　聖はいったん耳からスマートフォンを離し、七緒を見た。

「そのパーティーの時間は？」

　おそらく何時スタートかを聞いているのだろう。

「えっとたしか……十四時です」

　なぜ開始時刻の情報が必要なのか、不可解に思いつつ答える。

　聖は親指と人差し指で丸をつくって〝オッケー〟の仕草をし、再びスマートフォンを耳にあてた。

「急で申し訳ないんだけど、明日……」

　話しながらキッチンに向かい、冷蔵庫を開ける。ミネラルウォーターのペットボトルを取り出し、スマートフォンを肩に挟んでキャップを外した。話の合間を縫って、水を喉に流し込む。

　七緒はその様子をソファの前に座り込んだまま見つめていた。

「サンキュ、助かる。……わかった。……ああ、じゃよろしく」

　ものの五分くらいだろうか。通話を終えた聖は一気にペットボトルの水を飲み干してから、七緒のもとへ戻った。

「明日は十一時にここを出るぞ」

「そんなに早くですか？」

　ここから会場まで車で三十分もあれば着くのに、三時間も前に出てどうするのだろうか。

「いろいろ下準備があるからね」

「下準備？」

　なんの準備があるのかわからず首を傾げるが、聖はニッと口角を上げて微笑むばかり。それはクルーズ船で七緒に『名案を思いついた』と言ったときと同じく、なにかを企てたような顔だった。




　翌朝、いつもより少し遅い朝食を聖ととった七緒は、自室のクローゼットを開けて頭を悩ませていた。

　パーティーへ参加できるようなドレスがないと今さらながら気づいたのだ。実家に戻ればクルーズ船に乗ったときに着たワンピースがあるが、パーティー仕様かといったらそうではない。

　時刻は十時半。出かける予定の十一時まであと三十分あるが、少し早めに出てどこかで調達する以外にないだろう。

　そうと決まれば聖に伝えなくては。

　七緒が部屋を出ようとドアを開けたら、今まさにノックしようとしていたらしい聖が立っていた。

「あの、聖さん、少し早く出られますか？」

「なにどうした」

「私、着ていく洋服がないんです」

　目を丸くした聖に困り顔を向ける。

「今頃それ言う？」

「……ごめんなさい」

　我ながら情けなさすぎて謝るほかにない。

「なので、どこかで買って着替えてから」

「その必要はないよ。七緒はそのままでいい」

「このままって、いくらなんでもこんな格好で出席できません」

　ジーパンにアンサンブルニットでは買い物までがせいぜい。このままパーティーに出席したら、それこそ笑い者にされて惨めだ。

「とにかく心配いらないから。それを伝えに来たんだ」

「心配いらないって言われても……」

「俺だってこのまま行くつもりだから」

　聖が自分を指差して屈託なく笑う。

　スリムなジーパンにシャツを合わせたシンプルな格好だが、それはそれで聖にはよく似合っている。というか彼の場合は、なにを着てもファッション誌の一ページに掲載されたモデルのように見えるのが羨ましい。

「そういうことだから準備ができたらリビングにおいで」

「ちょっと待って、聖さん――」

　呼び止めたが、ドアは七緒のすぐ鼻先で閉じられた。

（このままの格好って……）

　クローゼットの中に置かれた鏡に改めて自分を映し出す。

　当事者のふたりはもちろんだが、ほかの出席者たちもそれなりにおしゃれをしてくるだろう。

（そんな会場にジーパンで乗り込むなんて……）

　とはいえ一緒に行ってくれる聖も似たようなスタイル。七緒だけがめかし込んだらかえっておかしい。

　それに自分が着飾っていようが普段着だろうが、誰も気にも留めないだろう。

「……よし、これで行こう」

　鏡に映った自分に頷く。

　七緒はいつも使っているバッグを掴んで部屋を出た。

　リビングでコーヒーを飲んでいた聖が、七緒に「飲む？」とカップを持ち上げる。

「いえ、大丈夫です」

　彼の隣に座りつつ首を横に振る。

　いい香りにつられたが、この後に控えている予定を考えるとゆっくりする気分でもない。

「そんなに暗い顔するなよ。俺が一緒に行くんだから心強いだろ？」

「暗い顔してましたか？」

「この世の終わりみたいな」

「今ここで世界が終わったら、私の人生、負けたままになるので困ります」

　せめて唯斗と恵麻に、へっちゃらな自分を見せつけてからにしたい。

「ならそんな顔しないで笑っていたほうがいい。知ってるか？　笑顔は脳に〝幸せだ〟って誤作動を起こさせるらしいぞ」

「そうなんですか？」

「口角が上がったときにドーパミンが働くらしい。なんだか楽しいぞって」

　たかだが笑顔なのにとバカにはできないみたいだ。

「脳は案外、体や外からの刺激に騙されやすいんだな。だから七緒も笑え」

　聖は唐突に手を伸ばして、七緒の口角を人差し指で強引に持ち上げた。

「なっ、なにするんですか……！」

「七緒を笑わせてる」

「そんな無理やり指でやったって」

「いやいや、これが効果抜群なんだって」

　と言いながら聖が七緒の顔を見てぷっと吹き出す。

「効果があるのは私じゃなくて聖さんにじゃないですか？」

「まぁそうだな。でもこれでお互いに笑顔の効果でドーパミンがドバドバ抽出されただろう」

「ドバドバって」

　七緒もついクスッと笑う。

「ほら、な？　楽しくなってきただろう？」

「もうっ」

　してやったりの顔をした聖の胸をトンと軽く叩いたら、その手を彼に取られた。ドキッとして彼を見る。

「心配するな。俺がついてるから」

　それまでのからかい口調から声のトーンがガラッと変わる。七緒に言い聞かせるように囁いた。

　意図せず胸の奥がきゅうっと詰まったようになる。それと同時に、本当に大丈夫だと心強くなるから不思議だ。絶対的な味方を得て、指で持ち上げなくても自然と口角が上がる。

「はい」

　聖は笑顔で返した七緒の頭をくしゃっと撫で、「そろそろ行こう」と立ち上がった。




　マンションの地下駐車場から七緒を乗せた聖の車が走りだす。

「ところで、どこへ行くんですか？」

　下準備と言っていたが、なにをするつもりだろう。

「いいところ」

「もったいぶらないで教えてください。なにかおいしいものを食べるんですか？」

　出陣前の腹ごしらえの意味合いとか。

「なんだ、もうお腹が空いたのか？」

「空きませんけど、ほかに見当もつかないので」

「まぁいいから、七緒は不安がらずに乗っていればいいから」

　聖が楽しげにニコニコ笑う。いくら突っ込んで聞いても、のらりくらりとかわしておしまい。そうこうしているうちに車が高い建物の地下へ吸い込まれていく。

「ここは？」

「俺の友人のマンション」

「聖さんのお友達の？」

　そんなところにどんな用事があるのか余計にわからなくなり、頭の中にクエスチョンマークが飛び交う。

　停車した車から降ろされ、早足の彼の後を急いでついていく。

　聖が暮らすマンションの駐車場と同じように高級車が何台も停まっていた。聖の友人と聞けばなんとなく想像はつくが、ここもアッパークラスが住むエグゼクティブマンションだろう。

　七緒のその想像が正しいのはすぐに判明した。駐車場からエレベーターで上がった一階はレッドカーペットが敷かれ、どこからともなく水のせせらぎが聞こえてくる。コンシェルジュがいるのはもちろん、聖のマンション同様に豪華なエントランスロビーだった。

　セキュリティゲートの前でインターフォンを押すと、ほどなくして相手が応答する。

《なんでうちに来るんだよ。俺、夜勤だったんだぞ》

　不機嫌そうな男性の声に怯まずにはいられない。

「まぁそう言うなって。もう来てるか？」

《一時間も前からスタンバイしてる。仕方ないから上がってこい》

　ゲートが開錠される音がして、ゆっくりと開く。

「行こう」

　背中に聖の手を添えられ、ゲートをくぐる。その先も三カ所の厳重なセキュリティを抜け、エレベーターで三十五階まで上がった。

　扉が開いた先にある窓の向こうに見晴らしのいい眺望が広がる。天気にも恵まれたため、遠くに富ふ士じ山さんも見えた。

　すごいと見惚れている間もなく、聖に「おいで」と呼ばれて後を追う。突きあたりのドアの前で立ち止まると同時に、中から扉が開かれた。

「聖さん、おはよう」

　顔を出したのは先ほどのインターフォンの声の主とは違い、女性だった。それもかなりの美人だ。

　緩やかにウエーブした栗色の髪をひとつにざっくりまとめ、くっきりした二重瞼に、通った鼻筋、その先には小ぶりな唇。似ている女優がいるのに、名前がすぐに出てこない。

「雪ゆき菜なちゃん、突然悪いね」

「ううん、大丈夫。聖さんのお願いならそうそう断れないから」

　雪菜と呼ばれた女性が首を横に振ると、耳につけているチェーンピアスが揺れた。

「それで、こちらが……」

「昨日話した彼女」

　唐突に紹介され、急いで頭を下げて名乗る。未だにここを訪れた理由は不明だ。

「とにかく中に入って。準備はできてるの」

　雪菜に誘われ、聖に続いて玄関に入る。八畳くらいある玄関フロアの真向かいにある格子の仕切りの向こうに開けたリビングが見通せた。

「中のほうにどうぞー」

　雪菜に案内されて奥に足を進める。モノトーンでまとめられたシックな部屋には大きな窓があり、エレベーターを降りたときの景色と同じく都会の街並みが豆粒のように見下ろせて爽快だ。

（さっきインターフォンに応答した男の人はどうしたんだろう）

　七緒が広いリビングをぐるっと見回したときだった。ダイニングキッチンのほうから背の高い男が髪をかき上げながら現れる。

「やっと寝入ったのに雪菜に起こされて、その次は聖か。俺のマンションはフリースペースじゃないんだけど」

　不機嫌そうな顔は応答したときの声のまま。目鼻立ちのはっきりとした顔は、聖と優劣がつけがたいほど整っている。聖より柔和な感じだ。

「夜勤明けで俺の顔が見られてうれしいだろう」

「病院で飽きるほど見てるからうんざりする」

　どうやら彼も加賀谷医療センターに勤めているらしい。

　毒のある言葉だが、笑っている聖の様子から察するに、いつもそんな感じのやり取りをしているのだろう。仲のいい雰囲気が漂っている。

「で、そちらは？」

　彼の視線が七緒に向いたため、急いで背筋を伸ばして頭を下げた。

「は、はじめまして、久世七緒です」

「……あぁもしかして例のお見合いの？」

　すぐにピンときたらしい。彼にも話が伝わっているみたいだ。

「七緒、こいつは青山一弥。一緒に病院で働いてる大学時代からの友人だ。雪菜ちゃんは一弥の妹」

　一弥の隣に立った雪菜がニコッと微笑んだ。

「そうなんですね」

　言われてみれば、目元が似ている。美男美女の兄妹だ。

　感心しつつ首を大きく縦に振るが、なぜ七緒がここへ連れてこられたのは今も謎である。ただ単に友人に紹介するためだとは思えず、戸惑いながら三人を順番に見た。

「さて、時間がないから早速はじめましょうか。お兄ちゃんは気にせず寝てて」

　雪菜にひらひらと手を振られた一弥は「そうさせてもらうわ」と、欠伸あくびをひとつ残してリビングから立ち去っていった。慌てて頭を下げた七緒には気づかなかったかもしれない。

「じゃ、七緒さん、こっちに座ってもらえる？」

「あの、いったいなにをするのでしょうか……」

　突如として忙しなく動きだした雪菜の背中に問いかける。ちんぷんかんぷんのため口調にはためらいが滲んだ。

「えっ、なにって……。もしかして聖さん、話してないの？」

　振り返った雪菜の目線が、七緒から聖に移る。

「まぁね」

「まぁねって、なんだそうだったんだ」

「サプライズ的な？」

　聖は少しだけ首を傾げながら雪菜に答え、七緒にニッと笑った。

「……サプライズ？」

　どういう演出なのか判然とせず、目をまたたかせて聖と雪菜を交互に見つめ返す。

「最低のふたりを懲こらしめるために雪菜ちゃんの手を借りようと思ってね」

「私が、七緒さんをとびきり綺麗にする魔法をかけるの」

　聖と雪菜から微笑み返され、さらに激しくまばたきをする。

（あのふたりを懲らしめるために私を綺麗に……？）

　聖が『七緒はそのままでいい』と言ったのは、そういうわけだったのかと、今ようやく合点がいった。ここで綺麗にしてもらうから、準備する必要はないということだ。

「雪菜ちゃんはフリーのスタイリストなんだ」

「これでも芸能関係のお仕事もたくさんしてるの」

「えっ、芸能人の方も担当してるんですか？」

「映画やドラマでおなじみの女優さんも担当してるぞ」

　聖が挙げ連ねた女優の名前に驚きょう愕がくする。どの人もトップレベルだ。

「そんなすごい方に私のスタイリングをしていただけるなんて……」

　夢のような展開に開いた口が塞がらない。間抜けにも半開きになった口を慌てて閉じた。

「だから七緒はなんの心配もいらない。俺に任せておけば万事オッケーだ」

「聖さんにじゃなくて私に、でしょう？」

　雪菜が笑いながら聖の言葉を訂正する。

　でも彼の言うこともあながち間違いではない。聖に任せておけばなんとかなるという安心感があるのも事実。出会いからとんでもない展開をいくつか一緒に経験してきたからこそ、彼の絶対的な自信は信頼に足るものだと思える。

「ですが私、なんの用意もしてないんです。着るものもなにも」

　いくら雪菜にヘアメイクを美しく仕上げてもらっても、ジーパンではちぐはぐだ。

「大丈夫。全部私が用意したから」

「七緒は身ひとつあればいい」

「そんな……、なにからなにまでありがとうございます」

　聖とふたりならジーパンでもなんでも大丈夫だなんて、ただの強がり。本当は綺麗に着飾って、唯斗に後悔させてやりたかった。彼に対する好意はなくても、裏切りの爪痕は心に残っているから。

「じゃ、はじめてもいい？　ここに座って。あ、聖さんはそこに着替えを用意してあるから、着替えて待っててね。七緒さんが完成するまで、ここは閉めまーす」

　雪菜が壁にあるパネルを操作すると、リビングとダイニングの間を仕切るスライド式のドアが現れた。隙間から手を振る聖に七緒も振り返し、ぴったり閉じたのを確認して雪菜は黒く大きなコスメボックスをテーブルの上で広げた。

　七緒の前に三面鏡を置き、肩からケープをかける。

「まずは髪のスタイリングからやっていくね」

「はい、よろしくお願いします」

　バレッタひとつで簡単にまとめていた髪を下ろし、ヘアアイロンを使って雪菜の手が加えられていく。

「雪菜さんは、ここにお兄さんと一緒に住んでるんですか？」

「ううん、私はべつのマンションでひとり暮らし。昨日、聖さんから連絡をもらって、ここに集合しようってなったの」

　雪菜によれば、お互いに知っている場所だから手っ取り早いためここに決まったらしい。一弥には今朝早く連絡を入れ、突然の来訪を告げたのだと。

　場所を提供するだけの一弥にとってみれば、夜勤明けで勘弁してくれと不機嫌になるのも当然だ。

「だけど聖さんに恋人ができたって知ってびっくりしちゃった」

　かりそめだと訂正しようと口を開きかけたが、彼がどこまで真実を話しているのかわからないため、言葉を呑み込む。余計なことを明かして、巡り巡ってお互いの祖父母の耳に入ったら大変だ。

「聖さんに恋人ができるのって珍しいんですか？」

「うちの兄もそうだけど、ふたり揃って特定の彼女の話を全然聞かないの。仕事が忙しいのもあるけど、結婚にも興味がないみたいで。まぁそれなりに遊んではいると思うけどね」

　聖と一弥は同級生で、雪菜は六つ年下の二十七歳だという。彼らは大学時代からずっとそんな感じだったと、七緒に話して聞かせた。

　ふたりともモテていたそうだが、華やかな恋愛事情でもないらしい。揃ってあの容姿だから女性たちが放っておかないが、適当にあしらっている様子だったという。

「だから昨夜いきなり『彼女をパーティー仕様に変身させてくれ』って言われて驚いたの」

　詳しい事情は聞いていないみたいで、「誰を懲らしめるの？」と聞かれて返答に困った。ひどい失恋の話はできればあまりしたくない。

　雪菜もあまり深く詮索してこなかったためホッとした。

「お忙しいのに本当にすみませんでした」

「ううん、たまたま時間が空いてたから気にしないで」

　鏡越しに雪菜が念を押す。

「聖さんには高校受験のときに家庭教師をしてもらってお世話になったしね」

「聖さんが家庭教師？」

「ちょっと意外でしょう？　ああ見えて、結構真面目なの。医者になるくらいだから頭がよくて勉強もできたしね」

　出会い方はセンセーショナルだったし、その後の言動も型破りなため、イメージとは違う。家庭教師といったら、もう少し手堅い印象だ。あくまでも七緒が抱いているイメージにすぎないけれど。

「お兄さんに教わらなかったんですか？」

　一夜も医師だから、聖同様に優秀だろう。

「血が繋がってるとダメ。わからないと頭ごなしに怒るんだもの。お互いにピリピリするしね」

「そいうものですか」

　七緒はひとりっ子のため、兄弟姉妹の感覚は想像できない。

「聖さんって豪快で物事をあまり深く考えない強引なタイプだけど、すごく優しいでしょう」

「そうですね」

　まさに雪菜の言う通り。人を巻き込んでひたすら前に突き進むが、性根の優しさですべてをカバー。強引さを許したくなる不思議な人だ。

「じつは私、高校生のとき聖さんが好きだったの」

「えっ」

　思いがけない告白に目が丸くなる。鏡の中で雪菜と目が合った。

「あ、私が一方的にね。といっても高校生のときだから淡い恋心だったな。全然脈なしだったけど」

　雪菜が肩をすくめておどける。

「今はなんとも思ってないから心配しないでね。もう十年以上も前の話だし、今はただの友人だから」

　高校時代の六つの歳の差は大きい。でも大人になった今、雪菜のような美女から好意を示されたら男性の大半はコロッといくだろう。

　そしてたぶん、聖も。

　そう考えたら、なぜか胸の奥がチクンと痛んだ。

「さて、完成っと。どうかな？」

　話しているうちにあっという間にヘアメイクが完成する。

　陶器のようななめらかな肌をパーツごとにラメ入りで華やかに仕上げた上品なメイク。軽くカールした髪は胸元で揺れ、ハーフアップにまとめた部分から計算しつくされた後れ毛が出ていて、妙に色っぽい。

　鏡に映ったのは見知らぬ女性だった。七緒はこんな自分を見たことがない。

「すごく綺麗……」

　自分を絶賛する恥ずかしさが、遥はるか彼方に飛ばされていく。時間を忘れて鏡の自分に見惚れる。

「七緒さん、ベースが美人さんだから、ちょっと手を加えるだけで済んじゃった」

「美人だなんて。……でも本当にすごい」

　首を横に振って否定しつつ、まだ目が離せない。

　ちょっと手を加えるだけでここまで激変しないだろう。さすが有名な女優を担当するスタイリスト、想像以上の完成度にため息しか出てこない。

「次はドレスね。聖さんから話を聞いて、私のほうでいくつかピックアップしてきたの。たぶんサイズ的にも問題ないと思う」

　雪菜は何着ものドレスがかかったハンガーラックを引っ張ってきた。カラーもデザインもいろいろ、どれもおしゃれで素敵だ。

「七緒さん、立ってみて」

　言われるまま立ち上がり、彼女に次から次へとドレスをあてがわれる。

「うーん……これが一番しっくりくるかな。七緒さんのイメージカラーにもぴったりだし」

　雪菜が選んだのは、レースの切り替えが施されたビスチェ風の膝丈ワンピースだった。イレギュラーヘムのフレアが優しげな印象で、ウエストマークされたリボンがかわいい。ベビーピンク色は、七緒の色白の肌を引き立たせてくれそうだ。

「七緒さんがほかのものがいいなら、もちろんそれもアリだけど」

「それを着てみてもいいですか？」

　プロのスタイリストが七緒にはこれがぴったりだと選んだ一枚なら間違いはない。雪菜が手に取ったワンピースを指差した。

「じゃ、こっちで着替えてみようか」

　雪菜に手招きで案内されたのは、廊下の先にあるパウダールームだった。洗面台がふたつあり、リビングダイニング同様にスタイリッシュな内装なのは言うまでもない。

　ドアが閉められ、早速着ているものを脱いでいく。ストッキングまで用意されていて、雪菜の細やかな気遣いに感心しつつワンピースを足から通した。

　なめらかなシルクが肌に心地よく、サイズもほぼぴったり。鏡の前でくるっと回ってみたら、スカートが軽やかにふわりと舞った。

「とっても素敵」

　まるでレッドカーペットを歩く女優のようと言ったらオーバーだろうか。でも気持ち的にはそのくらいのテンションだ。

「七緒さん、どう？」

　ドア越しに声をかけてきた雪菜に「今、開けます」と答え、脱いだ洋服を抱えてパウダールームを出た。

　七緒を見た瞬間、雪菜がぱぁっと顔を輝かせる。

「やっぱりこれで間違いないわ。七緒さんのために作られたドレスみたい」

「どれどれ」

　雪菜の後ろから、リビングで待っていたはずの聖も現れた。

　七緒を目にして、表情がそのまま固まる。ストップモーションをかけたみたいにまばたきもせずにじっと見入るが、そんな彼を前にした七緒もまた同じように目を見張った。

　聖がジーパンから、光沢のあるグレーのスーツに着替えていたためだ。ダークレッドのアスコットタイがとてもおしゃれなうえ、いつにも増して男の魅力に溢れている。

「すっごく綺麗でしょ、聖さん」

「……ああ。予想していた以上」

　息を深く溜め、実感を込めた言い方だった。

「聖さんも素敵です」

「だろう。惚れなおしたか」

　いつものジョークだとわかっているのにうまく切り返せない。これまでだったら『それは惚れているのが前提です』とすんなり言葉が出てくるのに。

　ふたりを本物の恋人同士だと思っている雪菜がいるため下手な返しができないのだと自分を言い含めるが、それとはべつに心を乱されているのがわかり動揺する。

　目を泳がせていると、聖がニッと口角を上げた。

　聖は答えを求めていないらしく、「そろそろ行こうか」とソファに置いていた紙袋を持ってきた。中身はさっきまで着ていた洋服のようで、七緒が抱えていたものもそこに一緒に詰め込む。

「雪菜さん、今日は本当にありがとうございました」

「また改めてお礼するよ」

「おいしいものをごちそうしてもらっちゃおうかな」

「任せとけ」

　聖が頼もしい言葉で返す。

「お兄様にもよろしくお伝えください」

　夜勤明けだというのに七緒たちの変身のために強制的に場所を提供させ、騒がしくしたのは申し訳ない。

　用意してもらった靴を履き、聖と七緒は頭からつま先まで全身を雪菜のコーディネートに包んだ。意気揚々とマンションを出たふたりが目指すのは、唯斗と恵麻が待つパーティーである。

　会場となっているのは、誰もが一度は名前を耳にしたことのある高級ホテル『ラ・ルーチェ』だ。製薬会社の専務を父に持つ、恵麻らしい選択と言えるだろう。

　時間に余裕はあったが、途中渋滞に巻き込まれ、ホテルに到着したときには十四時を少し回っていた。

　開始時刻を過ぎたが、聖曰く「そのくらいがちょうどいい」のだとか。遅れて登場するほうがみんなの視線を集められるからインパクトが大きいと。

　七緒はあまり注目の的になりたくないが、自信に満ち溢れた聖ならではの発言だ。

　招待状で確認しつつ、三階の会場へエレベーターで向かう。

「緊張してる？」

「ほんの少し」

　親指と人差し指で隙間を作ってみせる。

「俺がついてるだろ。怖がる必要はない」

　聖は七緒の手を取り、指を絡めてぎゅっと握った。

　大丈夫。そう言われているようで心が強くなる。なにより頼もしい味方だ。

　足を進めていると、色とりどりの花で縁取られたボードに唯斗と恵麻の名前が書かれていた。

（いよいよだ……）

　大きく深呼吸をして聖を見る。

「そんな引きつった顔すんなって」

「ちゃんと笑ってませんか？」

　聖に言われたようにしっかり口角は上げているつもりだ。

「頬がヒクヒクしてる。最高に綺麗にしてきたんだから堂々としていればいい」

「私は普段から綺麗です」

　自信家の聖を真似て、ジョークだって飛ばせる心の余裕もある。

「いいね、その調子。七緒は誰よりも綺麗だ」

　七緒を勇気づけるためだと心得ているのに、まっすぐ見つめられて鼓動のリズムが狂う。そそくさと目を逸らしたら、聖が笑みを漏らすのが視界の隅に映った。なにを照れてるんだよと思われたのかもしれない。

　受付を済ませ、ドアマンに扉を開けてもらうと、賑やかな空気が波のように打ち寄せてきた。

　親しい友人や知人だけの簡単なものだと招待状に書かれていた通り、人数はそれほど多くない。ビュッフェ形式のようで、招待客たちは思い思いに輪を作り、料理を片手に歓談している。

　聖に手を引かれ足を進めていると、方々から視線の矢が飛んできた。おそらく聖に見惚れているのだろう。今日の彼はとにかく素敵だから無理もない。

「七緒、みんながキミを見てる」

「えっ、違いますよ。聖さんを見てるんです」

　耳元で囁いた聖に七緒も囁き返す。

「そうじゃない。よく見てみて。特に男たちなんて口が半開きだ」

　言われて目線をさっと彷徨わせたら、男性たちと次々に目が合った。彼の言うように口元は緩み、呆けたような表情をしていた。

「ほんとに綺麗だから無理もない。とびきりいい女を連れてる俺まで鼻が高いな」

「とびきりって……」

　褒め倒されて顔が熱い。澄まして歩いていたが、慣れない状況に晒されて毛足の長い絨じゅう毯たんにヒールのつま先が引っかかった。

「――あっ」

「っと、大丈夫か？」

　とっさに聖に腰を支えられて転ばずに済んだものの、意図せず聖と接近して、鼓動のほうが躓つまずいたように変なリズムを刻む。

　顔を上げると聖と間近で目が合い、心拍がさらに乱れるからかなわない。

「ごめん、なさい」

　そそくさと視線を逸らして体勢を立てなおしていたら、視線の先で驚いたように手を上げる女性がいた。グランビューレで一緒に働いていた講師だ。七緒とは同年代である。

「久世さん!?」

　彼女の声に反応して、近くにいた元同僚たち三人が七緒のもとにやってくる。みんな一様にびっくりしているが、それも無理はないだろう。唯斗の元カノの七緒がここに来るとは思ってもいないだろうから。

「こんにちは」

「一瞬誰かと思っちゃった」

　挨拶をした七緒を同僚のひとりがまじまじと見る。

「まぁ久世さんはもともと美人だけど、今日はまた一段と綺麗」

「ありがとう」

「けど……今日はどうしてここへ？」

　遠回しに探られるより、はっきり尋ねられたほうが気持ちがいい。

「じつは恵麻ちゃんから招待状をもらって」

「えっ、彼女から？」

　同僚たちが顔を見合わせて困惑する。

「やっぱり山下さんって、ちょっとおかしいよね」

「久世さんを平気で招待する根性が許せない」

「うん、岡田さんもどうして止めなかったのかな」

　唯斗と恵麻を名指しして声をひそめ合う。

「あの、私なら平気だから。みんなにはいろいろとご迷惑をかけてごめんなさい」

　七緒も心の中では似たような葛藤を抱いているが、口に出したら負けた気がするためぐっとこらえる。それに、今さらなにを言っても結果は変わらない。

「迷惑なんて。ねぇ？」

「そうよ。久世さんじゃなくて岡田さんが辞めればよかったのに」

「ありがとう。でも本当に大丈夫だから」

　七緒が宥なだめていると、みんなの視線が横にスライドする。そこでようやく聖の存在に気づいたようだ。七緒に気を取られていたため視界に入らなかったらしい。

　三人がまばたきも忘れて聖に見入る。

「それで、こちらは……？」

　代表して口を開いたひとりは、かろうじて言葉が出てきたような様子だ。

「ご挨拶が遅れました。加賀谷聖と申します」

　三人は同時に「はぁ」と息漏れだけで返したが――。

「七緒さんとお付き合いをさせていただいております」

　聖がそう言った瞬間、三人の「ええっ!?」という声が高い天井を突き抜けた。

　七緒の腰を引き寄せた聖が紳士的な笑みを浮かべると、さらに「キャーッ」「うそーっ」と黄色い声をあげる。

「久世さん、こんな素敵な人とどこで出会ったの!?」

「私の人生至上、出会ったことがないイケメンなんだけど」

「羨ましい！」

　一緒に働いていたときも三人はイケメン談義をしょっちゅう繰り広げていたが、今の騒ぎはこれまで以上。聖は冷静に「光栄です」と紳士的な微笑みを崩さずに返した。

（さすがだな……）

　この手の状況に慣れている感じだ。

「もしかしてモデルとかされてるんですか？」

　この容姿ではそう思われても無理はない。

「いえ、残念ながら医者なんです」

「えぇっ、医者!?」

「それは残念とは言いませんよ」

　どこの病院か、何科かと三人に質問攻めにされるが、聖はそれにひとつずつ丁寧に答えた。

「それで、今日の主役のおふたりは？」

「ふたりなら……」

　聖の質問に三人が振り返る。目で辿たどっていくと、唯斗と恵麻は数人の友人たちに囲まれていた。

　向こうも七緒に気づき、目が合う。唯斗は当惑している様子だが、恵麻はさらに顔を綻ばせた。かわいらしい笑顔が悪女の浮かべる狡こう猾かつな微笑みに見える。

「七緒さん！」

　ひらひらと手を振り、恵麻は絡ませていた唯斗の腕を引っ張った。プリンセスラインの白い膝丈のドレスが、まるでタンポポの綿帽子のようにふわふわ弾む。頭にのせたティアラが眩い光を放った。

　ふたりが七緒の前まで来ると、それまでそばにいた同僚の三人組が遠巻きに離れていく。

「はじまったときに顔が見えなかったから、やっぱり来られないかと残念に思っていたんです」

　七緒に自分の幸せな姿を見せたくてたまらなかったみたいだ。

「ごめんね、渋滞に巻き込まれちゃって」

「そうだったんですね。それより七緒さん、今日とっても綺麗」

　恵麻が七緒を上から下まで見て目を見開く。

「ありがとう。でも恵麻ちゃんほどじゃないから」

「やだぁ、そんなことないですよ。ね？　唯斗さん」

　同意を求められた唯斗は困ったように唇を引き結ぶだけ。七緒を前にして、さすがに気まずいらしい。エレガントなスーツにボウタイを着けた唯斗と恵麻が並ぶと、披露宴さながらだ。

「ところで七緒さん、お隣の方はお友達ですか？」

　恵麻が、聖に気づいて目を見張る。七緒にばかり気を取られていたらしい。

「彼は――」

「友達に見えるのだとしたら心外ですね」

　七緒を遮って聖が答えた。腰に添えていた手で七緒を引き寄せる。半身がぴたりと聖にくっついた。

「それじゃ……」

「お付き合いさせていただいております」

　不意打ちでチュッと音を立てて髪にキスを落とされ、ピクンと肩が揺れる。

　恵麻は目をまたたかせ、その隣で唯斗は眉根を寄せた。別れてまだ二カ月なのに、もう次の男を見つけたのかと驚いているのだとしたら、それはそのままそっくりふたりに突き返したい。

　聖は胸ポケットから取り出した名刺を恵麻に手渡した。

「……医者？　えっ、加賀谷医療センター!?」

　恵麻が呟きながら愕然とする。名刺に書かれた名前を見れば、彼がその跡取りだと一目瞭然。七緒が、都内でも有数の病院の次期院長を彼氏として連れてくるとは想像もしていなかっただろう。招待状を渡したときに同伴者も大丈夫だと七緒に言ったのは、〝そんな人はいないだろうけど〟という嫌みが暗に含まれていただろうから。

「七緒さんがお医者さんと……？」

　驚きでいっぱいの表情がわずかに歪ゆがんでいく。

「キミのおかげですよ」

　声は穏やかなのに、聖はどこか棘とげのある口調だ。

「……私の？」

　彼女の目が〝どうして？〟と疑問を投げつけてくる。

「あなたがそちらの方を七緒から奪ってくださったおかげで、僕はこうして彼女と出会えた」

「奪っただなんて！」

　甲かん高だかい恵麻の声が空を切って響き渡り、会場内の喧騒がふっとやむ。招待客たちの視線が一斉にこちらに注がれた。

「違いましたか？」

「私は唯斗さんを好きになっただけです」

　唇を噛みしめ、恵麻が反論する。奪った認識はないみたいだ。

　好きになるのは自由かもしれないが、それを略奪の形で行動に移していいとは思わない。

　ここに集まった人たちのどれだけが、ふたりの経緯を知っているのだろう。少なくとも今、向けられている視線のほとんどが七緒への憐れみでないのはたしか。

　グランビューレで向けられていた同情的な目はかえって悔しかったため、違った風向きになったのがうれしい。

「なるほど。好きになったらモラルもなにも関係ないわけですね。それはあまりにも自分本位だ。でもよく覚えておいたほうがいい。誰かを傷つけて成就する恋愛は、巡り巡って自分に不幸を招く。あなたの気持ちに応えた彼は、将来同じようにべつの女性に乗り換える可能性があるわけですから」

「そんなことないものっ」

　かわいらしい顔立ちはどこへやら、恵麻の顔が醜く変わっていく。

「ともかくキミたちにはひと言お礼を言いたいと思っていましたから、こうしてお会いできてうれしいですよ」

　興奮気味に声を荒らげた恵麻と対照的に、聖は変わらず紳士的な態度を崩さない。それでも言葉には嫌悪感が滲んでいた。

「では、用件は済みましたので、僕たちは失礼させていただきます」

　聖が不敵な笑みを浮かべて七緒をさらに引き寄せる。

「恵麻ちゃん、今日は素敵なパーティーに招待してくれてありがとう。途中退席になってごめんね」

　七緒はめいっぱいの笑みをふたりに向けて浮かべた。作り物ではない笑顔をふたりに見せるのは別れてから初めてだ。

「七緒、行こう」

「はい」

　彼に頷いてふたりに背を向ける直前、視界に入った恵麻は口惜しそうに歯を食いしばっていた。

　会場を出てドアが閉まった途端、肩から力が抜けていく。

「はぁ、すごくすっきりしました」

　こんなにも清々しい気持ちになったのは何年ぶりか。気分が晴れ晴れとして爽快だ。

「七緒から奪えるくらいだから相当いい女なんだろうと思っていたけど、見事に期待を裏切られた。七緒の足元にも及ばない」

「ありがとうございます」

　度を超えた褒め言葉もすんなりと受け入れられるのは、心の奥底でじくじくと燻くすぶっていた火種が綺麗さっぱり消えたおかげ。塵ちりのひとつも残っていない。

「聖さんがしっかり恋人役を演じてくれたおかげです」

　容姿端麗なうえ、立派な医者が彼氏なんて最強だ。

「恋人役、ね……」

「はい？」

　聖がボソッと発した声が聞き取りづらく、首を傾げて隣を見上げる。

「いや。……よし、綺麗さっぱり成敗して最高にいい気分になったところで、このままどこかへ出かけようか」

　首を横にひと振りし、聖がニカッと歯を見せる。

「どこかへ？　それならまずなにか食べたいです」

「なんだ、腹が減ったのか」

「朝、食べたきりですよ？」

　いつもより遅い時間だったとはいえ、お昼をとうに過ぎた三時過ぎ。嫌な緊張から解き放たれたら、急にお腹の虫が鳴いた。

「ったく色気がないな」

　呆れたように言いながらも、聖はどこか楽しそうだ。

「じゃ、最高においしいものを食べて、最高に楽しいことでもするか」

「最高においしいものはわかりますけど、最高に楽しいことって？」

「さぁ？　俺もわからない」

　外国人がするジェスチャーのように両手を広げて肩をすくめる。

「なんですかそれ」

「今日限定で七緒の希望をすべて叶えてやる」

「大きく出ましたね。なんでもいいんですか？」

「俺に叶えてやれないことはない」

　さすが自信に満ち溢れた男は違う。聖は胸を張りニヒルに笑った。

　本当になんでも叶えてくれそうな頼もしさだ。

「それじゃ手はじめにお腹いっぱい食べたいです」

「よし、任せておけ」

　七緒の手を取り、ホテル内を闊かっ歩ぽする。すれ違う人たちの視線をことごとく奪いながらエントランスを抜け、聖の車に乗り込んだ。

　聖に連れていかれたのは、街のざわめきから離れたビルの地下一階。隠れ家的にひっそりとある天ぷらの店だった。

　しっとりと落ち着いた雰囲気の店内は大人のデートにぴったり。店主に電話を入れ、オープン時間を少し早めてもらったため、店内は七緒たちふたりだけだ。

　カウンターで店主とも会話を交わしながら、対馬つしまの車海老、北ほっ海かい道どう産アワビ、千ち葉ば県産の菜花など、こだわりの食材を目の前で揚げてもらいつつ箸を進める。

　揚げ方のコツや隠し味をこっそり教えてもらいながら、おいしい料理を心ゆくまで堪能した。

「ほんっとうにおいしかった」

　これまで食べた天ぷらはなんだったのかと疑念を抱くくらい極上の味だった。聖の言っていた〝最高においしいもの〟でお腹が満たされ大満足である。

「かなり食べたよな」

「自分でもびっくりです。ごちそう様でした」

「でも俺は、七緒の作る料理のほうが絶品だと思うぞ」

「またまたー。それは褒めすぎですから」

　思わず聖を肘で小突いたら、彼はオーバーに痛がって七緒を笑わせた。

　店を出しているプロの料理人に七緒が敵うわけがない。

（……まぁ私もプロといえばプロなのかもしれないけど）

　お腹を押さえながら地上に出ると、空は薄紫色に変わりつつあった。梅雨の時期まであともう少し。陽が延びていく季節だから日没までまだある。

「七緒はなにかしたいことある？」

「うーん、そうですね……。じゃあ街をぶらぶら歩きたい」

「歩くだけ？」

「はい。せっかくおしゃれしたので車に乗ってどこかへ行くんじゃなくて、この格好で歩きたいです」

　プロにヘアメイクしてもらう機会なんてそうそうないから、めいっぱいこのスタイルを満喫したい。

「なるほど。自分の美しさをみんなにアピールしたいってわけか」

「そうは言っていません」

　なぜそうなるのか。

「謙遜するな」

「や、だから違うと――ひゃっ」

　突然ぐいと手を引かれ聖が歩きだす。

「そうと決まれば行くぞ」

　嬉き々きとした横顔を見たら、七緒もうれしくなってくる。

「思いきり楽しみましょうね」

「ああ、そうだな」

　眩しい笑顔に七緒も笑い返す。

　彼氏と友人に裏切られ、失意の底にいたのが嘘のよう。クルーズ船で聖と出会ったときには、楽しい気分になれる日がこんなに早くやってくるなんて想像できなかった。

　泣き寝入りで終わりを迎えようとしていた過去の恋にきっちり落とし前をつけられ、これでしっかり前を向いて歩ける。

　それもこれも聖がいてくれたから。はじめは彼に振り回されているように感じていたが、その強引さにつくづく助けられた。

　聖がいなかったら、きっと未だに深く暗い闇の中でうずくまっているだけだったろう。今日のパーティーでさらに打ちひしがれ、自信を根っこから引き抜かれて立ち直れなかったかもしれない。

　街を歩きながら目につくお店に足を踏み入れ、気になるものを見つけては「これがいい」「あっちもいいぞ」と探索するのが思いのほか楽しい。

　おしゃれな店がずらっと建ち並ぶ街を端から端まで歩いたような感覚なのに、疲れも感じない。聖の隣にいる心地よさと、それとは相反する胸の高鳴りが、七緒を戸惑わせていた。

　多くの人で賑わう街から少し逸れ、ふたりは公園にやってきた。おそらく先ほど食事をするときに車を駐車したあたりだ。

　木の配置から植物の色合いまで計算されたように整備された園内は、日が落ちるのを待つライトアップがぽつぽつと灯りはじめている。

　子どもの姿はなく、数組のカップルが七緒たちと同じくゆっくり散策していた。

「夜になっちゃいますね」

「そうだな。そろそろ帰るか？　それとももっと遊ぶ？」

「最高にするなら、まだまだです」

「だよな」

　同意の返事は彼もハッピーな証拠。七緒同様に楽しんでくれているのがうれしい。

「それじゃこの後ゆっくりお酒でも飲むか」

「いいですね」

　手をぎゅっと握りなおし、足を進めたときだった。

　突如としてあたりに鮮やかなライトが灯り、足元から水が噴き出してきた。

「きゃっ！」

「なんだ!?」

　あちらこちらで一斉に噴出した水が、今度は空から降ってくる。色とりどりのライトに照らされ、カラフルな水しぶきが上がった。

　どうやら大きな噴水の仕掛けがある場所だと気づかず歩いていたらしい。

「きゃーっ、冷たーい！」

「七緒、こっちだ」

　躍る光と水。その中を聖に手を引かれて逃げ惑う。ライトに照らされ、七緒たちも鮮やかな色彩の一部になったよう。

　頭から噴水を浴びワンピースも濡れてしまったのに、なぜか笑いが込み上げてくる。水のカーテンをすり抜けて駆けるのが楽しいのは、聖と一緒だからなのか。

「聖さん、待って！」

「ほら、早くしないと全身びしょ濡れになるぞ」

　もう時すでに遅しだと思うと余計におかしくなってくる。

　ぴょんぴょんとジャンプしながら走り、広い噴水から出たときにはふたり揃って洋服から水が滴っていた。

「ずぶ濡れだな」

「ゲリラ豪雨にでも遭遇したみたい」

　ふと周りを見たら、立て看板に『一時間に一度、ブルータイルの一帯から水が噴き出します。ご注意ください』と注意書きがあった。

「あんなの気づきませんよね」

「まったくだ」

　顔を見合わせて笑い合う。夏が近い時期で助かった。これが秋や冬だったら即座に風邪ひきコースだ。

「聖さん、髪がぐちゃぐちゃ」

「七緒もな」

　そっと伸ばされた聖の手が、七緒の髪に触れる。そのまま頬に移動させ、ふと真顔になった。

　濡れた瞳で見つめ合い、まばたきもできない。ふたりだけの世界に一気に没入していく。

　どちらからともなく引き寄せられるようにして――。

　唇が重なった。

　七緒の体を抱き寄せる逞しい腕にドキリと鼓動が跳ねる。

　数秒間触れ合っていた唇が離れ、七緒の両頬に手を添えた聖がコツンと額を合わせた。間近で絡む視線が熱い。

「七緒」

　名前を呼ぶ声の甘さに胸が切なく疼く。

「……好きだ」

　囁き声が耳をくすぐり、脳に届くより先に心に到達する。そこから鼓動が刺激され、心音がスピードを上げていく。七緒はそれに突き動かされるように口を開いた。

「私も好き」

　唐突に自覚した気持ちを素直に白状する。理由なんてわからない。確実なのは、彼への想いがたしかに七緒の中に存在していることだけ。

　いつの間にか育っていた恋心が、聖を急速に求めだす。

「最高の夜にしてください」

　七緒の渾こん身しんの告白に、それまで真剣な眼差しを注いでいた聖がふっと表情を解く。

「約束した通り、七緒の願いを叶えるよ」

　鼻先を擦り合わせ、もう一度軽くキスする。

「風邪をひく前にここから退散しよう」

「はい」

　聖に手を繋がれ、車を目指して歩く。途中、すれ違う人たちから好奇の目を向けられたが、まったく気にならない。むしろ気持ちが高揚して怖いものはなかった。




　マンションに到着し、車を降りてエントランスロビーを急ぎ足で通過する。コンシェルジュが七緒たちの惨状に驚いて駆け寄り、「すぐにタオルをお持ちします」と慌てたが、「部屋に帰れば大丈夫ですから」と聖が笑顔で返した。

「七緒はまずお風呂に入っておいで。もうお湯もたまってるはずだ」

「えっ、いつの間に？」

　今帰ったばかりで準備している時間なんてなかったはず。

「さっき車に乗る直前にこれで操作しただけ」

　聖はスマートフォンを取り出してかざした。エグゼクティブクラスの住むマンションであれば、出先からスマートフォンひとつで自在なのも当然かもしれない。

「じゃ聖さんから先にどうぞ」

　聖は明日仕事が控えているから体調を崩すわけにはいかない。患者が待っている。

「俺はこう見えてレディーファーストなんだ」

「そうでした？」

「コラコラ」

　冗談めかして返したら額をツンと指先で弾かれた。

「ともかく七緒が先。ほら入ってこい」

「でも――」

「そんなに俺が気になるなら一緒に入ろうか」

　七緒に顔を近づけ、いたずらっぽい表情でからかう。

　聖なら本気でそうしかねない。

「お、お先に入らせていただきます」

　狼狽えながらくるりと方向転換。背中に聖の笑い声を受けながらバスルームに急いで逃げ込んだ。

　熱いシャワーを頭から浴びてなみなみとお湯がたまったバスタブに浸かると、冷えた体が急速にあたたまっていく。

　先ほどから七緒の鼓動は早歩きを保ったまま。聖の放った『好きだ』の言葉が何度も蘇っては、そのたびに胸が切ないくらいに高鳴る。

　かりそめの恋人のはずだった。恋心なんて生まれる予定はなかった。

　時が経てばまたもとの生活に戻るのだと考えていたのに、わずかな間に膨らんでいた想いが七緒の心のほとんどを占拠している。自覚した途端、その大きさに自分自身で驚くくらいに。

　さっきのアクシデントがなかったら、お互いに気持ちを伝え合う展開にはならなかっただろう。だとしたら不意打ちの噴水攻撃には感謝しなければならない。

「聖さんも冷えてるし、そろそろ出ないと」

　バスタブから上がり、急いで体を拭く。引き出しに入れている下着とルームウエアを着てパウダールームを出た。髪を乾かしている猶予はない。

「聖さん、お先でした」

「なんだ、ずいぶん早いな」

　リビングにいた聖は濡れた服を脱ぎ、べつのシャツを羽織っていた。

「もっとゆっくりあったまればいいのに」

「ゆっくりしましたよ」

　体は十分あたたまっている。ついでに聖の優しさで心もポカポカだ。

「髪が濡れたままじゃないか。先に乾かしておいで」

「そのうち乾くから大丈夫です。聖さんも早く入って」

「なんだ、そんなに早く俺と〝したい〟のか」

「ちっ、違いますから！」

　火照ほてっていた頬をさらに熱くさせながら、楽しげに口角を上げる聖の背中をバスルームに向かって押した。

「なら、七緒もおいで」

　七緒の手を取って引っ張る。

「私はもう入りましたからっ」

「そうじゃない。俺が入っているうちに髪を乾かせって意味」

　なるほど。ではそうさせてもらおうと、抵抗して踏ん張った足から力を抜く。聖の後に続いてパウダールームに舞い戻った。

　七緒が引き出しからドライヤーを出しているうちに着ているものを脱ぎ去った聖の背中が、大きな鏡に映り込む。ほどよく引きしまった体に、ドクンと心臓が音を立てるからたまらない。

「髪が乾いたら、俺の部屋で待ってて」

「は、はい……」

　彼の部屋、すなわち寝室だ。

　その後に訪れる展開を想像して、体じゅうの血が沸騰しそうになる。

　ぶんぶん頭を振って妄想をやり過ごしたが、すりガラスのドアの向こうでシャワーを浴びている聖の姿がうっすら見えるからたまらない。

　そそくさと目を逸らしてドライヤーのスイッチを入れ、高速で髪を乾かして慌ただしく出た。

　螺旋階段を上がって聖の部屋のドアを開ける。何度か起こすために入ったことはあるが、今夜の目的はべつにあるため緊張が否応なく七緒に襲いかかった。

（どうしよう……）

　最高の夜にしてくださいなんて大胆な発言をしておきながら、七緒はそもそもキスより先の経験がない。大きく出すぎたと、今さらながら後悔だ。

　ひとまずベッドの隅にちょこんと腰を下ろしたが、心が浮足立って落ち着かない。かといってなにかすることもなく、明日の夕食のメニューを決めようと考えつく。

（冷蔵庫にあるのはたしか鶏とりのひき肉と冬瓜と……）

　ところが、あれこれ材料を思い浮かべているうちに部屋のドアが開いて聖が入ってきた。白いＴシャツにハーフパンツのラフな格好だ。

「もう出たんですか!?」

　たぶん十分も経っていない。

「即行で入ってきた」

「ゆっくりあたたまらなきゃダメじゃないですか」

「七緒が待ってると思ったら、いてもたってもいられなかった。それにこれから否応なく熱くなるから心配いらない」

　その言葉の真意をすぐに察して目をあちらこちらに泳がせていたら、いきなり視界が反転する。聖にベッドに押し倒されたが、びっくりして声も出なかった。

　聖が片手を背中に回し、七緒をたやすくベッドの真ん中に移動させる。七緒の髪を優しく撫で、もういっぽうで指を絡ませた手が熱い。

「七緒」

　注がれる視線と声の甘さに耳が、体が、心が痺しびれる。愛いとおしさの込められた瞳に息をするのも忘れてしまう。

「最高の夜にしよう」

　落ちてきた唇を七緒はすんでのところで胸を押して止めた。

　なに？と訝しげに聖が目を細める。これからってときに止めるなと言いたげだ。

「ひとつだけ言っておきたいことがあるんです」

　まばたきで頷いた聖に先を続ける。

「私、こういう経験がなくて」

「……え？」

　まさか、嘘だろ。聖の戸惑いが手に取るようにわかる。彼氏がいれば経験があって当然と思っていただろう。むしろ突き詰めて考えもしなかったかもしれない。

「彼とはその……キス止まりだったんです」

　呆気にとられていた聖の目がにわかに三日月のようになる。

「なんだそのうれしいサプライズは」

「うれしい、ですか？」

　彼氏と呼べる存在があったにもかかわらず、二十六歳にもなって男性経験がないなんて七緒は恥ずかしさでいっぱいだ。聖にこんな暴露をする羽目になるとは想像もしていなかった。

「ああ、狂喜する。窓を開けてみんなに知らせてやりたいくらいだ」

「やだ、やめてください」

　聖ならやりかねないため本気で引き止めにかかる。

　七緒が処女だとわざわざ発表するのは勘弁してほしい。

「なら我慢するか。でも……」

　聖の眼差しが輪をかけて熱を帯びていく。

「七緒は俺だけ知っていればいい。これまでもこれからも」

　プロポーズめいた言葉が七緒の心を捕らえて離さない。

　七緒には後にも先にも聖だけ――。

　ゆっくり近づいてきた彼の唇を今度こそ受け止めた。

　聖は唇を重ね合せたまま優しく擦り、啄ついばんでは熱を上げていく。七緒の髪に指を絡ませ、握った手から聖の想いが伝わるよう。

　差し込まれた舌の熱さと読めない動きに意識を飛ばしかけるが、彼から吐息交じりに「七緒」と呼ばれるたびに引き戻される。

　どちらのものともつかない甘い息づかいが唇の端から漏れ、部屋中に艶やかな空気が満ちていく。

　もう聖以外に見えない。

　この世にふたりしか存在していないかのような感覚にとりつかれ、彼を手離したくないと必死にキスに応える。絡ませる舌の温度で、もっと想いを伝えたい。

　恋なんてもういいと思っていたのに、聖を強く求める気持ちは止められなかった。

　触れ合った唇や舌の心地よさに陶酔しつつ、彼の広い背中にしがみついていると、聖の手はルームウエア越しに七緒の体をまさぐりはじめた。その手つきが卑ひ猥わいで、知らないはずの官能の疼きが七緒の腰を、足をくねらせる。

「んん、ふ……」

　鼻から漏れる吐息の甘さが、聖を扇せん動どうしてしまったか。キスを解いた彼の舌が、肌を這いながら首筋へ下りていく。ときおりピリッとした痛みでいくつもの赤い印を植えつけながら。

　見えるところにつけられるのは困ると頭では考えるのに、それを止めようとも思わないのは、少しずつ聖のモノになっていく喜びを感じているせい。それどころか、もっとつけてほしいと自ら体を押しつけていた。

　いつの間にかすべてを晒した素肌は薄紅色に染まり、どこもかしこも聖の愛あい撫ぶでとろけていく。

　準備万端整った七緒の体は、あとはもう聖を待つだけ。火傷やけどしそうなほど熱く見つめ合ったまま、彼の滾たぎったものを受け止める。

「……っ……七緒、大丈夫か？」

　聖の悩ましい声と苦く悶もんの表情から滴る男の色気が、七緒の胸を甘く締めつけてやまない。七緒を気遣う彼の優しさもうれしくてたまらなくなる。

「う、ん……大丈夫」

　均整の取れた彼の逞しい体に腕を回し、吐息交じりに応える。本音では決して大丈夫ではないが、聖と繋がれた喜びが勝っていた。

　聖が七緒を労わるようにゆっくり優しく動く。強烈な圧迫感と引っかかるような鮮烈な痛みは徐々に薄れ、恍こう惚こつとした愉悦に取り替わっていく。

　彼とひとつになる喜びに酔いしれ、頭が白く霞む。

　切れ切れに名前を呼び合い、飽きるほど「好き」と伝え合った。




　翌朝、七緒はいつも通りの時間に目覚めた。

　背後から七緒を抱きしめるようにして腕を回した聖は、まだ寝息を立てている。彼を起こさないように、七緒は静かに寝返りを打った。

　目の前にある寝顔を見つめながら、嫌でも昨夜のシーンが蘇る。想いを伝え合い、激しく求め合った甘い夜を、七緒は一生忘れないだろう。

　お見合いを回避するための嘘が、こんなにも幸せな恋を運んでくるなんて想像もしていなかった。

（どうしよう、うれしくてたまらないんだけど……）

　思わず彼の胸に顔をうずめてハッとする。

　想いを確かめ合った喜びで忘れていたが、聖はもともと結婚には興味がないということを思い出したのだ。

　ふたりのはじまりは、結婚を阻止するためだった。

　プロポーズみたいな言葉を言われたが、それは場を盛り上げるためのエッセンス。彼のサバサバした性格から考えると、この関係は今だけで、いつか終わりを迎えるのではないか。

　彼にとってみれば、七緒はこれまでの女性たちとの関係と同じ。愛は存在しても、恋人止まり。聖の気持ちを疑っているのではなく、ふたりの間に〝永遠〟――つまり結婚の文字はない気がしていた。

（やだな、私だって結婚は考えられないって言っていたくせに）

　好きな人ができた途端、ずっと独占していたいなんて身勝手だ。想いが通じ合っただけでいい。

　それ以上を考えるのはやめようと、頭から雑念を追い払う。

　聖の腕をすり抜けて寝室を後にし、身支度を整えてエプロンを着ける。仕事へ出かける聖のために、愛情たっぷりの朝食を作ろうと気持ちを切り替えた。

　今朝のメニューは淡白なタラに擦り下ろしたレンコンと明太子をたっぷり和え、それをトッピングして焼いたものと、セロリの和風漬け。だし巻き玉子は少し甘めに仕上げ、お味噌汁には揚げナスを使った。

　昨夜セットし忘れた炊飯ジャーは起きてすぐに炊きはじめたため、ちょうど出来上がったところ。

（そろそろ聖さんを起こさないとね）

　エプロンをいったん外し、階段を上がって寝室へ向かう。

　聖はまだ夢の中。幸せそうな顔は、いつかソファで寝こけていたときのようにあどけない。

　息を殺してそっと顔を近づけ、頬に唇を押しあてた瞬間――。

「きゃあっ」

　七緒はベッドに引きずり込まれた。

　ニヤリと笑った聖は勝ち誇ったようだ。

「起きてたんですか？」

「七緒がベッドを出てすぐにね。昨夜の余韻から抜け出したくなくて、ずっとゴロゴロしてた」

「じゃ寝たふり？」

「七緒は絶対どこかにキスしてくるだろうと予想した通りだ」

　動向を読まれていたとは不覚だ。

「場所もあたりました？」

「照れ屋の七緒だから唇はないだろうと踏んだ。額か頬のどっちかに違いないとね」

「読み通りですね」

　なんだかとても悔しい。照れ屋だとばれているのも恨めしい。

「というわけで、おはよう、七緒」

　抱き込んだ七緒の鼻先にキスをした聖は、そのまま唇にも触れた。

「……おはよう、ございます」

　体勢のせいで昨夜の出来事が鮮明に蘇り、頬がカーッと熱くなる。

「ご飯、できたので起きませんか？」

　その映像を振りきるために朝食を口実に逃げようとしたが、聖は体を起こして七緒を組み伏せた。

「もう少しだけいいだろ。なんなら仕事前に一発」

「一発って！　言い方！」

「言葉を変えたって行為は一緒だ」

　キスでごまかされそうになったが、聖の胸を押し返した。

「とにかくダメです。聖さんを遅刻させるわけにはいきませんから」

「わかったわかった。ちゃんと起きるよ」

　ようやく観念したか、聖は体を起こして大きく伸びをした。はらりと落ちた毛布の下は、昨夜脱いで裸のまま。露あらわになった逞しい体から急いで目を背けて七緒はベッドから下りた。










去ったはずの受難、再び




「加賀谷先生、次の患者さんで今日の診察は終わりです。紹介状はお持ちではないんですが、初診の方です」

　聖は、初診の際に患者に記載してもらう問診表を看護師から受け取った。

　患者は二十代前半の女性。一週間ほど前から激しい動どう悸きを覚えているという。

　すでに名前などの必要事項が入力された電子カルテを開き、患者の受付ナンバーをマイクでコールする。

「失礼します」

　ドアが開き、患者が入室した。

「お待たせしました。おかけください」

　椅子を勧めながら患者へ目を向けた聖は、見覚えのある顔に目をわずかに細めた。

（どこかで会った気がするが、どこだったか……）

　色白で目が大きく、一般的にかわいいと言われる部類の女性だ。しかしカルテの名前を見てもピンとこない。

「加賀谷先生、私が誰だかわかりませんか？」

「申し訳ありません。どこかでお会いしたでしょうか？」

　必要以上に目をパチパチとしばたたかせて聖を見つめる患者に首を捻る。

「十日ほど前に、あるパーティーで」

　そのヒントでようやくわかった聖は、またたく間に顔から表情を消し去った。

　七緒を傷つけた略奪女だ。

「思い出してくださったんですね。うれしい」

　聖の冷たい目にも怯まず、恵麻は両手を握りしめてにこやかに笑い返した。

「今日はどういったご用件でしょうか」

　抑揚をつけず淡々とした口調で問いかける。

「どういったって、問診表にも書きましたが胸が苦しいんです。それでぜひ加賀谷先生に診てもらいたくて」

　恵麻は胸を押さえて、いかにも苦しいといった表情を浮かべた。

　とてもそうは見えず、小さく息をついてカルテに向きなおる。

「申し訳ありませんが、あなたの遊びに付き合っている時間はありません」

　なにをしにここへ来たのか知らないが、この女にかかわっている暇はない。そもそもあのパーティーで聖にさんざんこき下ろされたというのに、よくここまで来られたものだ。いや、図太い神経だからこそ、人の恋人を奪えるのだろう。

　お引き取り願うつもりで冷たく突き放したが――。

「お医者様なのに患者を見捨てるんですか？」

　恵麻も簡単には引き下がらない。捨てられた猫みたいにすがる目つきで聖を見る。

　至極まっとうなことを言われれば、聖もそれ以上は突っ撥ぱねられない。

「嘘じゃないんです。本当に動悸がして」

　医師として患者の選えり好みはするべきではないだろう。たしかに恵麻は腹を据えかねる女性だが、それと医療行為とは別問題。公私の区別はしっかりつけなければならない。

　聖が聴診器を耳にかけると、恵麻は口角をぐっと上げ、意気揚々とカットソーの裾を持ち上げようとした。

「脱がなくてもいいです」

　洋服の上からでも十分に心音は聞こえるため、脱ぐ必要はない。

　即座に止める聖を恵麻はどことなく悔しそうに見た。

「息を吸って……止めて」

　呼吸の指示をしながら注意深く音を聞くが、特に異常は検知できない。

「ホルモンバランスの影響かもしれませんね」

　妊娠すると、それを継続させるために女性ホルモンが大量に排出される。そのホルモンにはプロゲステロンというものがあり、自律神経の働きに影響を与えて妊娠前にはなかった動悸を引き起こす場合があるのだ。

　恵麻は妊娠中だと七緒から聞いている。

「ホルモンバランス？」

「妊娠されていますよね？」

　首を傾げた恵麻の質問に質問で返す。

　彼女は不自然に目を逸らし、あちらこちらへと泳がせる。

「うちの産婦人科にかかってるんですか？」

「え？　あ、まぁ……」

「担当医は？　今回の症状についての相談は？」

「いえ、その……」

　妊娠を出した途端、彼女がしどろもどろになる。どう答えようかと必死に言葉を探している感じだ。胸がやけにざわつく。

　まさかとは思うが……。

「産婦人科のほうにも連絡を取っておきましょう。医療は連携が大切ですから」

　かまをかけようと、聖が胸ポケットから業務用のスマートフォンを取り出したときだった。

「待ってください。違うんです」

　恵麻が慌てたように聖を止める。

「違う？　なにが」

「あれは勘違いだったんです」

「勘違い？　妊娠してなかったってことか」

　聖の嫌な予感は的中した。

　あまりにも無責任な発言に激しい怒りを覚え、丁寧口調が吹き飛ぶ。

「想像妊娠ってあるじゃないですか。あれです」

　最後には悪びれもせず、ペロッと舌を出した。

　呆れて言葉も出てこない。七緒の恋人を寝取って妊娠したと騒いだ揚げ句、それが勘違いだったとは信じられない女だ。

「どれだけふざければ気が済む？」

「ふざけてなんていません。私だってびっくりしたんですから」

「最初から妊娠してなかったんじゃないのか」

　そうだとしか思えない。七緒から完全に奪うために一芝居を打ったのではないか。

「ひどいです」

　目元に手をあて、泣くような仕草をする。

「ともかくキミの心臓はなんともない。毛が生えている疑いはあるが」

「毛？　どういう意味ですか？」

　恵麻はすねるように唇を尖らせた。かわいく見せるための仕草だとしたら、聖には逆効果だ。苛いら立だちしかない。

「自分の胸に手をあてて考えてみたらいい。診察は以上。お大事に」

　今度こそ退室してもらおうと手の平を上にしてドアのほうを指す。

「私で診察は終わりですよね？」

　彼女を訝しげに見たら、「どうして知ってるんだって顔ですね」と楽しげに笑う。

「加賀谷先生のお時間の一番最後の予約にしてくださいってお願いしたんです。これからランチをご一緒しませんか？」

　意味のない診察の次は食事ときた。

「……キミはいったいなにを考えているんだ」

「先生とお食事がしたいんです」

「結婚予定の彼氏がいる人間の振る舞いとは思えないな」

「彼とは正式に婚約してはいませんから。……というか、結婚はしないので」

　恵麻が次から次へと耳を疑う言葉を並べる。

　聖はデスクに片方の肘をつき、彼女を呆れ返った目で見た。胸の奥から嫌悪の塊かたまりが込み上げて吐きそうになったが、大きなため息でかわしてやり過ごす。

「悪いが、俺はキミが嫌いだ」

「そんなにはっきり言わないでください」

「はっきり言わなければキミはわからないだろう」

「でも先生、知ってますか？　嫌いって感情は好きに変わりやすいんです。ちょっとしたきっかけでコロッと」

　つくづく虫むし唾ずの走る女だ。七緒の元彼が、なぜこんな女に引っかかったのか理解に苦しむ。

　恵麻は手を返す仕草をして屈託のない笑みを浮かべ、さらに続ける。

「私がいい例ですもん。パーティー会場で先生に一喝されたときには頭にきたけど、そうして叱ってくれる人は初めてだなって考えていたら好きになっていました」

　だから彼とは結婚しないというのか。

　呆れるのを通り越して、恵麻の思考回路が心配になる。脳神経外科の一弥にカルテを回してやろうかと本気で考えた。

「キミと話していると頭がおかしくなりそうだ」

「それは私を好きになる兆候じゃないですか？」

　口元に手をあててふふっと笑う。気味が悪い。

「それに七緒さんより私のほうが有益です。私の父、アオヤマ製薬の専務なんです」

「アオヤマ製薬？」

　加賀谷医療センターにおいてもっとも取引の多い製薬会社だ。日本国内におけるシェアでもトップクラス。その専務ときた。

「新薬を優先的に調達したり、加賀谷先生に講演依頼という形で資金を提供したり、病院にとっても先生にとってもおいしいと思いませんか？　私が父におねだりすれば簡単ですよ。七緒さんとの結婚を考えているのなら、私に乗り換えたほうが断然お得です」

　まるでスマートフォンのキャリア乗り換えを勧めるＣＭみたいだ。

「さも素晴らしい話をしているようだが、その気はない。とにかく診察は終わったんだから帰れ」

　先ほどから看護師がチラチラと診察室を覗きに来ており、なんの揉もめ事ごとかと心配そうにしていた。

「ちょっ、待ってってば」

「二度と顔を見せるな」

　聖は恵麻の腕を掴んで立たせ、ドアを開けて追い出した。

　稀に見る悪女と対たい峙じし、どっと疲れが出てくる。胸糞悪いとはこのことだ。

　看護師に「騒がしくして悪かった」とひと言謝り、医局へ足を向けた。

　もしかしたら七緒の元彼も、なにかしらの手段を使って奪ったのではないか。あんなにアクの強い女に心変わりするなど考えられない。

　反へ吐どが出るほど不愉快な気分を抱えて歩いていたら、不意に呼び止められた。

「加賀谷先生」

　振り返ると同時に腕を取られ体を密着させられる。カシャッと音がしてすぐ、腕は解放された。

「――おまっ」

「ツーショットの撮影成功」

　恵麻だった。満足そうに笑い、スカートをひらりとなびかせて意気揚々と立ち去っていく。

（あれだけこっぴどく突っ撥ねたのに懲りずにうろつくとは、いったいどういう神経をしてるんだ）

　次々と繰り出される言動に苛立ちを隠せない。

　拳を握りしめて恵麻の背中を睨みつけていたら、今度はべつの声がかけられた。

「モテる男はつらいな」

　一弥がニヤニヤしながら聖の肩をトントンと叩く。

「患者さんか？」

「……いや」

　首を一振りして続ける。

「一弥にひとつ頼みたいことがある」

「俺に頼み？　聖が珍しいな。じゃあランチでもとりながらにしようか。といっても聖は豪勢な弁当持ちだろう？　医局で待っててくれ、下のコーヒーショップでなにか調達してくる」

　一弥はもう一度聖の肩をトンと叩いてから一階に向かった。




＊　＊　＊




　七緒は、久しぶりに祖母の暮らす家に帰ってきた。

　たまに電話で連絡は取り合っているが、聖のマンションで暮らすようになってからは初めてになる。

　聖と想いを伝え合ってから十日が経過。偽りでなくなった関係は日を追うごとに甘さを増し、慣れるのにもう少し時間が必要だ。

　一日のうちに何度しているのかカウントしてみたくなるほどキスをされ、夜にはとろけるほど濃密な時間を過ごし、これぞ恋人の醍だい醐ご味みといえる毎日を味わっている。

　日課のウォーキングから帰った孝枝は、玄関に七緒の靴があるのに気づいたようで、「七緒、いるのー？」と大きな声をあげながら入ってきた。

「お邪魔してます」

　リビングで待機していた七緒は、ちゃっかりお茶を淹れて寛いでいた。

「お邪魔してますって」

　クスクス笑いながら孝枝がソファに座る。

「あ、ただいまだよね」

　無意識にお客さん気分でいたが、七緒はこの家の人間だ。

「ううん、いいのよ、それで。だっていずれは聖さんと結婚するんだから」

　孝枝の言葉に息を呑む。

（聖さんと結婚……）

　幸せボケして忘れそうに――いや、忘れてしまいたくなるが、聖とのはじまりはお見合いや結婚を回避するためだった。孝枝や聖の祖父はふたりの結婚を信じて疑っていないが、聖にそのつもりはないのは明白だ。結婚に興味はないと断言していたし、七緒も同じだと考えているだろう。

　むしろ、そうした面倒がないからこそ、七緒を恋人に選んだのかもしれない。

　そう思い至った瞬間、胸の奥が微かに軋きしんだ。

（……やだ、どうして痛みなんて感じるの）

　彼と想いが通じ合った、それだけでいいはずなのに。

「七緒？　どうしたの？」

　孝枝に声をかけられて、ボンヤリしていたことに気づく。

「あ、ううん、ごめんね。あ、そうだ、もなかを買ってきたの。一緒に食べない？」

「まぁ、もなか？　うれしい」

「じゃ、おばあちゃんの分もお茶淹れてくるね」

　ソファから腰を上げ、七緒はキッチンに向かった。




　祖母とお茶をした後マンションに帰り着いた七緒は、夕食の準備をしようと冷蔵庫を開いた。

　和食中心のメニューが多いが、今夜はチキン南なん蛮ばんにしようと考えている。こってりしているため副菜にはあっさりしたネギとキノコの焼きびたし。汁物は酸味がおいしい酸辣湯サンラータンにして、味のアクセントをつけよう。

　食材を取り出していると、キッチンカウンターに置いていたスマートフォンがメッセージの着信を知らせた。

　手に取り画面を見て顔が凍りつく。聖からの帰るコールかと思いきや、トークルームの一覧にある恵麻の名前に通知がついていた。

　今さらなんの用事があるのか。胸騒ぎを覚えずにはいられない。

　七緒にとって喜ばしいメッセージであるはずはないが、読まずにはいられずおそるおそるタップ。表示されたものを見て絶句した。

（――どうして聖さんと!?）

　恵麻から送られてきたのは白衣姿の聖と彼女のツーショット写真だった。

　聖は焦点が合っていないが、恵麻はばっちりカメラ目線。彼に腕を絡ませていた。

「なにこれ……」

　写真を見たまま呆然としていると、続けざまに恵麻からメッセージが送られてきた。

【今日、加賀谷先生とお会いしました。とっても素敵な方ですね】

　最後に音符マークとハートマークをつけて締めくくられている。

　そのメッセージに既視感を覚えた数秒後、彼女とのトークルームを遡さかのぼった。

（……同じだ）

　数カ月前にそっくりのメッセージを見つけて驚愕する。

【唯斗さんとお会いしました。とっても素敵な方ですね】

　七緒が唯斗と付き合いはじめたことを知った後に恵麻から送られてきたものだ。七緒のクラスの生徒だった恵麻がイレギュラーで唯斗のクラスに参加し、彼とのツーショット写真を添付してきたのも同じ。

　唯斗に狙いを定めているとは想像もせず、七緒が【そうでしょ？】と呑のん気きに返したメッセージも残っている。

（もしかして今度は聖さんを奪うつもりなの……？）

　まさかそんなはずはないと、即座に打ち消す。恵麻は唯斗との子どもを妊娠しているのだから。

　それじゃ恵麻の目的はなんなのだろう。

　スマートフォンを握りしめたまま呆然と突っ立っていると、突然後ろから伸びてきた手にふわりと抱きしめられた。

「――っひ、じりさん」

　驚いた弾みで息を呑み込み、なんとか名前を呼ぶ。玄関が開いた音にも彼の足音にも気づかなかった。

「ただいま」

　頭頂部にキスをひとつ落として七緒を振り向かせ、立て続けに唇も重ねる。

「おかえりなさい」

「そんなに夢中になってなに見てた？　今夜のメニューのレシピ？　あ、七緒にそんなものは必要ないか」

　肩に手を置いたまま聖がスマートフォンを覗き込む。

　とっさに画面を裏返したものの、確かめずにはいられない。

「恵麻ちゃんに会いましたか？」

　単刀直入に質問すると、聖はすぐに浮かない顔つきになった。

「なんで七緒がそれを？」

　やはりそうだったらしい。

　七緒は手にしていたスマートフォンを聖にかざし、ふたりのツーショット写真を表示させた。

「……彼女から送られてきたのか」

「ついさっき」

　聖から大きなため息が漏れる。

「あの女、相当ヤバいな。今日診察に来た」

「具合が悪くて？」

「いや、違うだろう。俺に七緒から自分に乗り換えたらどうかと言ってきた」

「えっ、唯斗くんは？」

　先ほど抱いた嫌な予感が現実味を帯びてくる。打ち消したばかりの疑惑を聖に肯定されてしまった。

「正式に婚約してないし結婚もしないらしい」

「子どもはどうするの？」

　聖にすべき質問でないとわかりながら聞かずにはいられない。

「妊娠はしてない」

「……え？」

　次々と信じられないことの羅列で思考が追いつかない。

　それでは唯斗と別れたのだろうか。

「想像妊娠だったと彼女は言ってたけど、あの様子だと最初から嘘だったんだろう」

「はじめから嘘……？」

　堕ろす堕ろさないで大騒ぎしたのはなんだったのか。唯斗を手に入れるためにそんな嘘をついたのだとしたら、最低の手段にもほどがある。

（でも、そうまでして唯斗くんを自分のものにしたのに、今度は聖さんなの？）

　恵麻の行動が全然理解できない。まるで七緒のものを根こそぎ奪うかのようなやり方に恐怖すら覚える。

　体がぶるっと震えたため思わず自分を抱きしめていると、聖に引き寄せられた。大きな腕にすっぽりと包み込まれる。

「俺が彼女になびくと思うか？」

　最初から嫌悪感を露わにしていた聖が恵麻に心変わりするとは考えにくいが、次はなにをされるのかと恐ろしい。

「なんだ、俺を信用してないのか」

　いつまでも答えない七緒を引き離し、顔を覗き込む。

「そうじゃないです」

「じゃあどうした」

「……彼女のやることが普通じゃないので」

「怖い？」

　力なく頷く。

　今度は聖になにをするつもりなのだろう。

「心配するな。俺は陥れられるようなヘマはしないし、七緒以外に心を揺らしたりもしない。俺を本気にさせたのは七緒だけだ。いや、七緒の手料理か？」

「もうっ、料理だけなんですか？」

　最後に冗談めかしたら、せっかくの愛情表現が台無しだ。そこが聖らしさかもしれないが。

「胃袋を掴むのは、ハートを掴むよりずっと効果的らしいぞ」

「さすがに心臓外科医のハートを掴むのは難しいみたいですね」

「うまいこと言うね」

　聖は唸ってから七緒をもう一度抱き寄せた。

「冗談はそのくらいにしておこうか。……七緒、俺は七緒を絶対に手放さないから」

〝それは永遠に？〟と聞きたかったが、それを口にしたら重い女と思われそうな気がしたためこらえる。

「私も聖さんは誰にも渡しません」

　その代わり、聖に負けずに宣言する。そこに密かに〝永遠〟を忍ばせて。

「じゃあ、お互いの決意表明を行動で表そうか」

「行動で？　――きゃっ」

　七緒が首を傾げるのと、聖が七緒を抱き上げるのは同じタイミングだった。

「食欲を満たす前に性欲から」

「本気ですか!?」

「めちゃくちゃ本気。今すぐ七緒が欲しい」

　抱き上げた七緒の頬に唇を押しあてる。

　聖にまっすぐ熱い眼差しで訴えられたら首を横には振れない。

「いいだろう？」

「……少しだけなら」

「少しかどうかは約束できないな」

　七緒を横抱きにしたままキッチンを出て螺旋階段へ向かう。

「この部屋の間取りは失敗かもしれない」

「間取りが失敗？」

「こういう状況を想定するならメゾネットタイプは避けたほうがいいな」

　甘い雰囲気になったとき、ベッドルームが階段を上った先では遠いと言いたいのだろう。抱き上げたまま上るのも大変だ。

「私、自分で歩きますから」

「そうはいくか。せっかく捕獲したのに」

「虫みたいに言わないでください」

「七緒みたいなかわいい虫なら大歓迎」

　そんなやり取りをしている間に部屋に到着。明かりを落としたまま中に足を踏み入れ、聖は七緒をベッドに下ろした。

　聖が着ていたシャツを一気に脱ぎ去り上半身を露わにしたため、七緒も自分の服に手をかけたが……。

「七緒を脱がせる楽しみを奪わないでくれ」

　彼の手に阻まれ、シフォン素材のブラウスのボタンがひとつずつ外されていく。それに伴ってスピードを上げていく心音のリズム。肩から服がはらりと落ち、素肌が晒されると同時にベッドに押し倒された。

「まだ怖い？」

　恵麻が、と言いたいのだろう。

「聖さんと一緒ならなにも怖くないです」

　どんなに手強い相手だろうが、聖の敵にすらならないだろう。そんな頼もしさが彼にはある。絶対に屈しない強さだ。

　聖は満足そうに微笑み、七緒の唇を塞いだ。




　その夜、七緒は結局料理をさせてもらえず、聖の手中に陥落しっぱなし。『まだ足りない。もう一度』と何度も請われ、気づけば日付を跨いでいたほど彼の愛に溺おぼれた。

　作ろうとしていたメニューは、翌日お弁当にして聖に持参してもらった。










結婚を躊躇う理由




　その週末、七緒は高級ホテル、ラ・ルーチェへやってきた。

　グランピューレの社長である若林江梨子に会うためだが、今夜はここで聖と過ごす予定でもある。たまには気分を変え、ホテル泊でもしようと彼に提案されたためだ。

　江梨子から連絡があったのは昨夜のこと。会って話がしたいと言われ、待ち合わせ場所に指定されたのが偶然にもここだった。

　聖ともラウンジで待ち合わせをしたため、江梨子を見送った後はゆっくりスイーツでも食べて待とうと考えている。

　エレガントな雰囲気に溢れた一階のロビーは優雅な時間が流れ、なんとなく背筋が伸びるような空間だ。

　一泊する予定のため小さな旅行バッグに荷物を詰め、フェミニンなシルエットのティアードワンピースを着てきた。

　脇にあるラウンジでひと足先にオレンジジュースを飲みながら待っていると、ほどなくして江梨子は現れた。今日もアイボリーのパンツスーツの着こなしは抜群だ。

「久世さん、お待たせ」

「社長、こんにちは」

　いったん立ち上がって頭を下げ、江梨子に促されて腰を下ろす。

「お呼び立てしてごめんなさいね」

「いえ、時間だけはありますので」

　聖の食事作りやマンションの掃除以外、未だに仕事をしていないのはちょっと情けない。

「それは私にとってうれしい情報ね」

　江梨子にとってうれしいとはどういう意味だろうか。

「じつは久世さんに紹介したいお仕事があるのよ」

　江梨子は肩から下げていた大きなバッグからクリアファイルを取り出した。そこから何枚かに綴つづられた紙を一式、引き抜く。

「今度、和食を専門にした料理教室を開くの」

「そうなんですか」

　グランビューレだけに留まらず、さらに挑戦を続ける江梨子の実行力に七緒は目を丸くする。江梨子がいつも輝いて見えるのは、なにかを成し遂げようとする強い思いがあるからなのかもしれない。

「そこで、もう一度講師をやってみる気はない？」

「えっ……」

　それは突然の誘いだった。

「もちろん、それなりのポジションを用意するわ。リーダーとして、久世さんを迎えたいと考えているの」

「いえいえっ、リーダーだなんてそんな、私じゃ全然ダメです」

　七緒は両手を胸の前で振った。講師はともかく、いきなりの大役に腰が引けて動揺してしまう。

「ダメなんかじゃないわよ。久世さんは講師としての腕はもちろん、生徒さんからの評判もとてもよかったんだから」

「ありがとうございます……」

　恐縮して頭を下げる。高く評価してもらえるのは光栄だし、素直に嬉しい。

（でも、リーダーなんて私にできるかな……）

　グランビューレでは、あくまでも講師のひとりにすぎなかった。そんな自分がいきなりまとめ役に抜擢され、うまく立ち回れるだろうかと不安を覚える。

「それに和食といったら久世さんがもっとも得意とするところじゃない。久世さんが楽しそうに教える姿、私、もう一度見たいな」

「楽しそうに教える姿……？」

　江梨子の言葉を反復する。

　料理人を目指したのは、自分の作った料理をおいしそうに食べる人の姿が見たかったから。

　調理学校を卒業後、当初はレストランの厨房へ就職しようと考えていた。ところが、たまたま友人と一緒にグランビューレの職場を見学したとき、生徒たちに教える講師たちのキラキラした姿を見て、教える立場という道もあると知った。

　料理の楽しさやおいしく作るコツを自分も教えたい。そう思ったのが講師になったきっかけだ。

　その楽しさを、これまでのように多くの人たちに伝えられる。そんなチャンスは、江梨子の話を逃したら二度とないかもしれない。

　今回の話は、立派な医師である聖の隣に立っても恥ずかしくない自分になるための第一歩になり得る。

　顔をぐっと上げ、江梨子を見た。

「社長、その話、ぜひお受けしたいです」

　リーダーが務まるか自信がないなんて、やる前から心配してどうするのか。挑戦する前から諦めるような後ろ向きの考え方はしたくない。

「そう！　久世さんなら絶対に引き受けてくれると思ったわ。それじゃ、これを見てもらってもいいかしら」

　江梨子は意気揚々とクリアファイルから出した資料の説明をはじめた。

　新たな料理教室のコンセプトやターゲットなど、初日にしては多くの情報を七緒に提示していく。

「もっと詳しい話は、料理教室のほうでしましょう」

「はい、よろしくお願いします」

「久世さんの活躍、私も楽しみだわ」

　説明に夢中になっていた江梨子が、すっかり冷めきったコーヒーに口をつけたときだった。

「七緒」

　後ろからかけられた声に振り返る。声で聖だとわかったため、つい顔が綻んだ。

「聖さん、もうお仕事終わったんですか？」

　待ち合わせより一時間も早い。

「そうなんだ。週明けにある手術のカンファレンスが思いのほか早く終わってね。それでこちらが……」

　聖の目線が七緒から江梨子へ注がれる。――瞬間、江梨子は唖然とした様子で彼を凝視した。

「聖……？」

　目を見開き、彼の名前を呼んだ。手にしていたカップを大きな音を立ててソーサーに置く。

（社長、聖さんと知り合いなの？）

　七緒はポカンとして江梨子から聖へ目を向けた。しかし聖も七緒同様に状況がわかっていない表情だ。

「あの、こちらは若林江梨子さんで――」

「若林江梨子……？」

　ポツリと呟いた聖の表情が豹ひょう変へんする。眉根を寄せ、信じられないといった様子で首を横に振った。

「聖さん？　お知り合いなんですか？」

　七緒がそう尋ねた刹那――。

「っ……！」

　江梨子が胸を押さえて急に苦しみはじめる。

「社長!?　どうされましたか!?」

　ガタンと椅子を鳴らして立ち上がり江梨子の背中に手をあてるのと、聖が彼女に駆け寄るのとは同時だった。

　彼女の顔は苦悶に満ち、どんどん青ざめていくいっぽう。

（どうしよう！）

　焦る七緒と対照的に、聖は落ち着き払った様子で江梨子に問いかける。

「苦しいのは胸ですか？」

　しかし江梨子は冷や汗を垂らし、呼吸を荒くするばかり。周りにいたほかのお客も騒然としはじめた。

「横にさせよう」

　聖は江梨子を抱き上げ、ラウンジ内を見渡した。騒ぎに気づいた店員が「ソファならこちらに」と誘導し、江梨子をそこに寝かせる。ブラウスのボタンをひとつ外し、できるだけ呼吸が楽になるようにした。

「聖さん、社長は以前、狭心症を患ったことがあるんです」

「狭心症を？」

「はい、二年くらい前だったと思います」

「なにか内服していなかったか？」

　聖に尋ねられたが、七緒はそこまで把握していない。

「ごめんなさい、わからないです」

「とにかく救急車を呼ぼう」

　聖に言われて、すぐさまスマートフォンをバッグから取り出した。１１９をプッシュして、出動を要請する。

「社長、しっかりしてください。聞こえますか？」

　そばに跪き、声をかける。しかし江梨子は目を開けるどころか、突然ぴたりと動かなくなった。

「えっ、社長!?」

「急性心筋梗塞だ。ＡＥＤは？　ここにＡＥＤは置いてないか？」

　近くにいた店員に尋ねると、「あ、あります！」と大急ぎでその場を離れた。

（どうしよう……！）

　急な展開に驚きを隠せず、七緒は江梨子の手を握ってあたふたするばかり。

「七緒、ちょっと下がって」

　聖に言われ、足をもつれさせながら江梨子から離れる。

　聖は江梨子の額に片手をあて、もう片方の手の人差し指と中指の二本を顎の先に添えて持ち上げた。頭を後方に傾け気道を確保し、江梨子の鼻を摘まんで――。

　口から息をゆっくり吹き込んだ。人工呼吸だ。

　それを二回繰り返したかと思えば、今度は心臓マッサージを開始。胸骨の下あたりに置いた手に向かって垂直に体重をかけ、圧迫しては速やかに力を抜く。

　人工呼吸と心臓マッサージを繰り返す聖の真剣な表情には、絶対に助けるという気迫が満ちていた。気安く声もかけられないほどの緊迫感が漂う。

「ＡＥＤをお持ちしました！」

　駆けてきた店員から機材を受け取り、カバーを開ける。電源を入れ、電極パッドを取り出した。

「ここで脱がせるんですか？」

　周りには人だかりができ、大勢の目がある。そんな場で洋服を脱がせるなんて、命を救うためとはいえ心配になる。

「安心しろ。脱がせなくても、直接素肌に貼れたら問題ない」

　聖の言葉にホッとする。

　江梨子のブラウスのボタンをもうひとつ外し、そこからパッドを右胸の上と左胸の下に貼りつけた。聖の言った通り、洋服の乱れはほとんどない。

　すぐにＡＥＤによる心電図解析が行われ、「電気ショックが必要です」と音声ガイダンスが流れた。

「離れて」

　七緒にひと言断り、聖自身も江梨子から離れ、ショックボタンを押した。江梨子の体が大きく弾み、再び静かになる。

　聖は再び人工呼吸と胸骨圧迫を続けた。

「よし、呼吸も脈拍も戻ってきたぞ。がんばれ、もう少しだ」

　江梨子に声をかけ、遠のいた意識を呼び覚まそうと必死になる。

「救急車が到着しました！　道を開けてください！」

　店員の声がどんどん近づき、人の群れがサーッと引いていく。タンカを持った救急隊員が現れると、聖は立ち上がり彼らに江梨子を引き渡した。

「ＡＥＤを使用し、人工呼吸と胸骨圧迫により呼吸と脈拍がわずかに戻ってきたところです」

「適切な処置をありがとうございます。すぐに救急搬送いたしますので」

　江梨子をタンカに乗せた隊員の後を聖が追っていく。

「私は加賀谷医療センターの心臓血管外科医なので、そちらへ運んでいただけますか。私が病院でただちに処置いたします」

「承知いたしました」

　隊員は驚いて目を見張った後、足取りを速めて救急車に向かった。

　江梨子のバッグを持ち、七緒もその後を追いかける。救急車まで行くと、聖もそこに乗り込んだ。

「七緒、悪い。今夜は一緒に過ごせそうにない」

「わかっています。私もタクシーで追いかけますが、社長をどうかよろしくお願いします」

　目の前の病人を放っておけないのは医師として当然だ。

　七緒が頭を下げると救急車のドアが閉まり、サイレンを鳴らし、赤色灯を回して走りだす。

　七緒もホテルのエントランスに並んだタクシーに乗り込み、加賀谷医療センターを目指した。




　白い壁が続く病院の通路は夜の十時を過ぎ、静かな時を刻んでいた。

　ソファに座る七緒は、ひたすら江梨子の無事を祈るのみ。

　救急車で病院に運ばれた江梨子は、ただ今、聖による緊急手術が行われている。

　開始から五時間以上が経過。刻一刻と流れる時間が途方もなく長く感じられ、祈り続ける七緒にも疲れが滲んでいた。

　しかしそれ以上に、聖は江梨子の命を救うべく戦っているのだと自分を鼓舞する。祈るしかできないのが心許ないが、今の七緒にできるのはそれだけだ。

　ふと、手術中の赤いランプが消える。

「……終わったんだ」

　ゆっくり立ち上がり待っていると、青いスクラブ姿の聖が自動ドアから出てきた。疲れを滲ませながらも達成感のある表情に、手術の成功を予感する。

「聖さん、社長は？」

　駆け寄って尋ねる七緒に聖は微笑んだ。

「もちろん助けたよ」

「よかった……。ありがとうございます」

　肩から力が抜け、息を吐き出して脱力する。

「ちょっと話せるか？」

「え？　あ、はい、でも聖さん、大丈夫なんですか？」

　七緒は待っていただけだから平気だが、聖は疲れているのではないか。

「七緒に話しておきたいことがあるから」

　聖がそう言うのなら、と従う。つい先ほどまで座っていたソファに並んで腰を下ろした。

　聖は足を軽く開き、両膝に肘をついて前傾姿勢になる。

「若林江梨子さんは、俺の母親だ」

「……え？」

　聖から聞かされる言葉にはこれまでたくさん驚かされてきたが、江梨子が母親だという打ち明け話は、そのどれよりも抜きん出ていた。

　ホテルでの江梨子の様子から知り合いだろうと察したが、まさか親子だったとは。

「俺が小さいときに家を出ていったきり会っていないから、顔を見てもピンとこなかった」

　つまり、七緒が江梨子を紹介したときに初めて母親だとわかったのだろう。

「料理教室を経営しているのは知っていたんですか？」

　聖がゆっくり首を横に振る。

「消息はまったく掴んでいなかった。祖父や、亡くなった父は知っていたのかもしれないけど」

「そうだったんですね」

「まさか七緒が勤めていた会社の社長だったとはね」

　驚きを通り越して、縁の不思議さをしみじみ痛感する。

「いつか会えたら、置いていかれた恨みをぶつけてやろうと思ってた」

「聖さん……」

　子どもにとって母親は特別な存在だとよく聞く。江梨子に置き去りにされたことで母の愛情に飢うえ、恋しく思うがゆえ負の感情となって募るのは仕方のないことだろう。

　困惑気味の横顔になんと声をかけたらいいのかわからず、七緒はただそっと彼の手を握りしめた。

「でも――」

　聖がなにかを言いかけたそのとき、手術室から看護師が出てきた。

「加賀谷先生、ちょっとよろしいでしょうか」

「ああ、今すぐ行く」

　背もたれから体を起こしてそう返し、素早く立ち上がる。

「今夜は病院に泊まることになりそうだ」

「わかってます」

　割り切れない事情を抱えていても放っておけないのだろう。

「この埋め合わせは必ずするから」

「大丈夫ですよ。倍返しを期待して待ってます」

　わざと明るく返すと、聖はようやく笑みを浮かべた。

「期待にそえるよう努めます」

　胸に手をあてて仰々しく答え、聖が手術室に向かって歩きだす。そして、背を向けたまま右手を上げてひらひらと振った。

　聖が結婚したがらないのは、家族という形に対する不信感があるからなのではないか。もっとも愛を注いでくれてもおかしくない母親に捨てられた絶望と悲しみが、結婚に失望を抱かせた。

　彼の背中を見送りながら、七緒はそんなことを考えていた。




　翌々日、七緒は聖のお弁当を持参して病院にやってきた。

　聖は江梨子の術後から病院に詰めたまま。おそらく食事は簡単なもので済ませているだろうし、疲れも溜まっているに違いない。

　どんなメニューでも喜んで食べる聖だが、中でも抜群に好評だったカリッとジューシーに仕上げたスパイシーチキンと、ひじきの五目煮に半熟の煮玉子である。さらに、ほうれん草と豚バラの炒め物は疲労回復にもってこいだ。

　何度かやり取りしたメッセージによると江梨子の容態は安定しており、予後は順調とのこと。ナースステーションで江梨子の病室を聞き、部屋を訪ねる。

　ノックすると、中から思ったより元気な声が返ってきた。

「久世です。失礼します」

　ドアを開け、さらに白いカーテンを開ける。江梨子はリクライニングにしたベッドに横たわっていた。個室のため、ゆったりした部屋には小さな応接セットもある。

「久世さん、いろいろとご迷惑をかけてごめんなさいね」

「お加減はどうですか？」

　そばにあった椅子を引っ張り、ベッドのそばで腰を下ろした。

「おかげ様でずっといいわ。……もしかしたら久世さんの耳にはもう入っているかもしれないけど」

　笑みを浮かべていた江梨子が唐突に真顔になる。すぐになんの話か察しはついた。

「加賀谷先生……聖は、私の息子なの。三十年近く前に離婚した夫との」

「聖さんから聞きました。じつは今、聖さんとお付き合いをさせていただいていて……」

「そうなんですってね。驚いたわ」

　江梨子が感慨深げに七緒を見つめる。

「もう何十年も昔のことだし言い訳にしかならないと思うけど、私の話、聞いてくれるかしら」

　そう断った江梨子に七緒は頷いた。

　その昔、江梨子は聖の父親とお見合い結婚で結ばれたらしい。はじまりは相思相愛ではなかったが、結婚してから少しずつ育んでいった愛で聖が生まれた。

　しかし真面目さが仇あだとなり、次期院長の妻として彼を支えなければならない重圧と、聖を一人前の医師に育てあげなければならない使命感が江梨子の心を少しずつ蝕むしばんでいったという。唯一の楽しみであり拠より所どころが料理だったそうだ。

　それからも心の病は次第に深刻化し、夫と息子から離れる選択肢しか見いだせなくなるほど悪化していく。結果、聖に申し訳ない気持ちを抱きつつも、逃げるようにして離婚に至ってしまったそうだ。

　病院の跡取りとして望まれている聖を連れていくわけにはいかず、それが身を切られるように苦しかったと。その悲しみを紛らわせるためと、子どもを置いてきたからには料理人として成功してみせると一念発起し、大きな覚悟でグランビューレをここまでにしたという。

　江梨子はベッドに置いていたスマートフォンを手に取り、七緒に画面を見せた。

　写真のようだが、被写体が判然としない。遠くから撮影したのか、写っている人はとても小さかった。

「これは？」

「聖よ。保育園や小学校の運動会にこっそり撮影したの。どれも小さいし、知らない人が見たら誰だか判別はつかないものだけど。昔は携帯なんてなかったから、カメラで撮影して、現像した写真を改めてスマートフォンで撮影したの。こうすれば、いつでも写真を見られるでしょう？」

　そう言って優しく笑う。子どもを愛してやまない慈愛に満ちた顔だ。

　聖を捨てたわけではない。やむにやまれぬ事情があったのだ。

「聖を忘れた日なんてなかった。彼の成長を願いながら、いつか会えたら、ううん、会うのが許されるなら謝りたいってずっと思って生きてきたの。まさか昨日、あんな形で再会するなんて……」

　江梨子がそこまで話したそのとき、カーテンがシャーッと音を立てて開かれる。

「……聖」

「聖さん」

　江梨子と七緒の声が重なった。

　いつからそこにいたのか、江梨子の話に聞き入っていたため全然気づかなかった。

　なんとも言えない複雑な表情をしているのは、七緒たちの会話を聞いていたからかもしれない。

　聖と江梨子の間に、ほかの人間には入り込めない空気が立ち込める。七緒は静かに椅子から立ち上がり、ベッドから離れた。

「聖、少し話せないかしら」

　江梨子の問いかけに、聖が椅子に腰を下ろすことで答える。

　親子ふたりの会話に長居は無用。七緒は聖に「後でお弁当食べてくださいね」と、応接セットのテーブルに袋ごと置いて病室を出た。

　きっと心配はいらない。どれだけの時が流れようが、江梨子が聖を愛していた事実は彼に伝わるはずだから。ふたりはきっとわかり合える。

　願いにも似た思いを抱えながら、七緒は病院を後にした。










プロポーズは出会ったあの場所で




　江梨子が病院に運ばれてから一週間が経過した。回復は順調らしく、退院もそう遠くないという。

　聖と江梨子がどんな話をしたのか、七緒は聞いていない。彼から話してくれるまで、無理に聞き出したくはなかったのだ。

　聖を送り出した朝、七緒はリビングの大きな窓の掃除に取りかかった。窓と網戸の美しさで、部屋の中に差し込む光の色が違う。

「これでよしと」

　磨き上げたガラス戸を前にしてひと息つく。次は聖の書斎の窓にしようと考えたときだった。ダイニングテーブルに置いていたスマートフォンが電話の着信を知らせて鳴り響く。画面に表示されたのは〝おばあちゃん〟だった。

《おはよう、七緒》

「おはよう。なにかあった？　もしかして病院から薬をもらってきてほしいとか？」

　矢継ぎ早に問いかけると、孝枝から《違うのよ。あのね……》と、どことなく言いにくそうな雰囲気が漂ってくる。

「おばあちゃん？」

《じつは岡田さんがうちに来てるのよ》

「……え？　唯斗くんが？」

　どうして彼がそこにいるのか。思いがけない電話に驚きを隠せない。

《七緒と話がしたいって言ってるんだけど……。どうする？》

　恵麻の妊娠を知り、別れを切り出したのは七緒のほうだった。

　ふたりがお腹の子どもを堕ろす、堕ろさないと騒ぎはじめたため、唯斗とふたりでじっくり話し合うどころではなかった。彼の裏切りと恵麻の妊娠で冷静になれず、七緒自身がまともに話をできる状態でなかったのもある。ふたりから逃げたと言ってもいいかもしれない。

「わかった」

《わかったって、会うの？》

「うん」

　唯斗との関係は終わっているが、一度しっかり話をしておきたい。彼を吹っ切れた今だからこそ、取り乱さずに別れの経緯を聞けるから。

　今さらそれを知ってどうなるものでもないが、恵麻が聖に接触してきた理由もそこにある気がしてならない。妊娠の嘘も唯斗との別れも、謎だらけだから。

「唯斗くんに、駅前のコーヒーショップで待っててって伝えてもらえる？」

《大丈夫なの？》

「大丈夫。おばあちゃんは心配しないで」

　不安そうにする孝枝を説き伏せ、通話を切った七緒はすぐにマンションを出た。




　指定したコーヒーショップに到着すると、唯斗は軽く手をあげて立ち上がった。

　カウンターでアイスティーを注文して受け取り、彼のもとへ向かう。

「急に悪かった」

「ううん、私も聞きたいことがあったから」

　あれほど顔も見たくなかった唯斗を前にしているのに平常心でいられるのは、七緒には聖がいるおかげだろう。唯斗との間に修羅場があったなんて信じられないくらいに心は平穏だ。

「彼女と別れた」

　唯斗はどことなく疲れたような顔をして、早々に切り出した。

「やっぱりそうだったんだ」

　七緒の言葉に不可解そうに「やっぱり？」と唯斗が聞き返してくる。

「少し前に恵麻ちゃんが彼のところに来て……」

　あれ以来、接触はないが、このまま彼女が黙っているとも思えない。

「彼って、この前一緒にいた人か」

　うん、と頷いて続ける。

「妊娠してなかったって聞いたんだけど、本当？」

「……ああ。あのパーティーの後にいきなりそう告げられた」

「婚約も結婚もなくなったの？」

　唯斗はため息をつきながら頷いた。

　妊娠が勘違いだったから、結婚は白紙にしたいと突然宣告されたという。

「次の狙いを七緒の今の彼氏に定めたんだろう。彼に接触したのならそうだ」

　そこがなによりも不可解な点だ。

「恵麻ちゃんは唯斗くんが好きだったんでしょう？　どうして次から次へと……」

「彼女は、自分以外の人間が注目されるのが許せないらしい。この前のパーティーで会った彼女の幼馴染みが話してくれたんだ。昔からそうだったと」

　唯斗の話によれば、恵麻は昔から友達の彼氏を奪って歩いていたそうだ。かわいらしい容姿のため、ちょっと誘えばたいていの男性は彼女になびいたらしい。

　そんなことを繰り返していたため恵麻は友達とも長続きせず、彼氏同様に次々取り替えていたのだと。

　七緒と仲良くなるうちに、今度は唯斗を振り向かせたくなったのだろう。

「……でも唯斗くんも彼女を好きになったんだよね？　妊娠するような行為をしたのだって」

「俺が七緒を裏切ったのは事実だから弁解するつもりはない。なにを言われても仕方ないと思ってる」

　唯斗は七緒の質問を否定も肯定もしなかった。なにを言っても言い訳になると考えたのかもしれない。

「ただ、七緒に彼女には気をつけろと言いたかったんだ。俺が引き止めておければよかったんだけど、この通り、無様な姿を晒してるからさ」

　自嘲気味に笑って吐いた息は重い。

「すでに彼に接近してるなら警戒したほうがいい」

　ひどい裏切り方をした元カノへのお詫わびのひとつ。七緒への償いなのかもしれない。

「わかった。ご忠告、ありがとう」

「いや、俺はお礼を言われるような立場じゃないから」

「ううん、話せてよかった。だけど、どうして直接連絡くれなかったの？」

　唯斗なら七緒の連絡先は知っている。電話番号は付き合っていたときのままだ。

「あぁ……恵麻にデータを削除されたから。自宅に行くしか手段がなかったんだ」

　そこまでして唯斗を七緒から引き離しておいて、ほかに興味が向いたからポイ捨てなんて、どこまで最低なのだろう。まったく理解できない。

「七緒、仕事はどうしてるんだ」

「それはまだ……」

　江梨子に誘われた仕事は、彼女が復帰するまでお預けだ。

　聖の専属料理人としての契約も、本物の恋人になった以上、解消するつもりでいる。

「そっか……。七緒から仕事まで奪う形になって悪かった。本当にごめん」

　唯斗がテーブルに額をつけるほど頭を下げる。

「もういいから。頭、上げて」

　顔を上げた唯斗と目が合う。

（やっぱり少しやつれた感じ。恵麻ちゃんとのことでいろいろ悩んだんだろうな）

　あんなパーティーまで開いておきながら婚約も結婚もあっさり取りやめるなんて、恵麻は人の心をなんだと思っているのだろう。

「じゃ、これから仕事があるから」

「うん、わかった」

　同時に立ち上がり、一緒にコーヒーショップを出る。七緒は左方向、唯斗は右方向、ここでお別れだ。

「七緒」

　名前を呼ばれて顔を上げた。

　唯斗の眼差しが、付き合っていた頃のものと重なる。七緒は、この優しい眼差しに惹ひかれていた。

「どうしたの？」

「……いや、幸せか？」

　なにかを言おうとして口を開いて止まり、ひと呼吸置いてから尋ねてくる。

「うん、幸せだよ」

　心からそう思ういっぽうで、複雑な思いも抱えている。聖との結婚は望めない、つまりいつかは終わる関係だからだ。

　結婚したからといって永遠が約束されるわけではないが、強い結びつきが欲しいと願ってしまう。

「ならよかった。……じゃ行くわ」

「唯斗くん」

　踵を返そうとした唯斗を呼び止める。

「仕事、がんばってね」

「ああ。七緒も、早く仕事が見つかるといいな。それから……アイツと幸せに」

「ありがと」

　今度こそ七緒に背を向けた唯斗が人混みに呑み込まれ、見えなくなっていく。付き合っていた頃はいつもはつらつとしていたのに、寂しげに見える後ろ姿が痛々しい。

　裏切られてつらい思いをしたが、不思議と彼を憎む気にはなれない。結局七緒たちは恵麻に引っ掻き回されただけだった。彼女の気まぐれに振り回されたのだ。

　どうにも収まらない鬱々とした思いが募っていく。

　七緒はバッグからスマートフォンを取り出し、連絡先を開いた。削除せずに残っていた恵麻のデータを選択して、発信をタップする。彼女は三回もコールしないうちに出た。

《七緒さん？　どうしたんですか？》

　後ろ暗いことなどなにもない、そんな明るい調子で応答する。

　仲良くしていた頃、おおらかなところは彼女の長所だと感じていたが、それは大きな勘違いだった。人の気持ちを考えられないだけ。恵麻は、究極の自分本位なのだ。

《あ、写真見てくださいましたか？　あれから結構経つのに七緒さんが無反応だから、もう一度送ろうかなって思っていたところだったんです》

　どういう気持ちであの写真を送ってよこしたのか、七緒には想像もつかない。でも唯斗が話していたように聖を奪うつもりの宣戦布告なら、このまま黙ってはいられない。もう二度と、大切な人を奪われたくはないから。

「恵麻ちゃん、今から会えないかな」

　彼女の質問には答えず、苛立ちを抑えて優しく問いかける。

《大丈夫ですよ。ネイルサロンを予約しているので、そんなに時間は取れないんですけど》

　ネイルサロン近くのカフェで待ち合わせをして通話を切る。地図アプリで調べ、タクシーを飛ばした。




　待ち合わせたカフェに到着すると、先に着いていた恵麻は窓際のテーブルでスマートフォンをいじっていた。向かいの席に座った七緒に気づき、カバーを閉じて笑みを浮かべる。

　つい先ほど電話で話したとき同様、悪びれたところは微み塵じんもない。強きょう靭じんな精神の持ち主なのは尊敬に値する。

「急に呼び出してごめんね」

「いえ、私も七緒さんとお話ししたかったので」

　店員にジャスミンティーを注文して、早速本題に入る。

「唯斗くんと別れたんだってね」

「七緒さん、耳がはやーい」

　マスカラをたっぷりつけた大きな目をパチッとさせて恵麻が驚く。まつ毛がムカデの足のように見えるのは、彼女への嫌悪感のせいだろう。

「妊娠もしてなかったって」

「そうなんです。私、勘違いしちゃって。お騒がせしてごめんなさい」

　謝っているわりに笑顔だ。つまり心から謝罪しているわけではない。申し訳ないなんて、これっぽっちも思っていない顔だ。

「だから唯斗さんは七緒さんにお返しします」

「……なにを言ってるの？」

　想像の遥か上をいく恵麻の発言に耳を疑いたくなる。お披露目パーティーまで開いておいて、いらなくなったから返すなんて尋常じゃない。

「唯斗くんは物じゃないから」

「でも私、加賀谷先生が好きになっちゃったんです。写真見ました？　加賀谷先生もまんざらでもない感じですよね」

　口元に手をあてて、ふふっと笑みを漏らす。

　恵麻に強引に腕を掴まれて驚いた顔のどこが、まんざらでもないというのか。恵麻の目は相当な節穴だ。

「恵麻ちゃん、自分がなにをしているのかわかってる？」

「もちろんです。七緒さんには今さらかわいこぶっても仕方ないので白状しますけど、私、小さい頃からいつも一番だったんです。だから、周りにいる人が私より目立つのが許せなくて」

　唯斗の話は真実のようだ。

　恵麻は自慢げにこれまでの栄光を語りはじめた。中学高校と、クラス中の男子が自分を好きだった、塾に通えば講師まで夢中にさせ、大学ではミスキャンパスに選ばれたのだと。

「だから料理教室で、生徒からチヤホヤされる七緒さんが疎ましかった」

「え？」

　チヤホヤされていた自覚はない。たしかに男性の生徒もいたが、講師のため生徒たちから話しかけられる頻度が高いのは当然だ。

「それでね、グランビューレの上の人に〝久世先生は生徒さんに色目を使ってて見苦しいから辞めさせてください〟って忠告しようと思ったんです。でも唯斗さんに相談したら、そんなことはやめろって言われて」

「ちょっと、なにそれ……」

　そんな話は唯斗から聞いていない。

「それで私、いいことを思いついたんです」

　恵麻はここ一番の笑顔になった。

「それをダシに使えば唯斗さんを手に入れられるって」

「……どういうこと？」

「私を抱いてって唯斗さんに迫りました。一度抱いてくれたら、上の人にその話をするのは諦めるからって」

　あまりにも衝撃的すぎて言葉を失った。そうまでして自分が一番になりたかったなんて正気の沙さ汰たじゃない。

　それでは、唯斗は七緒を守るために恵麻を抱いたというのか。

「でもその後、唯斗さんがもうこれきりだって言うから」

　今度は妊娠したと嘘をついて、彼を引き止めたのだろう。

　あまりにも身勝手なやり方に呆れて声も出ない。

「七緒さんをあそこから追い出せたし、好きな人は手に入れた。万々歳だと思ったら、またすぐに恋人を作っちゃうんだもの。それもお医者様なんてずるい」

「……だからまた奪おうと？」

「はい」

　恵麻は満面の笑みを浮かべて大きく頷いた。

「自分がなにをしているのか自覚してる？」

「なにって、好きな人を振り向かせようとしているだけですよ？　加賀谷先生もきっとすぐ私に落ちると思います」

　その自信はいったいどこからくるのだろう。

「だって、私に乗り換えたほうが七緒さんより得だから」

「得って……。人の心が損得だけで動くと思ってる？」

「損するよりはいいと思いますけど。私のパパはアオヤマ製薬の専務だから、加賀谷医療センターの次期院長夫人にもふさわしいんじゃないかな」

　今度は父親まで持ち出してきた。恵麻には、自分で戦える要素がなにひとつないみたいだ。

「恵麻ちゃんってかわいそうね」

「……私がかわいそう？　どうして？」

　またたく間に恵麻から笑顔が消える。眉をひそめ、不満を隠そうともしない。

　自分が憐れに思われるのは、なによりも嫌なのだろう。

「本気で人を好きになったこと、ないでしょう」

「まさか、私はいつも本気です」

「ううん、恵麻ちゃんは自分以外を好きなれないんだと思う」

　誰よりもなによりも自分が大事で自分が大好き。彼氏はアクセサリーと一緒、自分を飾るためだけのものなのだろう。

　七緒の彼氏だから奪いたいのはもちろんだが、〝医師〟の肩書きを持つ聖が欲しいだけ。

「意味わかんないんだけど」

　七緒の指摘がよほど気に入らないのか、恵麻の眼差しに嫌悪感が滲む。

「でも加賀谷先生はきっと私のものになる。パパにお願いすれば簡単だもの」

　きっとこれまでそうして生きてきたに違いない。全部父親におねだりして、すべてを手に入れてきた。だから聖も同じようにするつもりなのだ。

「恵麻ちゃん、聖さんは絶対にあなたに渡さない」

　彼女になにをされようと、なにを言われようと、迷わないし怯まない。

　唯斗のときには尻尾を丸めて逃げたが、もうそんなふうに弱気にならない。強い気持ちで恵麻を見つめる。

　大事な人の手は絶対に離さない。

　険悪なムードで睨み合っていると、テーブルに置いていた恵麻のスマートフォンが場にそぐわないポップな音を立てはじめた。

「あ、パパだ」

　狡猾な表情が一変、甘えた声でうれしそうに手に取る。

「パパ、ちょうどよかった。お願いしたいことがあるの」

　七緒を見てにっこり微笑むのは、自分の勝ちを確信しているからなのか。

「……え？　今から家に？　どうして？」

　恵麻が目をキョトンとさせて聞き返した直後、《とにかくすぐに帰ってきなさい》という父親の声が漏れ聞こえてきた。どことなく興奮している様子だ。

「私、これからネイルの予約を入れてるんだけど。……えー？　そんなぁ。……わかりました。……はーい」

　最後の『はーい』が嫌々なのは空返事からも明らか。どうやら予定を押し通せなかったようだ。恵麻はため息をつき、ほとんど口をつけていないアイスティーをそのままにして立ち上がる。

「七緒さん、私、お先に失礼しますね」

　優雅な微笑みを残して店を出ていった。

　恵麻を納得させることができず消化不良なのは否めないが、自分の気持ちをはっきり告げられたのは小さいながらも飛躍といえるだろう。唯斗のときは、なにひとつ言い返せなかったから。

　すっかり氷の溶けたジャスミンティーを飲み干して立ち上がる。バッグの中でスマートフォンがヴヴヴと振動を伝えたのは、七緒が店を出たときだった。聖からの電話だ。歩道の端に寄って応答をタップして耳にあてる。

《七緒、俺》

「はい。どうしたんですか？」

　時刻は午後二時を過ぎたばかり。勤務中に聖から連絡がくることはめったにない。

《これから病院に来られないか？》

「なにかあったんですか？」

　病院まで呼び出されるのは初めてのため困惑する。

《いや、大した話じゃないんだ。でも来てほしい》

　要領を得ないが、聖に呼ばれれば七緒に行かない選択はない。すぐに向かうと告げ通話を切る。電車を乗り継ぎ、加賀谷医療センターに向かった。




　親切な案内板通りに足を進め、心臓血管外科を目指す。聖に指定された五階のナースステーションに着くと、忙しなくしている看護師のひとりに声をかけた。

　七緒を患者の家族と思っているのかもしれない。「加賀谷先生とお約束が」と伝えると、話が通っていたらしく、すぐにカンファレンスルームと書かれた個室に通してもらえた。

　聖は大した話ではないと言っていたが、こんな場所まで呼び出していったいどんな話をするのかと不安になる。

（――もしかして、おばあちゃんに病気が見つかったなんて言わないよね？）

　高血圧だけでなく、なにか重い病気が判明して七緒が呼ばれたのではないか。

　ほかに思いあたることがないため勝手に悪いほうへ考えていると、ドアの向こうから騒がしい声が聞こえてきた。

「ほら、しゃんとしなさい」

「ごめんなさいってば」

　男性と女性だが、どことなく聞き覚えのある声だ。

　七緒が耳を澄ましているとドアが開き、聖が入ってきた。

　ところが彼が「お入りください」と案内した人物を見て、違った意味で心臓が飛び跳ねた。

「恵麻ちゃん!?」

　つい先ほど会っていた恵麻だった。髪をきっちりと七三に分けた、スーツ姿の年配の男性に腕を掴まれている。

（いったいどういうこと……？）

　なにがなんだかわからない。

　七緒が目を瞬かせて呆然としていると、年配の男性が唐突に頭を下げた。

「私は山下と申しまして、恵麻の父です」

　自己紹介されて面食らう。なぜ恵麻の父親が娘を連れて現れたのだろう。

「このたびは、うちの娘がおふたりに多大なご迷惑をおかけし、申し訳ありませんでした。こらっ、お前も頭を下げなさい」

「ちょっ、パパ、やめてったら」

　不満顔で突っ立つ恵麻の頭を手で押さえて下げさせる。

　そうされてもなお状況が掴めない七緒は聖に助けを求める視線を送ったが、彼は軽く頷いて山下親子を見つめた。

　その眼差しを受けて、山下が先を続ける。

「久世さんの恋人を奪ってパーティーまでしておきながら、やっぱり結婚はやめると言い出した揚げ句、再び奪おうとするなど言語道断。さらにはアオヤマ製薬の名を使って加賀谷先生との間を取り持ってくれと私にねだるなど、親として情けないばかりです」

　山下は苦虫を噛み潰したような顔でがっくり肩を落とした。娘を溺愛する父親を想像していたが、それとは真逆だ。

「ちょっとパパ、ひどい」

「ひどいのはお前だ。自分がなにをしたのかわかってるのか？」

　父親に叱られ、恵麻の頬が盛大に膨らむ。まるで幼い少女のよう。

「娘がここまでわがままに育ったのは、欲しいと言われれば与えてきた私の責任であり、お恥ずかしい限りです」

　山下は「本当に申し訳ありませんでした」と再び腰を折った。

　今ひとつ状況は掴めないが、聖が彼らをここへ呼び出したようだ。恵麻に電話をかけてきた父親の声が興奮気味だったのは、聖からなんらかの連絡がいったせいだろう。

「あなたの娘さんが今後、二度と私たちの前に現れないようにしていただけるのでしょうか」

「それはもちろんです。私が責任をもってお約束いたします」

　聖の確認に山下が即座に返す。なにがなんでもといった強い決意が真剣な目から感じられた。

「具体的にはどのようにしてですか？」

「アオヤマ製薬の工場が熊くま本もとにありますので、そちらで働かせます。監視もつけますのでご心配には及びません」

「熊本の工場!?　監視ってなに!?　ちょっと待って、パパ！」

　恵麻が焦ってすがりつくが、山下は取りつく島もない。

「待てるわけがないだろう。ここで矯正しないで、いつするというんだ。私だっていつまでも生きているわけじゃないんだぞ？」

「そんなぁ」

「とにかくおふたりに誠心誠意謝りなさい。お前の再出発はまずそこからだ」

　眉間に皺をざっくり刻み、唇をすぼめて突き出す恵麻と、山下の目線が絡み合う。恵麻の表情は次第に歪みはじめ、目にじわっと涙が滲んできた。

「泣けば許されると思わないほうがいい。久世さんにしてきたことを思えば、熊本の工場で働くなんて手緩いものだ」

　追い詰められた恵麻の感情が決壊する。人目もはばからずワーッと泣きだした。

「ご、ごめんなさい、すみません、でした……っ」

　涙声でなんとかそう言い、その場に崩れそうになった彼女を父親が支える。

「本当に申し訳ありませんでした。加賀谷先生、どうかこれ以上はご容よう赦しゃください」

「わかっています。ご足労いただきありがとうございました」

　最後にもう一度頭を下げた山下がカンファレンスルームから立ち去り、恵麻の泣き声がどんどん遠くなっていく。エレベーターに乗ったのか、直後にぴたりと聞こえなくなった。

　終始驚き通しで言葉も発せなかった七緒は、そこでようやく肩から力を抜き、息を吐き出す。

「大丈夫か？」

「はい。ちょっとびっくりしましたけど」

　いったいどういう経緯でこうなったのか。未だに七緒は混乱中である。

「彼女の父親が専務を務めているアオヤマ製薬は、この病院で一緒に働いている俺の友人の父親の会社なんだ」

「聖さんのお友達のお父様が社長？」

　聖が深く頷く。アオヤマという社名でピンときた。

「もしかしたら雪菜さんのお兄様ですか？」

　唯斗たちのパーティーのときに七緒を華麗に変身させてくれた雪菜と、場所を提供してくれた一弥を思い出した。

「察しがいいね」

　彼はここの脳神経外科医らしい。

「彼女の言動があまりにも目に余ったから裏の手を使わせてもらった。容赦はいらないと思ってね。目には目をってやつだ」

　一弥を通じ、アオヤマ製薬の社長から彼女の父親に圧力をかけてもらったという。アオヤマが資金援助を謳うたった賄わい賂ろをいかにも推奨しているような発言は、専務の娘といえど放っておけないと、すぐに動いてくれたそうだ。

「そうだったんですね」

「さすがに頼みの綱の父親からああ言われれば、彼女も態度を改めるざるを得ないだろう」

　今までわがままの限りを尽くしてきただろうが、これからはそうはいかない。熊本の工場で真面目に働いて、せめて少しは改心してくれたらと願う。

「いろいろとありがとうございました」

　聖に出会えていなかったら七緒は恵麻にやられ放題で、今頃まだ家に引きこもっていただろう。心の奥に重いものを抱えたまま悶々と過ごしていたに違いない。

「綺麗さっぱり片づいたし、これで心置きなく七緒と結婚できるな」

「……けっ、こん？」

　思いがけない言葉を投げかけられ、思考がフリーズする。

「俺たち、結婚を前提に付き合ってるんじゃなかったか？」

　七緒の隣の椅子を引いて座り、聖がぐっと顔を近づける。

「それはお見合いを回避するためで……」

「クルーズ船でお見合いしていたとしても、きっと結果は今と同じだ。出会い方が違っても俺は七緒に惹かれたし、七緒は俺に惚れていた。違う？」

　最後に問いかけておきながら、自信満々な言いっぷりは否定をまったく想定していない。たとえ違う出会い方をしても、聖とは結ばれていたに違いないという運命じみた言葉に心が揺さぶられる。

「でも結婚はしたくないんじゃないですか？」

　聖はたしかにそう言っていた。お互いに好きになったのは事実だが、結婚となるとべつ。

「そうだな。したくなかったし、するつもりもなかった。でも七緒を好きになったら、すべてが欲しくなった。心と体はもちろん戸籍も。全部が全部俺のもので、誰にも奪えない確証が欲しい」

「聖さん……」

「そうはっきりと思えたのは、母と腹を割って話せたからだろう。家族に意義を見いだせなかったが、母の葛藤も後悔も知れたし、俺に対する愛情も嘘はないとわかったから。それも全部、七緒のおかげだ」

「私はなにもしてません」

　ただ彼と出会い、恋に落ちただけ。結婚に踏み切る勇気を持てたのは、母親から逃げずにきちんと話したからだ。自分の心を変えられるのは、自分しかいない。

「いや、七緒と出会えたから、今の俺がある。だから誰にも渡したくない。七緒、俺だけのものになれ」

　なんて強引なプロポーズだろう。それなのにこれっぽっちも反発心はない。それどころか胸が燃えるように熱くて、ぎゅうっと掴まれたように呼吸が苦しくなる。

　ストレートな愛の言葉とまっすぐな眼差しから目も心も逸らせない。

「……はい」

「って、ロマンティックの欠片かけらもない場所でプロポーズなんてないよな」

　今ふたりがいる場所を突然思い出したのか、聖が鼻の下を擦る。

「大事なのは場所じゃないですから」

　聖の心がそこにあれば、どこでプロポーズをされようと関係ない。

「いいこと言うね。でも仕切りなおすぞ。週末、ふたりでロマンティックな夜を過ごそう」

「そんなのいいのに」

「そんなのってなんだよ。人生でたった一度のプロポーズだぞ？　とびきりの夜にするから覚悟しておけ」

「なんで宣戦布告みたいになってるんですか」

　クスクス笑う七緒に聖がハッとする。

「ほんとだな」

　ふたりで笑い合い、軽く唇を重ねたところで部屋のドアがノックされた。

　そそくさと離れ、取り澄まして座りなおす。

「失礼します。加賀谷先生、急患です」

　看護師が差し迫った表情で顔を覗かせる。

　その瞬間、聖から放たれる空気がピリッとしたものに変わった。

「わかった。すぐに行く」

　看護師にそう答え、すぐに立ち上がる。

「七緒、呼び出しておいて悪いな」

「いえ、がんばってくださいね」

　聖は軽く手をあげ、白衣をひらりと翻してカンファレンスルームを出ていった。




　その週末――。

　真っ白な船体がゆっくりと航行していく。七緒は聖に手を引かれ、潮風が心地いいデッキにやってきた。

　港を離れて遠くなっていく夕刻の街並みは、明かりがポツリポツリと灯りはじめている。もう少ししたら綺麗な夜景を海から見られるだろう。

　聖の適切な処置で一命を取りとめた江梨子は昨日、無事退院した。約三十年ぶりの再会となったふたりは、少しずつ距離を縮めているようだ。

　何度かお見舞いに訪れた七緒は、診察のために江梨子の病室を訪れる聖から、主治医としての責任とは違うものを感じていた。

「聖さん、ほかの乗客はみんなどこにいるんでしょうね」

　先ほどから船内スタッフ以外の人間がどこにもいない。今思えば、乗船するためにタラップを歩いているときから見かけなかった気がする。

「どこにもいないよ。貸し切ったから」

「えっ？　船を貸し切ったんですか!?」

　得意げな顔をした聖の髪が風に吹かれてサラサラと揺れる。

　小型のクルーズ船ならいざ知らず、七緒たちが今乗っているのは全長百五十メートルもある大型のクルーズ船。聖と出会ったあの船だ。

「こうなったら、とことんスペシャル仕様でいこうかとね。ここなら、七緒は俺のプロポーズから逃げられないっていうのも計算ずくだ」

「逃げませんってば」

　クスクス笑い返す。

「そう？　それじゃ恐れる必要はないな」

「聖さんにも怖いものがあるんですか？」

「俺をなんだと思ってるんだ」

　頬を軽く抓つねられた。

「無敵のヒーロー的な」

「それはそれで光栄だな」

　クスッと笑って先を続ける。

「俺たち、ここで出会ったんだよな」

「そうですね……」

　波間を眺めながら、聖がしみじみ呟く。

　衝撃的な出会いがこんな未来に繋がるとは、あのとき予想もしていなかった。ただお見合いを回避するための、その場限りの関係だと思っていたから。

　この数カ月の出来事は、七緒の人生史上もっとも濃厚だったと言っていい。

「あのとき七緒が、とんでもない勘違いをしたおかげだな」

「海に飛び込もうとしている聖さんをなんとかしなきゃってね」

　今なら笑い話にできるが、あのときは引き止めるのに必死だった。

「聖さんのハンカチを海に飛ばした風には、感謝の気持ちでいっぱいです」

「ほんとだな」

　聖が鼻に皺を寄せてクスッと笑う。風がキューピットとは、なかなかロマンチックでいい。

「それじゃ早速本題に入ろうか」

「今、ここでですか？」

「そう。今、ここで」

　聖がスーツのポケットから取り出したものを見て目を丸くする。指輪だ。

「……そんなものまで用意してくれたんですか」

「三度目の正直だし、プロポーズにはこれが必要だろ」

　聖に出会い、偽物の恋人になったクルーズ船のデッキで永遠の愛を約束するなんて、あのときの七緒が想像できただろうか。いや、できるはずがない。周りを欺くためのいっときの恋人、かりそめの婚約者だったのだから。

　あのとき生まれた偽物の愛が今、本物へと変わっていく。

「七緒、結婚してほしい」

　聖のプロポーズは二度目なのに、一度目以上に胸が熱くてたまらない。

「……はい、私でよければよろしくお願いします」

　聖は優しく微笑み、今度こそ七緒の左手の薬指に指輪を滑らせた。

　ぴたりとはまった指輪がデッキのライトに照らされてキラキラ輝く。

「これから先の人生、ふたりで楽しく過ごしていこうな」

　頷きながら微笑み返すと同時に腰を引き寄せられ、唇が重なった。

　聖となら、きっとそれができると自信をもって言える。

　爽やかな潮風が、ふたりの門出を祝うように軽やかに舞った。










四六時中ふたりでいたい




　プロポーズから半年後、聖は七緒と結婚式を挙げ、めでたく夫婦となった。

　それをなによりも喜んだのは言うまでもなく聖の祖父と七緒の祖母、利幸と孝枝である。

　七緒は父親を亡くしているため、バージンロードのエスコート役を担ったのは利幸だった。利幸は、まさか自分がそのような大役を任せられるとは想像もしていなかったらしく、終始ご満悦。貫録のある大病院の院長というよりは、目尻の下がった〝いいおじいちゃん〟だった。

　利幸の了承を得て、式には江梨子も出席。七緒には新しい母親ができたことになる。

　ハネムーンから帰って二週間が経ち、生活も落ち着いてきた土曜日の午前七時。七緒よりひと足先に目覚めた聖は、コーヒーメーカーをセットしてから再びベッドにもぐり込んだ。

　腕の中に抱き寄せた七緒から、彼女特有の甘い匂いがふわっと香る。それにつられて額に軽いキスをしたが、彼女はまだ目覚めない。

　それもそうだろう。昨夜も遅くまでお互いを求め合って濃密な時間を過ごしたから。

　長いまつ毛に艶やかな唇。聖が触れると途端に桜色に染まる色白の素肌は、絹のように美しい。ひとたび触ると手が吸い寄せられ、離れがたくなる。

　だから、何度も求めてお互いに果てを見たくなるのだ。

　愛らしい彼女の寝顔を眺めながら、聖はふと出会ったときのことを思い出した。

　七緒との出会いは衝撃的だった。

　見合い相手とは露知らず偽りの恋人に仕立て上げ、お互いの家族に紹介し合うなど普通では起こらない展開だ。そのうえ、さらなる祖父の差し金で同居する事態に発展した。

　今まで恋愛をしてこなかったわけではない。しかし、恋愛にのめり込むほど相手に向き合わず、いつも仕事や自分優先。そうこうしているうちに相手のほうから離れていくのが常だった。

　もとより両親が離婚しているため、結婚に対して不信感を抱いていた。

　一生独り身でいい、このまま医療の世界に身を投じるだけの人生だって素晴らしいじゃないか。

　そう考えていたのは、大きな病院を経営する祖父や、生前、心臓血管外科医として優秀な腕を持っていた父が誇りだったから。

　七緒との同居は、興味のない結婚から完全に逃れるためだった。祖父の目をごまかすために彼女に給料を支払うことで家事全般をお願いし、ほとぼりが冷めるまで一緒に暮らせばいい。

　それでおしまいのはずだった。

　ところが七緒と生活していくうちに気持ちに変化が生じていく。

　幼い頃に母親との別れがあったため、無意識に彼女の家庭的な部分に惹かれたのか。具体的になにが引き金になったのかはわからない。そもそも恋なんてそんなものではないだろうか。

　好きになるのに理由はない。無意識に心が求めるものに理由を探すのは無意味だ。

　七緒が好き。だから一緒にいたい。

　聖にとって、その感情こそがこれまでに抱いたことのない唯一のものだった。

　一生会うことはないだろうと諦めていた母親が七緒のごく近くにいたと知ったとき、柄にもなく運命だと思ったのはここだけの秘密だ。

「七緒、そろそろ起きたほうがいいんじゃないか」

「……ん」

　聖の声にわずかに反応して瞼がピクリと動く。

「仕事に遅刻しても知らないぞ」

　七緒が和食専門の料理教室で講師をはじめたのは二カ月前。生徒数もじわじわと増え、七緒のクラスは生徒が空きを待っている状況だという。

　講師たちのまとめ役としても手腕を発揮していると、母の江梨子が言っていた。

　料理をするのが好きなのはもちろん、人に教えるのが楽しくて仕方がないみたいだ。そしてやはり、七緒は料理しているときが一番輝いている。それは聖が思わず嫉妬してしまうほどに。

「七緒」

　もう一度名前を呼んで唇を重ねた瞬間、ようやく彼女の瞼がピクリと動く。片方ずつゆっくり目を開き、間近にいる聖に気づいて微笑んだ。

　焦点が合わず、まだ寝ぼけてとろんとした目が妙に色っぽい。

「おはよう」

「……おはよう」

　声がかすれているのも昨夜の濃密な時間のせいか。啼なかせすぎた自覚があるため、申し訳ない気持ちにもなる。

「起きなくても平気か？　今日は担当しているクラスがあるんだろう？」

　聖の言葉で思い出したのか、目がカッと大きく見開かれる。

「今、何時ですか？」

「七時過ぎ」

「いけないっ、ご飯作らなきゃ」

　弾かれたように起き上がろうとした七緒を引き止めた。

「朝食ならもうできてる」

「……できてるって？」

　不思議そうに首を捻る七緒に「俺が作ったから」と得意顔を向ける。

「聖さんが？」

「そう、俺が」

　横になったまま胸を張った。

「先生の教え方がいいからな」

　ふふっと笑った七緒の鼻先にキスをする。

　メスならいざ知らず包丁も満足に握れなかった聖は結婚後、七緒に一から手ほどきを受け、簡単なものなら作れるようになった。いつもは七緒に見守られながらだが、今朝はその成果を見せようと早起き。スクランブルエッグにソーセージエッグマフィンにミニトマトをふんだんに散らした生野菜など、洋風テイストでまとめた。

「それじゃすぐに起きなくちゃ」

　起き上がろうとした七緒を引き止め、腕の中に抱き寄せる。

「朝食を作らなくていいんだから急ぐ必要はないだろう？」

「でも冷めちゃう」

「冷めたらあたためればいい」

　体を起こして、七緒を組み伏せた。

「その前に、まずは俺を味わってから」

「聖さんを味わうって……？」

「そのままの意味」

　ニッと笑って、目を丸くする七緒に唇を重ねる。

　ほんの数時間前に求め合ったばかりなのに、またすぐにでも欲しくなる。七緒となら四六時中繋がっていてもいい、いやむしろそうしたいと願うのは異常だろうか。

　とはいえ無理やりは避けたい。唇を軽く食はんでからキスを解く。

「七緒が嫌ならここでやめておくけど」

　彼女の瞳が揺らいだ。

「……嫌じゃない」

　照れてはにかむ表情がたまらなく愛しい。

「交渉成立」

　これで心置きなく彼女を堪能できる。指先を絡め、やわらかく艶やかな唇に自分のそれを重ねた。
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特別書き下ろし番外編










ありきたりな日常のきらめき




　七緒が聖と結婚して、早くも五年が経った。

　お互いの祖父母も変わらず元気で、たまにマンションに遊びに来たり、外で一緒に食事をしたりしている。

　聖は祖父の後を継ぎ、一年前に加賀谷医療センターの院長に就任。オペや診察よりも、経営や後進の育成に励む日々である。

　ふたりの間には子ども生まれ、毎日が目まぐるしく過ぎていく。

　三歳半になる娘、花か梨りんは七緒によく似たかわいらしい女の子である。

「ママー、おかえりなさーい」

　仕事を終えて帰宅すると、ピンク色のエプロンを着けた花梨が玄関で飛びついてきた。ふたつに結んだ髪がぴょんぴょん揺れる。

「ただいま、花梨。おりこうにしてた？」

「うん！」

　今日は日曜日のため、通っている保育園も休み。出産後、土日はなるべくクラスを受け持たないように調整しているが、ほかの講師のスケジュールとの絡みもあり、出勤するときもある。

「パパは？」

　花梨を抱き上げて歩きだすと、奥から聖が現れた。花梨と同じくエプロン姿だ。ふたりで料理でもしていたのか、それとも気合の入ったおままごとか。

「おかえり、七緒」

　聖は花梨を抱っこしている七緒ごと抱きしめ、唇にちゅっと音を立てて触れた。避ける隙もない。

「もうっ、聖さんってば」

　花梨の前では恥ずかしいからやめてほしいが、聖はいつも気にする様子は全然ない。

「ああっ！　パパとママがチューしてるー！」

　すぐさま花梨がはやし立てる。

「パパはママが大好きだからね」

「花梨も好き？」

「もちろんだ」

「じゃあ、花梨にもチューしてー！」

　聖が頬にキスをすると、花梨は足をばたつかせて大喜び。七緒が思わずよろけると、聖がすかさず抱っこを代わってくれた。

　聖が花梨にキスするときは、決して唇にはしない。彼曰く、そこは花梨が大切に想う人だけが触れていい場所だそうだ。

『いいか、花梨、よく聞け。ここは簡単に触れさせたらダメだぞ。そこを許すのは、花梨が〝この人ならすべてを捧げられる〟と思う相手にだけ』

　聖は、折に触れて彼女にそう話している。その顔は真剣そのもので、花梨も素直に聞き入れる。

　幼い花梨がそれを理解しているかどうかはべつとして、父親とはいえ、むやみに唇を奪わない聖の真面目なところが七緒はとても好きだ。男親の中には〝ほかの男になどやるもんか！〟と我が物顔で唇を重ねる人もいると聞く。

　もちろんそれも愛情ゆえだろうし、ファーストキスにカウントしなくていいものだとしても、娘の立場からすると聖の方針のほうがうれしいだろう。

「仕事、疲れたんじゃないか？」

「うん。でも聖さんと花梨の顔を見たら吹き飛んじゃった」

　それは嘘ではない。どれだけ大変な思いをしても、ふたりの顔を見ればすべてがチャラになる。最強の回復薬なのだ。

「それはよかった。花梨と夕食の準備をしていたんだ」

「え？　ほんとに？」

　ふたりの後を追ってキッチンに向かうと、香ばしい匂いが立ち込めていた。

　結婚してからというもの、聖は率先して家事を分担してくれている。院長に就任してからは、さらに忙しくなっているというのに。

　特に料理の腕前は上がるいっぽう。メスさばきで培った技術なのか、魚の三枚おろしは七緒よりも美しい仕上がりになるほどだ。

「いい匂い。なにを作ったの？」

「餃子だよ」

「ぎょうざ！」

　聖の言葉を花梨が真似る。

「この前、七緒と一緒に作っただろう？　それを復習がてら作ってみた。な？　花梨」

「うん、パパとふたりで！　ほら」

　花梨が両手をパーにしてジャンプする。七緒に匂いを嗅いでと言っているみたいだ。

　彼女の手に鼻先を近づけると、にんにくがふわっと香った。ふたりで楽しく皮に包む様子が目に浮かぶ。

　出産後、子どもも一緒に作れる料理という授業を江梨子に提案したのは七緒だった。コンセプトの和食から少し外れるが、カレー味やチーズ味で作る餃子は生徒たちにも大好評だった。

「すごいね、花梨。餃子も作れちゃうの？」

「うん！　かりんね、おっきくなったらママみたいになるの。おりょうりいっぱいして、みんなにおしえてあげる」

「そう。お料理楽しい？」

「たのしい！　ママとパパとつくるのだいすき！」

　飛び跳ねる花梨を見て、聖と笑い合う。ちょっと不格好な餃子が、かえって愛しい。

（ああ、幸せ……）

　心からそう思った。

　保育園での出来事を聞きながら三人で囲む食卓は毎日賑やかで、理想を絵に描いた家族そのもの。家族と過ごすありきたりな日常は、光を浴びているわけでもないのに輝いて見えた。

（家族がもうひとり増えたら、もっと楽しいだろうな）

　食事を終えて後片づけをしていると、キッチンに皿を運んできた聖が七緒の心を読んだように言う。

「四人家族になったら、もっと賑やかになるんだろうな」

　なにげなく言っただけかもしれないが、手を止めて思わず彼の顔を見る。

「なに、どうした？」

「今、私も考えたの」

「家族が増えたらって？」

　頷き返して答える。テレパシーでも使ったみたいだ。以心伝心がやけにうれしい。

「それじゃ……」

　聖の目に、にわかに熱がこもる。たったそれだけで鼓動が弾むのは、その先の言葉を期待しているせいかもしれない。

「花梨を早く寝かしつけようか」

「……うん」

　意味がわかるだけに耳が熱い。

　結婚して五年も経つのに、七緒は聖の誘惑には全然慣れる気配がない。いつもひとりでどぎまぎして、付き合いたての頃のようになってしまう。

「そんな反応しないでくれ」

「え？」

「待てなくなるだろ」

　耳元で囁き、間髪容れず聖が七緒の唇に自分のそれを押しあてる。

「今すぐここで押し倒したくなる」

　本気でそうするんじゃないかと身構えたそのとき、パタパタと足音を響かせて花梨がやってきた。

「パパとママが、またチューしてるー！　花梨も花梨も！」

　両手を伸ばしてねだる花梨の賑やかな声がキッチンに響き渡った。




ＥＮＤ










あとがき




　こんにちは、紅カオルです。最後までお読みくださりありがとうございました。

　この本の出版は八月。夏真っ盛りでうだるような暑さだろうなと編集作業中の今、想像するだけで汗が出そうです。




　最近の執筆のお供は、東京駅のグランスタで手に入れたスイーツたち。ガレットやクッキーなどを食べつつ、お気に入りの紅茶を飲んでパソコンに向かっています。

　東京駅で大行列ができているグミッツェルをご存じですか？（出版される頃には下火になってるかな……？）。私は手に入れられなかったのですが、つい最近送っていただきとうとう食べられました。グミなのにパリッとした新食感が癖になります。機会がありましたら、みなさんも一度食べてみてくださいね。




　今回のお話は料理講師のヒロインでしたが、じつは私、料理は得意ではなく作ってもらうほうが断然好きです。ＳＮＳなどで手料理を披露しているフォロワーさんがたくさんいらっしゃいますが、いつも羨ましく思いながら眺めています。できることなら今すぐ行って食べたい、と。

　脱線しましたが、お見合い相手とは露知らず恋人役を頼み、結婚回避とは真逆に進んでいくお話は楽しんでいただけたでしょうか。

　こういう話を書くと、私も一度はお見合いをしてみたかったと思ってしまいます。結婚前に一度だけお話をいただいたのですが、謹んでお断りしました。ベリーズ文庫で二冊目に出させていただいたときに、そのエピソードを織り交ぜましたが、覚えていらっしゃる方はいませんよね（笑）




　最後になりますが、今回もたくさんの方たちに支えられて出版まで漕ぎつけました。心よりお礼を申し上げます。

　読者の皆様とは、また次の機会にお会いするのを楽しみにしつつ再び妄想の世界に没入します。ありがとうございました。




紅くれないカオル
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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敏腕外科医はかりそめ婚約者をこの手で愛し娶る


～お前は誰にも渡さない～
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